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プロローグ







　まだ肌はだ寒さむさを感じられる早朝。

　いや、早朝という言葉も正しくはないかもしれない。

　何せ、未いまだに太陽は地平線に頭すら出していないのだから。

　少なくとも、あと一時間程ほどは夜の支配する時間だ。

　明かりと言えば、劉りゆう大たい人じんの屋や敷しきの中から零こぼれる夜警の為ために灯ともされているランプの淡あわい光と、満天に輝かがやき続ける星くらいなものだろうか。

　そんな中、一人の人ひと影かげが闇やみの中に蠢うごめいていた。

　彼かれの口から吐はき出される息いき遣づかいに合わせる様に、白い靄もやが虚こ空くうへと消えていく。

　まぁ、それも有る意味当然だろう。

　站たん椿とうと呼ばれる鍛たん錬れん法を彼は既すでに一時間ほど行っている。

　鍛錬の内容自体は、はっきり言って実に地味だ。

　肩かた幅はば程ほどに両足を広げ、腰こしを落とす。

　両手は肩の高さに揃そろえて体の正面に輪を作る。

　その時、左右の指の先せん端たんを触ふれさせて小さな輪を作るのがコツだ。

　馬歩と呼ばれる様に、まるで馬の鞍くらに腰を下ろしたような状態。端たん的てきに言えば空気椅い子すの様な物だろうか。

　確かに、この体勢で微び動どうだにせず長時間過ごすのは実際問題として下半身に多大な負ふ荷かが掛かかるのは事実だ。

　ただし、それはあくまでも外見上での事。

　一いつ般ぱん的てきには筋力トレーニングの一いつ環かんとして行われるが、その本質は他人の目では決して見えない別の所にある。

「ふむ……良い感じだ。大分練れてきたな」

　劉大人から授さずけられた内功の鍛錬に手ごたえを感じ、鄭てい孟もう徳とくの口から満足げな言葉が零れた。

　その背から脇わき腹ばらに掛けてうねるのは九匹ひきの龍りゆうの刺青いれずみ。

　それは鄭が人民解放軍を抜ぬけ、香ほん港こんでマフィアの職業凶きよう手しゆ、いわゆる殺し屋として暮らしていた時代に有名な彫ほり師しに彫られたもの。

　水すい滸こ伝でんに出てくる英えい雄ゆうの一人である九く紋もん龍りゆう史し進しんにあやかった逸いつ品ぴんだ。

　今、その龍が鄭の呼吸に合わせて大きく脈動する。

　額に浮うかぶ無数の汗あせが肌はだを伝わって彼の足元へと滴したたり落おち大きな染しみを地面に描えがいていた。

　既に数時間もこの体勢を維い持じしたまま呼吸を整えて来たのだ。

　外見的には微動だにしていなくとも、その体力消費は想像を絶するものがあるだろう。

　だが、今の鄭の顔には苦しみやつらさと言った負の感情は欠片かけらも浮かんではいない。

　それは、人が浮かべるごく自然な笑えみ。

　しかし、今の鄭の笑え顔がおを見たこの屋敷の人間は、驚おどろきを隠かくせない事だろう。

　基本的に、鄭という人間は寡か黙もくな男だ。

　皺しわ一つなく整えられた燕えん尾び服ふく。

　髪かみの毛けは一本の乱れもなく整えられている。

　その目は常に氷の様に冷たく透すき通とおっており、冷れい酷こくで冷れい徹てつ。

　主人への忠義と忠誠を人の形にしたような男。

　それが、この屋敷に暮らす人間達たちの大半が抱いだく感想だろう。

　しかし、鄭が今浮かべた笑みは、彼が人形でも化け物でもない事を如によ実じつに表している。

　まぁ、だがそれはある意味で当然の事だろうか。

　今の鄭にとって功を積み重ねる事こそが、唯ゆい一いつの楽しみなのだから。

　功を積むとは、中国武術で言うところの鍛錬の積み重ねの事だ。

　そして、功とは鍛きたえる箇か所しよによって大まかに二つの種類に分けられるだろう。

　外皮や筋肉、あるいはそのものを鍛える外功と、内臓や呼吸、意識を鍛える内功である。

　そして今、鄭が全身から滝たきのような汗を滴らせながら行っている修練こそ、内功の中でも特に気を鍛える物だ。

　気功。あるいは内功と呼ばれるそれは、漫まん画がなどで言うところの超ちよう常じよう的な力の事ではない。

　一番簡単に言ってしまえば、人間が無意識のうちに自然と行う呼吸と意識、そして筋肉の連動と合一から生み出される力とその一連の動きと表現する事が出来るだろう。

　例えば、人は重い物を持ち上げる際に息を一時的に止めるし、口は固く閉じられ歯を噛かみ締しめるのが普ふ通つうだ。

　逆に、口を開けたままで重い物を持ち上げるのは筋肉に力が入らずかなり難しい。

　それはつまり、体を合理的に使用出来ていないという事。

　その合理的な体の武術的な運用を覚える手段こそが、中国武術で言うところの内功。

　つまり、内功とは特とく殊しゆな呼吸法を用い、己おのれの体に意識の意図を張はり巡めぐらせ完全にコントロールしていく事と理解する事が出来るだろう。

　俗ぞくに言うところの気を練ると言う奴やつだ。

　もっとも、これは言葉にするほど容易たやすくはない。

　筋肉トレーニングなどに代表される所謂いわゆる外功も一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは効果など現れようもないが、内功を練るには更さらに途と方ほうもない時間が必要になる。

　その上、正しい師が付いてこそ安全で効果のある鍛錬が出来るとされている。

　まぁ、当然だが自己流が全すべて悪い訳ではない。

　極きよく端たんな話、武術の祖と言われる人物には師が居なかったのだから、師が絶対に必要かと言われればそんな事は無い筈はずだ。

　とは言え、自己流では到とう達たつ出来ない、あるいは到達しづらい領域というのは当然存在するだろう。

　先人の知ち恵えとはすなわち、歴史の積み重ね。

　何せ、人生は短い。

　自分一人で試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえすというのは非効率であるのは明らかだ。

　誰だれかが既に通った道ならば、その道が正しいかどうか素す直なおに教えを乞こう方が明らかに効率は良い。

　道路を歩くのか、草木の生おい茂しげる道なき道を進むのかで速度が変わってくるようなものだ。

　勿もち論ろん、道なき道を切り開いてこそ、新たな境地に達する場合もあるので、どちらが正しい選せん択たくなのかと問われれば難しい問題ではあるのだが……

　ただし、先人の知恵を参考にする場合、一つ大きな問題が出てくる。

　正しい師というものに自分が巡り合えるかどうかという点だ。

　武術の修しゆ行ぎようを登山に例えるならば、師は道案内のガイドと言ったところだろうか。

　当然、弟で子しは師が正しい道を知っており、自分を武の頂上にまで連れて行ってくれると思うからこそ弟子入りをする。

　だが、問題はその師が本当に正しい道を知っているのかは、他人から客観的に見たところで分からないという点だ。

　真しん贋がんが入り混じるのが世の常。

　いや、真作よりも贋がん作さくの方が多いのは、美術の世界のみならず、武術の世界でも同じ事が言えるだろう。

　しかし、何を持って真作か贋作かを見み極きわめる基準があいまいなだけ、武術の世界の方が遥はるかに難易度は高いかもしれない。

　余よ程ほどの奇き縁えんに恵めぐまれでもしなければ、真の内功は会え得とくが難しい。

　まぁ、幸いな事に鄭はその奇縁に恵まれた数少ない人間の一人なのだ。

（あの方に師事出来たのは、この世界に召しよう喚かんされた事で得た数少ない僥ぎよう倖こう……か）

　そんな想おもいが心を過よぎり、頭から流れ落ちる滝のような汗に視界をぼやかしながらも、鄭は思わずニヤリと笑みを浮かべる。

　この中世暗黒時代の様な大地世界アースへと召喚され、奴ど隷れいの如く戦場に駆かり出される地じ獄ごくの様な生活を送り、一時は自じ暴ぼう自じ棄きになったものだった。

　酒に溺おぼれ、女を犯おかし、生と死の狭はざ間まで生きる日々。

　それもこれも、先の見えない自らの人生からの逃とう避ひだ。

　だが、今にして思い返してみると、この大地世界もそう悪い事だけでもないらしい。

　彼の御ご仁じんに仕える様になって五年程だが、それは数十年という鄭の人生においても珠しゆ玉ぎよくと言える時間だ。

　真なる達人ほど人の目には触れないもの。

　いや、より正確に言えば武人というべきだろうか。

　実際、鄭は中国に居た時分に中国武術の大家と名乗る武術家を幾いく人にんも見てきたが、本当の意味で殺せないと感じた手て練だれはただの一人として存在しない。

　人民解放軍の特殊部隊に所属し、その手を幾人もの敵の血で赤く染め上げて来た鄭にとって、彼かれ等らは所しよ詮せん綺き麗れいごとの中でしか生きられない弱者でしかないのだ。

　無論、武術の腕うでの優ゆう劣れつだけで言えば、彼等の多くは鄭よりも上手だっただろう。

　しかし、彼等の大半は人殺しの為に武術を習ってはいない。

　護身という意味合いから言っても、真に実戦を想定して鍛錬を行っている訳でもない。

　大半は日々の生活の糧かてを得る為の職業となっているし、少し高潔な人間でも文化の継けい承しようという意味が大部分だろう。

　だから、彼等の多くは大衆受けする健康の維持やストレス解消、あるいは礼れい儀ぎ作法を身に付けるなどという本質からかけ離はなれた宣伝文句を口にして人を集める。

　鄭が中国本土を離れ、香港に流れ着いた時に聞いた謳うたい文もん句くの中には、「君もカンフースターへの道を」なんてものもあったくらいだ。

　それが果たして武の本質に沿う内容なのか大いに疑問だ。

　勿論、鄭はそれら全てを否定しようとは思わないし、彼等の中に真なる達人が存在した可能性も理解はしている。

　ただ、鄭としてはその本質を理解する事なく上辺だけを習うという事に抵てい抗こうを感じ、それを助長する様な宣伝文句に違い和わ感かんを持つというだけの事だ。

　ただ、その違和感は間ま違ちがってはいないのだろう。

　実際、鄭はこの大地世界に召喚されてから、幾人もの腕に覚えのあるという武術家達が無残な最さい期ごを遂とげる光景を目にして来た。

　その中には、世界的な総合格かく闘とう家かや世界ランキング上位のボクサーも含ふくまれている。

　勿論、彼等は弱い訳ではない。

　ただ、彼等の持つスポーツとしての強さと、この大地世界で求められる強さの質が別だったというだけの事だ。

　そう言う意味から言えば、先人達が残したまず心を重要視するという心技体の理念は非常に正しかったと言えるだろう。

　ただし、この場合の心が表すのは、敵を殺せる心だが……

　そう言った心の部分まで含めて武の本質を理解している劉大人こと、劉仲ちゆう健けんという男に師事出来たのは、鄭という男の人生にとって、最大の幸運だった。

　どれほど強力な武器であろうとも、敵に向けて放てないのであれば意味がないのだから。

（よし……）

　十分な手ごたえを感じ大きく息を吐くと、鄭はゆっくりと站椿の姿勢を解く。

　そして、近くに建つ東あずま屋やの手て摺すりに掛けておいたタオルで汗を拭ふいた。

（さて、次は套とう路ろを）

　そんな言葉が脳のう裏りに浮かんだ瞬しゆん間かん、鄭は微かすかな視線を感じて顔を拭く手を止めた。

　そして、ゆっくりと知覚を周囲の闇へと向けていく。

　勿論、周りから見て不自然さを感じないように調整してだ。

　しかし、一いつ瞬しゆん感じた視線は既にもう欠片もない。

（気のせい？　いや……）

　普通に考えれば、鄭の気のせいである可能性が最も高いだろう。

　鄭がこの時間、この場所で武術の修練を行っている事は劉大人の屋敷に仕える人間ならば誰もが知っている。

　また、武術家が他者へ技を見せる事を基本的に嫌きらうのも理解している筈だ。

　例外は、先日起きた他の組織からの襲しゆう撃げきを受けた場合の様な緊きん急きゆう時のみだ。

　しかし、そう言った緊急時の伝令が気配を消す必要はない。

（となると……）

　一番可能性が高いのは劉大人の命を狙ねらう暗殺者だろう。

　組織とは国家という枠わく組ぐみすら超こえた、超ちよう国こつ家か組織とも言うべき存在だ。

　イメージ的には現代社会における多た国こく籍せき企き業ぎように、独自の武力組織を保有させている様な存在だろうか。

　何せ、この大地世界は基本的に暴力でもって物事を解決するという獣けものの論理が支配する世界。

　法の支配が及およぶ範はん囲いは、ごく限られた都市部とその周辺のみだ。

　国土の大部分は、怪かい物ぶつが蔓延はびこり野盗や盗とう賊ぞくなどの無法者達が闊かつ歩ぽする魔ま境きようといえるだろう。

　地球を例に出せば、アメリカの西部開かい拓たく時代の様な物か。

　先住民を排はい除じよし広大な国土を保有していた彼の国は、その広大さゆえに法の支配を完全には履り行こうできなかった。

　無法者が街を占せん拠きよし保安官を殺すなどという展開は西部劇などでよくみられる筋書きだが、それが起こり得た理由は、国土の広さに比例した情報伝達や、物資の運用手段が存在しなかった事が大きな要因と言えるだろう。

　そして、今の大地世界の技術力は未だに西部開拓時代にすら届いてはいない。

　それゆえに、組織は自らの権利と利益を守る為に武装する訳だ。

　まぁ、武装の目的はそれだけではないのだが……

　目的が自衛の為であろうとなかろうと、どちらにせよ西方大陸において組織の保有する戦力と規模は群を抜いている。

　それは、オルトメア帝てい国こくを初めとしたエルネスグーラ王国、キルタンティア皇国の西方大陸三強と比ひ較かくしても結論は変わらない。

　当然、組織はそれに見合うだけの経済力も保有している。

　戦力を維持するにはそれに見合うだけの経済力が必ひつ須すなのだから。

　しかし、それ故ゆえに組織には敵が多い。

　それらの多くは盗賊や野盗を始め、あるいは禁制の品を専門に扱あつかう密輸商人など何処どこの世界にもいる犯罪者達。

　だが、中には街中で堂々と商会の看板を抱かかえている俗に言うところのカタギも含まれている。

　大地世界では、一いつ般ぱん人じんであろうとも暴力と無む縁えんではいられない証しよう拠こだろう。

　勿論、彼等の大半は組織から見れば木こつ端ぱ以下の集団だ。

　組織の最大の宿敵が、西方大陸最大の宗教組織である光神教団である事からもそれは伺うかがえるだろう。

　だが、問題なのは組織がその性質上、基本的に表社会はおろか裏社会にすらその存在を秘ひ匿とくしているという点だ。

　表社会用の顔も裏社会用の顔も持ち合わせているが、組織の本質は未だに深い闇の中。

　それ故に、組織は西方大陸全土に根を張る巨きよ大だい組織でありながら、表向きには有力な商会や傭よう兵へい団などにしか見えない様に擬ぎ態たいしている。

　それは、組織の牙きばを隠すという意味において必須だったのは間違いないだろう。

　もし仮に存在が西方大陸に割かつ拠きよする王おう侯こう貴族達に悟さとられれば、彼等は組織を決して放ってはおかない。

　場合によっては国家の垣かき根ねを超えた大連合を組んで抵抗してくる可能性も有るのだから。

　だが、それ故に本来ならば歯し牙がにも掛けない様な犯罪集団が組織に対して牙を剝むいてくるのもまた事実なのだ。

　彼等は、自らの組織が壊かい滅めつに追い込まれる最後の最後まで気が付かないだろう。

　自らが踏ふんだ尻尾しつぽが猫ねこではなく虎とらの尾おであるという事に。

（これは……）

　鄭は静かに呼吸を整えると、全神経を集中し闇の中の気配を探さぐる。

　しかし、確かに感じた筈の視線は既に欠片ほども存在しない。

　となれば可能性は二つ。

（私の気のせい……もしくは、自らの気配を消せる腕を持つ手練れ……か）

　その結論にたどり着いた瞬間、鄭は久方ぶりに血が沸わき立たつ様な感覚に襲おそわれた。

　つい十日ほど前の事だ。

　数十人単位の敵がこの屋敷を襲ってきた。

　勿論、キルタンティア皇国の誇ほこる港こう湾わん都市レンテンシアを始めとした西方大陸南部一帯に影えい響きよう力りよくを持つ劉大人の命を狙っての事だ。

　とは言え、彼等の多くは金で雇やとわれたチンピラ上がりの殺し屋。

　ギルドの制定しているレベルで見るとほとんどが二、高くても三と言ったところ。

　傭兵や冒ぼう険けん者しやで言うと、駆け出しをようやく卒業した程度でしかない。

　その上、彼等の戦い方は悪い意味で自己流だ。

　まぁ、戦乱の絶えないこの大地世界では、技術を継承するよりも実戦を経験する方がよほど経験値としては高いので致いたし方かたないという側面は確かにあるだろう。

　しかし、そんな彼等の大半は武法術によって強化した身体能力による暴力。

　確かに、武法術を使える者と使えない者の間に高い壁かべが存在するこの大地世界において、彼等は脅きよう威いではある。

　世間から見れば、彼等は強者に属する存在なのは否定出来ないだろう。

　しかし、それは武ではない。

　そう言う意味から言えば、先日の襲しゆう撃げき者しや達たちはお粗そ末まつというより他になかった。

　事実、大半は屋敷の警備部隊によって駆く逐ちくされ、鄭が手を下したのはわずかに三人。

　それも、警備部隊の反はん撃げきによって統制を失い混乱した襲撃者が、破れかぶれに屋敷の奥おくへと入り込もうとしたのを排除しただけの事だ。

　鄭にしてみれば、敵を倒たおしたというよりは家か畜ちくの屠と殺さつに近い。

　だが、今回はどうやら違ちがうらしい。

（まただ……こちらを値ね踏ぶみしているのか？）

　再び感じた微かな視線。

　羽う毛もうが肌を撫なでたよりも更に軽く淡い感かん触しよくだ。

　だが、確かに目の前に広がる雑木林の闇の中に誰かが居る。

（面おも白しろい）

　その瞬間、鄭は普ふ段だんの冷徹な仮面を脱ぬぎ捨すてた。

　その後に現れたのは、人の生き血を啜すすり貪むさぼる一匹の鬼おにだ。

　次の瞬間、鄭は目の前に広がる雑木林へ向かって全力で疾しつ走そうする。

（何処だ？　何処にいる？）

　視線の主が居る方角は大まかにしか分からない。

　しかし、鄭には確信があった。

　雑木林の中を進む鄭に再び例の視線が向けられる。

　もっとも、今度の視線は先さき程ほどまでの淡い物ではない。

　冷たい刃やいばの様な殺気に満ちた視線。

　既に、自らの存在を隠す気は無いという事なのだろう。

（成なる程、やる気だな）

　気配の消し方や殺気の制せい御ぎよを見た限り、大地世界でも滅めつ多たに出会う事のない手練れだ。

　しかし、だからこそ鄭にとっては価値がある。

　鄭は生気プラーナを覚かく醒せいさせ喉のどに存在するとされるヴィシュッダ・チャクラを回し始める。

　これは、人体に備わる七つのチャクラの内の一つであり、第五のチャクラと呼ばれる高位のチャクラだ。

　大地世界に暮らす全人類を見回してもこの第五のチャクラを起動させる事の出来る人間は極きわめて限られてくる。

　仮に仕官を求めれば、何処の国でも間違いなく将軍の位を提示する事だろう。

　ましてや、鄭は大地世界に多くいる様な武法術よる身体強化に頼たより切きった武術の素人しろうとではない。

　その危険性は、ギルドが定める龍種などの巨きよ獣じゆう種と呼ばれる災害に何ら引けを取らないものだ。

　鄭は、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々を描き分け疾走する。

　ここは屋敷の窓から零れるランプの明かりも届かぬ闇の中。

　しかし、鄭の足取りに不安はない。

　微かな星明りと、長年の戦場暮らしで鍛え上げた夜目のおかげだろう。

（見つけたぞ……）

　十メートルほど先の木の後ろに蠢く人影を見付け、鄭は速度を上げる。

　無論、幾いくら夜目が利きくとは言え、暗視スコープの様な鮮せん明めいさはない。

　あくまでも、人の姿らしき何かが蠢いている程度のものだ。

　しかし、この場に居るのは鄭と謎なぞの人物の二人だけ。

　今はその程度の視界でも十分だった。

　警告の言葉を掛ける事もなく、鄭は渾こん身しんの一いち撃げきを人影へと繰り出す。

　それは、今まで数あま多たの猛も者さの命を奪うばって来た剛ごう拳けん。

　武法術による強化と極限まで外功を積み上げた拳こぶしの威い力りよくは、文字通り身みの丈たけを遥かに超える様な巨きよ岩がんすらも容易に貫かん通つうする。

（喰くらえ！）

　鄭の足が大地を力強く踏み絞しめる。

　その反動を螺ら旋せん状じように足から腰へと伝達していく。

　そして、肩から右拳へと伝達した力が人影へと襲い掛かる。

　体の中にある管から、力が迸ほとばしる感触。

　しかし、鄭は自らの拳から標的に当たったという手ごたえを感じる事は無かった。

　人影が掌てのひらを鄭へと向ける。

　そして、鄭の拳をまるで羽毛でも受け止めるかのように軽々と受け止めて見せたのだ。

　避さけられたのではない。

　人影は明らかに真正面から鄭の拳を受け止めて見せた。

　それはまるで、飛来した卵を割る事なく受け止めて見せる様な物。

　それが如何いか程ほどの難事か分からない鄭ではない。

（まさか？　化か勁けい？）

　脳裏にとある技術の名が浮うかぶ。

　それは太たい極きよく拳けんなどで特に重視される防ぼう御ぎよ法。

　力を正面から受け止めるのではなく、回転や脱だつ力りよくによって敵の攻こう撃げきを受け止めたり逸そらしたりする技術だ。

　とは言え、化勁そのものはさほど驚くべきものではない。

　実際、化勁は太極拳において重視されているが、他の拳けん法ぽうでは使われないという訳でもないのだ。

　日本でも合気道などの中には、この化勁と同じ概がい念ねんが存在したりもするし、化勁とは知らなくとも、攻撃をいなしたり受け流したりする武術家は幾らでも存在する。

　ただし、それらを習得した武術家が、武法術で身体強化した鄭の拳を受け止められるかと問われれば、首を横に振ふるしかない。







[image: ]







　単純な話だ。

　人間は真正面から放たれた拳けん銃じゆうの弾たまを素す手でで受け止めきれない。

　もし仮にそんな場面に出くわしたら、出来るのは身をかわす事だけだろう。

　それは、技術がどうのというレベルの問題ではないのだ。

　しかも今回対象となるのは鄭の拳。

　速度も衝しよう撃げきも拳銃の弾以上だ。

　これを、無傷で受け流すとなると、単に武法術による身体強化だけではまず不可能だろう。

　それこそ達人級の技術が必要となって来る。

　だがそれは、武法術による身体能力の強化を偏へん重ちようする大地世界では望むべくもない事の筈だ。

　思いもかけない結果に、鄭の体が固まった。

「成る程な……大した勁だ」

　目の前の人影から聞き覚えのある声が鄭の耳に届く。

　その瞬間、鄭は全てを悟った。

（そう言う事か……）

　声の主と鄭は、それ程面識がある訳ではない。

　鄭から見れば組織が誇る英雄として名前こそ知ってはいたが、実際に言葉を交かわしたのはつい数日前くらいだろうか。

　しかも、相手は組織の黎れい明めい期きを支えた功労者にして、主人である劉大人とは昵じつ懇こんの間あいだ柄がらだ。

　今も、劉大人から最上級の賓ひん客かくとしてもてなす様にと命じられている。

　そう言う意味から言えば、これから告げようという言葉は非礼に当たるのかもしれない。

　それでも、この屋敷と主人の警備を任されている以上、相手がだれであっても言うべき事は言わなければならなかった。

「非礼は幾いく重えにもお詫わび申し上げますが、この様な御お戯たわむれはこの屋敷の一いつ切さいを任されている者として困ります……御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろう様」

　そう言うと、鄭は目の前で顎あご髭ひげを捻ひねりながらニヤつく老人に対して深々と頭を下げた。
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「御お口くちに合いますかどうか……」

　浩こう一いち郎ろうと共に庭の東屋まで戻もどって来た鄭ていは、自分様に準備していた魔ま法ほう瓶びんの中から、お茶をコップへと注ぎ浩一郎へと差し出す。

　湯気と共に周囲に満ちるのはミント独特の香かおり。

　屋敷の庭でメイドの一人が個人的に栽さい培ばいしているミントの葉を用いたハーブティーに蜂はち蜜みつを混ぜた物だ。

　柔やわらかで自然な甘あまさと、清せい涼りよう感に満ちた味。

　日々の鍛錬を終えた鄭にとっての安らぎの一杯ぱいとでも言うべき品だろうか。

　勿論、品質も悪くはない。

　趣しゆ味みとして栽培しているので栽さい培ばい量りようはないが、そこさえクリアすれば十分に商品となり得る品質なのは間違いない。

　とは言え、正直に言えば劉りゆう大たい人じんの賓客であり、組織の英雄である浩一郎に出すのは躊躇ためらわれる品である事は事実だろう。

　どれほど高品質であろうと、所しよ詮せんは素人しろうと趣しゆ味みの延長でしかないのだから。

　しかし、当の本人はそんな鄭の心配など何処どこ吹ふく風かぜと言わんばかりに、お茶を美味そうに啜って見せた。

「お気き遣づかい痛み入る。だがなぁに、構わんよ。こういう品も目先が替かわって楽しい物だしな」

　実際、浩一郎はこういった変わった品が大好きだった。

　特に、今回出された様な自家製や限定という言葉にはかなり弱い。

　勿論、和わ菓が子しに何が合うかと問われれば日本茶が一番というだろうし、洋よう菓が子しを出されれば紅茶かコーヒーを求めるだろう。

　だがその一方で、未知なる味の探求にも余念は無い。

　ハーブティーを試ためすなどまだまだ序の口だ。

　以前には、南米で飲まれるマテ茶やアフリカのルイボスティーなどの日本人にはあまりなじみのない品も嬉き々きとして試している。

　酒に関しても同じで、日本酒の名品を始め、ラム酒でもブランデーでもリキュールでも手に入る品は何でも呑のむのだ。

　こだわりを持つ反面、それに固こ執しつしないという、浩一郎の性格を如実に表しているだろう。

　まぁ、その中の半分くらいは、一度口を付けてそのまま棚たなに置かれたままになってしまい埃ほこりをかぶる結果になる事も少なくはないのだが、基本的に御み子こ柴しば浩一郎という男は、豪ごう放ほう磊らい落らくにして洒しや脱だつな男だった。

　しかし、そう言った浩一郎の性格を知らない鄭にとって、今の状態は正に罰ばつゲームと言える。

　もてなしとはすなわち、事前にどれだけ準備が出来るかという事なのだから。

（本当は屋敷に戻る方がいいのだが……）

　鄭の心にそんな思いが過ぎる。

　勿論、ここは劉大人の屋敷の庭に設置された東屋だ。日々の清せい掃そうもしっかりと行われており賓客と密談するには最適の場所ではあるだろう。

　とは言え、場所に問題はなくとも、鄭に大きな問題があった。

　何せ、今の鄭は全身汗まみれ。

　魔法瓶と共に準備していたタオルである程度ふき取りはしたが、それでも身に着けた服はぐっしょりと濡ぬれ、肌に張り付いている。

　鄭は体質的にそこまで体たい臭しゆうの強い方ではないと認にん識しきしているが、こればかりは自己評価の意味がないのも事実だろう。

　そんな状態で目上の人間と話をするのは正直に言ってあまり気乗りがしない。

　事実、浩一郎から話があると言われた鄭は屋敷まで戻る事を提案した。

　しかし、このまま東屋で少し話がしたいと言われれば、鄭の立場的に劉大人の賓客である浩一郎の要望を断るのは難しいだろう。

（しかし、話には聞いていたが……）

　自らもコップのハーブティーを啜ると、鄭は目の前に座すわる浩一郎へ視線を向ける。

　先ほどまで、鄭と浩一郎は確かに命のやり取りをしていたのだ。

　少なくとも、鄭はその覚かく悟ごで拳を繰り出した。

　だが、眼めの前で悠ゆう然ぜんとお茶の味を楽しむ浩一郎からは、そんな戦いの残のこり香がとも言うべき気配は微み塵じんも感じられない。

　まるで風の無い湖面の様な状態。

（まさに明鏡止水の域）

　幼子に拳を向けられても、本気で戦おうとする親はまず居ない。

　両者の間には絶対的な力の差が存在するのだから。

　鄭と浩一郎もまたそんな関係なのだろう。

（未だ到達者の境地へと至らない私では敵にはならないという事か……）

　到達者。

　それは、ギルドランクで言うところのレベル七。頭頂に存在するとされるサハスラーラと呼ばれる最後のチャクラを開いた者だ。

　それは、ヨーガで言うところで言えば聖人、あるいは悟りし者という事になる。

　勿論、この大地世界アースで言うところの生気プラーナやチャクラの概念は、地球にある仙せん道どうやヨーガに酷こく似じしては居るが、似て非なるものである可能性も無い訳ではない。

　少なくとも、宗教的な教義との関係性が皆かい無むなのは確かだ。

　しかし、吸収した生気の制御にヨーガや仙道の呼吸法や瞑めい想そうが有効である事もまた事実である。

　まぁ、どちらにせよ到達者と呼ばれる存在が、人間という種族の最高位に属する事だけは間違い様は無いと言えるだろう。

　その証拠に、西方大陸に割拠する諸国の何処にもレベル七に到達した者はただの一人として存在しない。

　それこそ、国王の愛あい妾しようの下着の色ですら探り当てる事のできる組織の密みつ偵ていが調べた上での結論だから、まず間違いはないだろう。

　もし仮にレベル七に到達した者が存在するという噂うわさが酒場の与よ太た話レベルで流れたとしても、組織はその情報の真しん偽ぎを確かめるためならどんな手段も辞さない。

　何せ、生気の吸収率の良い地球人だけで構成された組織全体を見回しても、レベル七に達した到達者は、長老衆の中でも劉大人を含めたわずか三人。

　組織の最大の敵である光神教団は未だに多くの謎を秘ひめており、その全戦力を把は握あくしている訳ではないが、それでも居て一人か二人。どれほど多く光神教団の戦力を見積もったとしても五指には満たない。

　そんな彼かれ等ら到とう達たつ者しやは、この大地世界において巨獣種とされる大型の獣に並ぶ圧あつ倒とう的てきな強者だ。

　勿論、剣けんで斬きられれば血を流すし、適切な手当てをしなければ出血多量で死に至るだろう。

　常人を遥かに超えた筋力や持久力を持つが、生気が切れればただの人に戻るのも確かだ。

　しかし、自分の体の無事を顧かえりみなければ、一国の軍隊とすら単身で渡わたり合える。

　一いつ騎き当とう千せんどころか、万ばん夫ぷ不ふ当とうという言葉でもまだ足りない。

　万の人間を殺し尽つくすのは難しいだろうが、万の軍勢を崩くずす事は可能だろう。

　彼等はこの大地世界の軍事バランスを握にぎる鍵かぎだ。

　では、御子柴浩一郎は到達者なのだろうか。

　それは、正解であると同時に不正解でもある。

（まぁ、それも当然か……この方は、到達者であると同時に、その先の領域へと足を踏み入れた数少ない存在。大地世界における神話上の英雄ですらも、ほんの一ひと握にぎりしか到達しえなかった超ちよ越うえ者つしやと呼ばれる存在なのだから）

　到達者が人間という種の限界であり頂点で有るならば、超越者は文字通り人を超えた存在。

　神というのは言い過ぎだとしても、仙せん人にんか超ちよう人じんに近いのは確かだろう。

　そんな、気持ちが鄭の心に湧わき上がってきた時、目の前で黙だまったままお茶を啜っていた浩一郎が口を開いた。

「誤解しているようだから言うが、中々に見事な一撃だった。気も良く練れていたし勁けいの伝達もスムーズだ。武術家としては既に熟練者の域と言っても良いだろうな」

　そう言うと、浩一郎は鄭に対して軽く右目を瞑つぶって見せる。

　実際、浩一郎にとっては、滅多に口にしないレベルの賛辞だ。

　孫の亮りよう真まが今の浩一郎を見れば、驚きで目を見張る事だろう。そして、熱でもあるのかと心配するレベルだ。

　それほどまでに、御子柴浩一郎という男の武術家に対しての評価は厳しい。

　しかし、そんな言葉に鄭は思わず苦笑いを浮かべて首を横に振る。

「ですが、意図も容易く防がれました……」

　その言葉の端に滲にじむのは、強い落らく胆たんと悔かい恨こんの想い。

　鄭は劉大人より【神しん槍そう】と呼ばれた李り書しよ文ぶんより続く系統の八はつ極きよく拳けんを受うけ継つぐ身だ。

　元々八極拳は剛拳で謳われた拳法であり、接近戦では無類の強さを持つ。

　清朝末期の中国で生を受けた李書文は、そんな八極拳の歴史の中でも特に突出した名声を誇る達人の名だ。

　彼は徹てつ底ていして日々の練功を重んじ、多くの技を身に付けるよりも、一つの技を必殺の領域にまで高める事を目指した。

　一説には、師から教わった槍そう術じゆつの技を見せかけだけの無む駄だだと断じて、破門寸前にまでなったという話まである。

　それは百年程前、今の様に、親の言葉に異議を挟はさむなど有り得ない事とされていた頃ころの話。そして、武術の師は自らの親と同然であると考えられた時代だ。

　余程の覚悟と信念がなければ出来ない事だろう。

　その所為せいか、李書文に関する逸いつ話わには、彼が武術家同士の果し合いで相手を一撃で撃うち殺ころしたという物が多い。

　そんな李書文に鄭は強い憧しよう憬けいの念を持って修練を積んで来たのだ。

　文字通り人生を捧ささげて練り上げた一撃。

　それを相手が幾ら超越者と呼ばれる化け物であったとはいえ、いとも容易く防がれたとなれば、気落ちして当然と言える。

　しかし、そんな鄭の様子に浩一郎は声を上げて笑った。

「何をお笑いで？」

　鄭の唇くちびるから低い鋼の様な声が零こぼれる。

　その両手が小刻みに震ふるえているのは、腹の底から湧き上がって来るマグマの様な怒いかりを必死で押おさえつけようとする表れか。

　幾ら相手が賓客でも、侮ぶ辱じよくは耐たえられない。

　もしここで浩一郎の態度に怒りを感じないのであれば、そんな人間は武術など捨てて田舎いなかにでも引っ込むべきだろう。

　憮ぶ然ぜんとした顔で浩一郎を睨にらむ鄭に、対して浩一郎はもう一度声を上げて笑う。

　そして、ひとしきり笑うと鄭に向かって頭を下げた。

「大変失礼した。鄭殿どのを侮辱するつもりはなかったのだが、あまりに仲ちゆう健けんの奴と同じ反応をするので可笑おかしくなってしまったのでね」

「劉大人と……ですか？」

「あぁ、親子関係と同じで、武術家の師と弟子は似ると言われるが、まさにそっくりだよ」

　そう言うと、浩一郎は昔を懐なつかしむように目を細めた。

　脳裏に、若き日の劉仲健と過ごした日々が過る。

　そして、おもむろに口を開いた。

「鄭さんは十分に強い。流石さすがは劉仲健の武術の粋すいを授さずけられた関門弟子だ。これならば組織の【猟りよう犬けん】で部隊長を務めてきたというのも頷うなずける……」

　そう言うと、浩一郎は優やさし気げな目を鄭へと向けた。

　その目には、親友が心血を注いで育て上げた武術家の成長を祝う気持ちが浮うかんでいる。

　少なくとも、劉仲健が撒まいた鄭という名の種は、芽を出し武の頂に向かってスクスクと育っているのは確かだろう。

「とは言え、課題もなくはないがね」

「課題……ですか？」

　浩一郎の言葉に鄭は首を傾かしげた。

「基き礎そ的てきな筋力を始め、勁の伝達は申し分ない。内功の練りも十分だ。そして何より、武法術による身体能力の強化を上手うまく制御しているのは恐おそるべき才能と言えるだろう。アレをまともに喰らえばただでは済まん」

　そう言うと、浩一郎は再びコップのお茶を一口啜り、鋭するどい視線を鄭へと向ける。

　その言葉に嘘うそはない。

　少なくとも、先ほど鄭の放った一撃をまともに喰らえば、浩一郎は間違いなく死ぬ。

　だから、武術の修練状じよう況きようを把握するという意味合いで言えば、鄭の攻撃は満点を貰もらえるだろう。

　しかし、今回問題となっているのは実戦的な視点。

　どれほど強力な一撃を繰り出せる達人であろうと、その一撃が敵に当たらなければ何の意味も持たないのだから。

「ただし、威力にこだわるあまり明勁の段階で止まってしまっている……それに、悪い意味でこの世界の常識に染まってしまっているな。虚きよ実じつを無視して初手から強ごう引いんな一撃をくりだし相手を強引にねじ伏ふせようというのはその典型だ。その上、己の拳を防げる人間などいないという過信がある。その証拠に、一撃を防がれた瞬間に鄭さんの体が驚おどろきで硬こう直ちよくしていた。まぁ、実際問題としてあの拳を防げるほどの手練れとなると、この大地世界全体を見ても相当に数は絞しぼられるだろうから、鄭さんだけが悪いという訳でもないんだろうがね」

　その言葉に、鄭は思わず身を縮める。

　実際、その指し摘てきは師である劉大人からも告げられていたからだ。

　勁とは大まかに言ってしまえば、力の発生手段と打だ撃げき面へと収束させる流れと言う理解で良いだろう。

　例えば、陳ちん氏太極拳で重視される纏てん絲し勁けいは体の捻りや捻じりと言った動作から勁を発生させる。

　また、心意六合拳などで重視される沈つん墜つい勁けいと呼ばれる勁の源は、身体の脱力から発生する重力落下だ。

　そう聞くと、何か超ちよう常じよう的な力の様に聞こえるのだが、いわゆる筋力から発生する力も中国武術的には勁という事になる。

　勁という力があるのではなく、力の流れや発生方法を昔の中国人が勁と名付けたという理解の方が分かりやすいか。

　つまり、物理や運動力学に基もとづいた、れっきとした物理法則だ。

　明勁はその力の発生がハッキリとした形で目に見える場合をいう。

　速度や移動距きよ離りが威力と比例している訳だ。

　暗勁はその先。

　自分の中の呼吸や心臓の脈みやく拍はくと言った外から見えない力を瞬しゆん時じに結合させて勁として用いると言えば分かりやすいだろうか。

　結果として、暗勁は距離による加速を重視しない。

　また、明勁と暗勁では勁の質も大きく変わって来る。

　鋭く重いが瞬しゆん間かん的てきである明勁に対して、暗勁は鈍にぶく断続的な力の伝わり方をする。

　また、速度や移動距離に威力が左右されないという事は、相手の意識をかく乱する事が出来るだろう。

　中国武術において明勁よりも暗勁を重視するというのも当然と言える。

　とは言え、明勁であれ暗勁であれ、目的は同じ。

　極きよく端たんな話、敵を殺せれば勁が明勁であろうと暗勁であろうと関係ない。

（鄭さんは才能がある。実戦経験も豊富だ。だが、だからこそ剛ごうに走りたくなる……しかし、今度の事で彼かれは取り戻すだろう……弱者であった頃に持っていた筈はずの、恐きよう怖ふと警けい戒かい心しんを……）

　結局、鄭の持つ最大の問題点は、彼の周囲に彼に並ぶ手練れが存在しないという事に他ほかならないだろう。

　自分を脅おびやかす敵がいないというのは、とても素す晴ばらしい事ではあるのだろう。

　だが、それは何いずれ過信となり慢まん心しんとなる。

　そして、一度根付いた慢心は容易に取り除く事は出来ない。

　最悪の場合、その慢心が鄭の心から取り除かれるのは、思わぬ強敵に出会い自分の命の火をかき消されてしまった後という事すらあり得る。

　だが、そう言った忠告というのは、本当の意味で相手に理解されることは少ない。

　性格や言い方によっては反発を招くだろうし、そうでなくとも聞き流されて終わりというのが大半だろう。

　知識や技術という物は、自分が必要性を感じて初めて身に付くもの。

　親や教師からしつこく注意されてしぶしぶ行う勉強と、特定の大学に進むという目標から自発的に行う勉強では、効率や習得率が替わって来るのと同じだ。

　そう言う意味から言えば、鄭は劉大人の指導に対して、正しくそして真ま面じ目めに取り組んできただろう。

　しかし、一撃必殺を重んじるばかりに、拳の威力にばかりこだわってきたのも事実だ。

　とはいえ、それは鄭だけが悪い訳ではない。

　速球だけで打ち取れると確信出来る相手に、投手が変化球は投げないのと同じ様に、単純な一撃で相手を殺せるのならば、その方が効率は良いのだから。

　しかし今、鄭の前に速球だけでは討うち取れない敵が目に見える形で現れた。

　それは、武人として乗のり越こえるべき壁が出来たという事。

　劉大人が浩一郎に求めたのは正にその壁としての役割だ。

「一度套とう路ろを見直してみると良いだろう。必ず道が見える筈だ」

　その瞬間、鄭は全すべてを悟った。

（まさか……これが？）

「もしや劉大人より？」

　その問いに、浩一郎は照れくさそうな表情を浮かべながら顎あごを指で掻かく。

「鄭さんは良い師を持たれたな」

　鄭の鼻の奥にツンとしたものがこみあげてくる。

　初めは、浩一郎のとった行動を強者の戯たわむれと思ったが、どうやら隠かくされた意図があったらしい。

　彼の視界が徐じよ々じよに鮮明さを失っていく。

　やがて肩かたを震わせていた鄭は袖そでで顔を拭ぬぐうと、その場に跪ひざまずくと額を石いし畳だたみへと打ち付けた。

　それは、劉大人の心が鄭に正しく伝わった証あかしだろう。

　そんな鄭の姿に、浩一郎は深く頷いて見せた。

（これならば問題はあるまい……それでは、今度はこちらの用向きを進めるとしよう）

　劉大人より頼たのまれた仕事を終え、浩一郎は自らの目的へと戻る。

「さて……それでは本題も終わった事だし、少し世間話でもどうかな？」

「世間話ですか？」

　地面から体を起こした鄭が不思議そうに顔を傾かしげた。

「うむ……今回あいつの頼みを引き受けたのは、道に迷う友人の愛まな弟で子しを導くという意味もあるが、儂わしが鄭さんと個人的に話したかったというのもあるのだよ」

　そう言うと、浩一郎は真しん剣けんな表情を浮うかべて鄭を見つめる。

　そのただならぬ雰ふん囲い気きに、鄭は顔を引ひき締しめた。

「それは……」

　そんな鄭に対して、浩一郎は深々と頭を下げた。

「済まんな。勿もち論ろん、仲健からある程度の話は聞いている。だが、どうしても仲健が口にしたくない事も有るようだし。客観性を保つという意味でもアイツの次期後こう継けい者しやである鄭さんの意見を聞いておきたいのさ」

　その言葉に鄭の目に刃の様な鋭さが宿る。

「成る程ほど、そういう世間話……ですか……」

　鄭てい孟もう徳とくは劉大人の側近にして弟で子しだが、実はもう一つの顔を持っている。

　それは組織における劉大人の後継者という顔。

　それはつまり、西方大陸中に根を張る組織の十二人いる首領ボス達の一人になるという事だ。

　もっとも、今の段階でその事を知るのは劉大人と鄭の二人のみ。

　表向きも、高こう齢れいである劉大人の補ほ佐さとして鄭が護衛を兼ねて仕えているという体てい裁さいをとっている。

　その最大の理由。

　それは、組織内での抗こう争そうを恐れての事だ。

　この大地世界に強制的に召しよう喚かんされた同じ被ひ害がい者しやとしてはあまり考えたくはないが、派は閥ばつの長を狙った暗殺の可能性も零ゼロという訳ではないのだから。

「分かりました。何でもお聞きください……ただ……」

　そう言って言葉を濁にごす鄭に、浩一郎はゆっくりと頷いた。

「そちらの立場は理解している。元は組織の一員であったとは言え、半世紀近くも前に死んだとされている人間に今いま更さら機密の全てを話せるはずもないしな……答えられない問いがあれば、そう言って断ってくれればそれ以上は問わない」

　元は幹部の一人であっても、やはり半世紀というブランクは長すぎる。

　組織の一員として迎むかえ入れるのは問題なくとも、いきなり最高幹部の一人として復帰させるのはあまりにも厳しいのが現実だった。

　勿論、浩一郎の持つ過去の功績や名声と、劉大人の賓客という立場を考こう慮りよすれば、強制的に問い答えさせるというのは可能だ。

　だが、それでは鄭を苦しい立ち位置へと追い込んでしまう可能性も出てくる。

　そう言った意味から言っても、今の浩一郎の言葉は絶対に必要と言えるだろう。

「ご配はい慮りよに感謝いたします」

　そう言うと、鄭は深々と頭を下げる。

　そんな鄭に軽く頷くと、浩一郎は先日劉大人と話した際に持った違い和わ感かんを口にした。

「仲健と話していた時に感じたのだが……どうやら組織は未いまだに一枚岩となり切れていない様だな？」

　浩一郎の言葉に、鄭は思わず顔を歪ゆがめる。

　正直に言って、しょっぱなから実に答えにくい質問をぶつけられてしまったのは確かだ。

　しかし、今更それを隠したところで意味はない。

「はい。お恥はずかしい事ですが……」

　苦く悶もんと羞しゆう恥ちに満ちた言葉。

　確かに、鄭の立場から見れば、自分の不ふ甲が斐いなさを責められた様に感じるのも当然と言える。

　例えるならば、部活のＯＢが不甲斐ない現げん役えきの学生に試合の結果を尋たずねる様な物か。

　だが、そんな鄭の言葉に浩一郎はゆっくりと顔を横に振った。

「いいや……あの頃ですらも、皆みなの意識を統一する事は出来なかった……当時と比べても格段に規模を拡大した今の状況ではそれはさらに困難だろう」

　組織とは大地世界に召喚された裏大地リアースの人間とその子孫達が、自らの権利と生存を守る為ために作り上げたものだ。

　端たん的てきに言ってしまえば地球人と言う括くくりによる互ご助じよ会かいと言えば理解しやすいだろうか。

　ただ、地球人という括りが大きい分、問題も多い。

　今現在で地球に存在する国の数は百九十六カ国。

　人口で言えば、最新の統計で戸こ籍せきが管理されているだけでも七十三億人。

　残念な事に、今だ戸籍制度がなかったり、管理がいい加減な国も存在するから、実際の数はそれ以上という事になる。

　召喚される対象者はその中からランダムに選ばれる事になる訳だ。

　そんな人々を地球人という括り以外で区別するならば、まず問題になるのは人種だろうか。

　白人、黒人、黄色人種にアラブ系。

　ハッキリとした外見上の特とく徴ちようを持つ分類だけでも四種類。

　これに顔立ちや骨格などの要素が加わる。

　髪かみの色や目の色まで細かく分ければ、外見的な要素の分類だけで何十通りに分かれるか予想もつかない。

　国別で考えれば二百近い数に分けられる事になるだろう。

　当然、その全ての国で経済力も治安も宗教も変わって来る。

　個人的な環かん境きようまでそう想定すれば、出身国の分類は発展途と上じよう国こくと呼ばれる国であっても、家自体は裕ゆう福ふくで外国に留学できる様な家庭の可能性も有るだろう。

　当然、その逆のパターンも。

　そんな雑多な人間達が大地世界という地じ獄ごくで生きる為に組織という枠わくに寄り集まった訳だ。

　当然、考え方も大きく異なる。

　歩んできた人生が各おの々おの違ちがう以上、それは致し方ない事だろうが、組織の舵かじ取とりを担になう立場としては非常に困った問題になる場合もあるのだ。

「仲健に聞いた話によると、組織は急進派に穏おん健けん派は、その他の三つに分かれているとか？」

　その問いに鄭は小さく頷く。

　今現在、組織の中には大まかに分けて三つの考え方が存在している。

　積極的に戦乱に介かい入にゆうする事で影響力を増し、この大地世界に変革を齎もたらそうとする急進的な考えと、戦乱への介入は最小限に留とどめ、現状を維い持じしながら、大地世界の人間との融ゆう和わを第一とする考え。そして、そのどちらにも属ぞくさない考えの三つだ。

　正直に言って、そのどれが正しいのか答えを知る人間は居ない。

　それは、融和を求める人間達のまとめ役である劉大人ですらも答えようのない問いだ。

　急進的な改革は確かに大きな反発を生み多大な犠ぎ牲せいを出す。

　だが、早さつ急きゆうに現状を変えなければ、この大地世界の持つ歪みにより多くの人間が地獄を見るのもまた明らかだ。

　急進的な変革か、時間を掛かけた温和な手段か。

　そのどちらが正しいかは、全てが終わって見なければ答えなどでない。

　ただ今の段階で問題なのは、十二人いる組織の長老達の間でも意見が分かれてしまっているという点だろう。

「成る程な……この世界の社会構造を積極的に変えていこうという事か……確かに、地球に戻れないとなればそうなるか……」

　この大地世界は地球人にとっては地獄にも等しい世界だ。

　何せ、社会構造から悪い意味であまりにも違い過ぎる。

　いや、この場合は良い悪いというより古すぎるという方が正しいのかもしれない。

　それこそ、戦国時代や江え戸ど時代の日本人であれば、まだ適応は可能であろうが、明治維い新しんから後の日本人では、この大地世界に適応するのはかなり難しいだろう。

　それは、多少の時間的ズレは有っても、地球の何処どこの国の人間であっても変わりはしない。

　ましてや、今は二十一世紀。

　自由と平等が一いつ般ぱん的てきになり、人権という概念が発達した世界に暮らす人間が、この大地世界の社会形態に馴な染じめる訳が無いのだ。

　だが、地球へと帰るという選せん択たく肢しがない以上、馴染めなくてもこの地獄で生きて行くしかない。

　となれば、取れる選択肢は限られてくる。

「確か、オルトメア帝てい国こくの建国に尽じん力りよくしたのは急進派と言う話だったかな？」

　浩一郎の問いに、鄭はゆっくりと口を開いた。

「その通りです。我々も組織として最大限の援えん助じよは続けていますが、主導権はあちらにあります。それ故ゆえに、今現在も急進派はオルトメア帝国の上層部に強い影えい響きよう力りよくを持っている状況です」

「儂が旧オルトメア王国に関係する情報で思い出せるのは、西方大陸中部で周辺国家からの侵しん略りやくに喘あえぐ弱小国という記き憶おくだけだ……当時はだれも彼の国を重要視などしては居なかったが……」

　その言葉に鄭は無言のまま頷く。

　実際、当時の情勢を知る人間ほど、今のオルトメア帝国の躍やく進しんには驚きを隠せない。

「あそこから三大強国と呼ばれるまでに発展するとは……急進派は大分つぎ込んだようだな」

　そう言うと、浩一郎は小さく鼻を鳴らす。

　実際、オルトメア帝国の前身である旧オルトメア王国は吹ふけば飛ぶような弱小国でしかなかった。

　国土は狭せまく、目立った特産品は皆無。

　産業と言えば、お決まりの農業に牧ぼく畜ちくなどの畜ちく産さん業ぎよう、強しいて上げるとすれば僅わずかばかりの鉄鉱山が存在した事くらいだろうか。

　自給自足こそできてはいたが、逆に言えばただそれだけの事。

　他国に輸出するほどの生産性はなく、逆に天災が発生すれば他国より輸入しなければ足りない程度の国力しか持てない国だ。

　唯ゆい一いつの利点と言えば、そんな貧弱な経済力と生産性しか持ちえない山さん岳がく国であるがゆえに、近きん隣りんの国々からの侵略に怯おびえずに済んだという点くらいだろうか。

　まぁ、周辺国の立場にしてみれば、そんな貧びん乏ぼう国を攻せめ落おとして併へい合ごうする手間を考えたら、他のもっとうまみのある国を狙ねらいたいというのが本音だろう。

　だが、国がそんな貧しい状況でありながらも、支配階級に属する人間達は己おのれの享きよう楽らくと繁はん栄えいの身を追い求める。

　貴族達は身分を笠かさに好き勝手な政治を行い、王族はそれを止めるどころか、自らが玉座に座る為に火に油を注ぐような状況だったのだ。

　それは、浩一郎がこの大地世界から消えた後、旧オルトメア王国が隣りん国ごくであるテーネ王国を占せん領りようするまでの間も変わりはしない。

　適切な処置をしていない病が時間と共に悪化するのと同じように、ゆっくりと旧オルトメア王国と言う国を蝕むしばんで行っただけだ。

　そんな状況下で、当時旧オルトメア王国の第三王子でしかなかったライオネル・アイゼンハイトがテーネ王国との戦争に打ち勝ち、領土を広げたのは西方大陸史における大いなる謎の一つなのだが、それも蓋ふたを開けてみれば拍ひよう子し抜ぬけしてしまう程につまらない答えだ。

　単に、それを可能とする強力な味方が旧オルトメア王国を後あと押おししていたというだけの話でしかないのだから。

　それこそ、英えい雄ゆうの叙じよ事じ詩しとしては興きよう醒ざめの部類だ。

　だが、当時の旧オルトメア王国が置かれた状況が並なみ大たい抵ていの苛か酷こくさではなかったのも確かだろう。

　当時の状況を考えれば、それこそ穴の空いた甕かめに水を注ぎ続ける様な物。

　それを、組織は穴から水が零れる以上の水を注ぎながら、空いた穴を一つ一つ丁てい寧ねいに埋うめていったのだろう。

　しかし、組織は当時も隔かく絶ぜつした資金力を持ってはいたが、それでも無限の財を持っている訳ではない。

　そこから考えても、当時の組織を主導していた人間達の並々ならぬ覚悟が見て取れる。

　ある意味、背はい水すいの陣じんの様な物か。

　ただ、当時は内部抗争によって衰おとろえた力を何とか回復させようと、組織全体が必死だった時期だ。

（仲健の奴やつが言っていた話だな……）

　逆召喚の儀ぎ式しきによって地球へ帰ろうと試みる帰き還かん推進派と、その理論の欠点を理解していた劉大人らが率いる反対派との抗争。

　帰還推進派による儀式の発動と、それを止めようとする反対派の武力行使。

　多くの仲間が己の正義を掲かかげて殺し合った。

　その挙句の果てに御子柴浩一郎とその部下達に起こった悲劇。

　結果として、帰還推進派は逆召喚の儀式とその根幹とも言うべき術式を禁呪指定とし封ふう印いんする事を正式に表明した。

　それはつまり、地球への帰還を諦あきらめると宣言したに等しい。

　そしてその決定を反対派は受け入れ両者は和解をしたのだ。

　というよりも、それ以外に選択肢がなかったという方が正しいだろうか。

　当時の情勢ではこれ以上の内部抗争は組織自体の崩ほう壊かいを意味していたのだから。

　勿論、反対派の中には帰還推進派を見せしめとして処しよ刑けいしようという意見もあった。

　だが、帰還推進派の行動は反対派に属する面々も理解は出来たのだ。

　彼かれ等らはあくまでも強制的にこの異世界へと連れてこられた被害者であり、元の世界に何としても帰りたいと考えるのは至し極ごく当然の事なのだから。

　しかし、組織に与あたえた傷きず跡あとの深さを考えれば、処刑という選択肢は避さけられないと考えるのは当然と言える。

　だが、それと同じように反対派の中には処刑に反対する人間も多く存在していた。

　彼等が、帰還推進派を助命したい理由は様々だ。

　人情的に帰還推進派の行動が理解出来るという点。

　今ここで帰還推進派を処刑して切り捨てた場合、単純計算でも組織の力が半分以下に落ち込んでしまうという点。

　そして、何よりも恐ろしかったのは、組織の仇きゆう敵てきである光神教団の存在だった。

　結果として、劉仲健とその仲間達は帰還推進派との和解を選び、共に組織の再建を誓ちかい合ったという訳だ。

　それが、結果として新たなる火種を組織に齎すとは知らずに。

（一いち概がいに甘い判断だとは言えないが……せめて監かん視し役やくを設けるなり意見交流の場を設けるなど、もう少し手の打ちようは有ったろうに……）

　浩一郎の唇から深いため息が零れる。

　浩一郎の親友である劉仲健が、大人という呼こ称しように相応ふさわしい度量の広い慈じ悲ひに溢あふれた男なのは確かだろう。

　組織を維持運営する能力にも長たけているのも確かだ。

　だが、その度量の広さ故に幾いく分ぶん脇わきの甘いところがある事もまた、否定出来ない事実である。

　端的に言えば、人の善意を信じすぎる傾けい向こうがあるのだ。

　勿論、それは一概には欠点とは言えない。

　猜さい疑ぎ心しんに凝こり固かたまり、人の善意を全く信じないという事に比べればはるかにマシだろう。

　とは言え、組織を導く立場の人間として問題があるのも事実。

　ただ、浩一郎がそばにいた時はそれでも問題はなかった。それとなくフォローしてやる事が出来たから。

　だが、浩一郎が次元の狭はざ間まへと飲み込まれてからは、そう言った劉大人の性質を理解し彼の欠点をフォローできる人間が居なかったのだろう。

　それが、今の穏健派、急進派、その他という派閥の壁かべになってしまっている。

「それで？　今、急進派を率いているのは誰だれだ」

　ついに浩一郎は自らが持つ最大の疑問を口にした。

　これは劉大人に聞いても、最後まで答えなかった問いだ。

（とは言え……アイツのあの顔を見れば答えを口にしていたようなものだがな……）

　苦悶と苦く悩のうに満ちた劉大人の顔が浩一郎の脳のう裏りに浮かぶ。

　正直に言えば、あまり聞きたくはない。

　しかし、今の状況を考えれば確かめないという訳にもいかないのだ。

　そんな浩一郎の言葉に、鄭は重い口を開いた。

「久世……久世昭光様です」

　鄭の答えを聞き、浩一郎は己の予想が正しかったことを理解した。

　そして、何故なぜ劉大人が言葉を濁したのかの理由も。

（そうか……やはり、そう言う事だったか……）

　全ての欠片かけらがあるべき場所へとはめ込まれていく感覚。

「成なる程な。やはりアイツはあの場から生き延びていたのか……」

　久世昭光という男は御子柴浩一郎にとって、劉仲健以上の友人だった。

　歳としも近く同じ日本人。その上、家伝の武術を伝える家いえ柄がらと二人の境きよう遇ぐうは実に良く似ていた。

　召喚された時期もほとんど同じであり、組織の保護下に置かれた経けい緯いも非常に似通っている。

　勿論、浩一郎には久世以外にも劉大人を始めとして多くの戦友と呼べる存在が居る。

　その誰の為であっても、浩一郎は己の命を投げ出す覚悟を持っていたのも事実だ。

　だが、たった一人戦友を選べと問われれば、浩一郎は迷う事なく久世昭光の名を上げた事だろう。

　浩一郎の数ある戦歴。

　その全てにおいて、久世という男は浩一郎と共に居た。

　組織の黎れい明めい期きにおいて、浩一郎は数あま多たの敵を屠ほふる最強の矛ほこであったのは事実だが、その傍かたわらには久世昭光という盾たての存在があったのだ。

　いや、より正確に言えば、矛と毒を塗ぬった短刀と言った方が正しいだろうか。

　ただ、どちらにせよ二人が組織に他と隔絶した戦果を齎していた事だけは事実だろう。

　しかし、二人の仲はある日を境に決定的な破局を迎える事となる。

　そう、浩一郎が地球へと帰還する事になった発ほつ端たん。

　組織が抱かかえる天才技術者であったアデリーナ・ベレズナヤが組み立てた逆召喚の術式を使用するかどうかを巡めぐって起きた対立によって。

（昭光……お前はこの世界が未だに許せないのだな……）

　浩一郎の脳裏に、久世昭光の憎ぞう悪おと苦悩に満ちた表情が浮かぶ。

　久世は浩一郎の知る中で最も地球への帰還を熱望していた人間だ。

　勿論、それは組織に属する全ての人間が多かれ少なかれ持ちえた感情なのは確かだ。

　ただし、久世の想おもいはそんな周囲とは少し意味合いが異なっていた。

　それは、単にこの大地世界という地獄を嫌けん悪おすると言った単純な感情からではない。

　久世にはどうしても日本に帰らなければならない明確な理由があったのだ。

　久世昭光という男は、京都府近きん郊こうに住む資産家の両親の間に長男として生まれた。

　厳格だが理知的な父親に、そんな父親を支える献けん身しん的てきな母親。

　そして、八つ年の離はなれた妹。

　幼少期から家伝の武術を伝授され、厳しい訓練を課せられはしたが、まずもって理想的と言える家庭だった。

　だが、理想的なものほど繊せん細さいで壊こわれる時は一いつ瞬しゆんだ。

　ある日、覚かくせい剤ざいの常用者だったある男が錯さく乱らんして、白昼の街中で十数人もの人間を手にしていた包丁で次々と手に掛けるという事件が起こったのだ。

　死者十名、重傷者七名というこの大だい惨さん事じは、新聞各社が紙面の一面トップで報道した事件であり、その犯行の残ざん忍にんさから半世紀以上過ぎた今でも浩一郎はしっかりと記憶している。

　そして、その死者の中に久世の両親の名があった。

　当時大学生だった久世は、両親を通とおり魔まに刺し殺さつされるという衝しよう撃げき的てきな形で失ったわけだ。

　それ以来、久世は妹の親代わりとなって共に暮らしてきた。

　まぁ、幸いにも家は裕福で経済状況が悪くなかった事だけは僥ぎよう倖こうと言えるだろうか。

　だが、経済的に恵めぐまれてはいたものの、その人生は決して平へい穏おんとは言えなかった。

　その理由は幾いくつかある。

　一つは、久世の両親が残した莫ばく大だいな財産を狙う親族の存在。

　普ふ段だんは年始の挨あい拶さつすら交かわさない様な疎そ遠えんだった親族が、事故によって両親を失った途と端たんにどっと押し寄よせ分け前を強請ゆする様になった事だ。

　まぁ、それでも当時大学生だった久世はそれなりに世慣れしていた。

　普ふ通つうの文学部の学生でしかなかったが、知人の伝手つてを頼たよりに弁護士を雇やとういう程度の知ち恵えは持っていたのだ。

　幸い、雇った弁護士は信用のおける人間だった事も有り、財産は無事に守られた。

　とは言え、それはあくまでも一時しのぎでしかない。

　諸悪の根源である親族達の存在が消え去った訳ではないのだ。

　久世が姿を消せば、彼等は再び久世家の財産に群がって来る。

　問題は、当時中学生だった明あき恵えがそんな親族達と渡り合えるかどうかという点だ。

　いや、仮に明恵が彼等と渡り合えるだけの強さを持っていたとしても、兄の立場としてはそれを黙って見過ごす事など出来る筈もない。

　だが、親族の心の無い仕打ちよりも更さらに久世が怒りを感じたのは、犯罪被害者の家族の心に塩を塗りこむ様なマスメディアという名のハイエナ共の存在だった。

　昼夜を問わない取材という名の自宅訪問。

　一番取材が激しかった時など、そこそこの敷しき地ち面積を誇ほこった久世家の屋や敷しきをぐるりと報ほう道どう陣じんに囲まれてしまい、出入りすら出来ない有様だったらしい。

　当然の事ながら、近所からは憐あわれみと好こう奇きの籠こもった視線を向けられ腫はれ物ものに触さわるかのように扱あつかわれる訳だ。

　そして、テレビの電源を入れれば、事情も分からないコメンテーターという名のやじ馬が、好き勝手なことを言い合って人目を引こうと鎬しのぎを削けずっている。

　浩一郎が久世から聞いた当時の状況の中で一番酷ひどい話となると、何処から聞きつけたのか久世家に家伝の武芸が存在した事を引き合いに出し、まるで殺された父親が犯人を捕ほ縛ばくできなかった事が悪いと言った趣しゆ旨しの発言をした人間も居たらしい。

　まぁ、流石さすがにその時は番組の司会者があまりに不適切なその発言を窘たしなめたらしいのだが、久世の立場としてみれば、一度耳に入ってしまった言葉を聞かなかった事には出来ない。

　今の時代であれば、マスメディアによる報道被ひ害がいとして大きく取り上げられるような事案だ。

　しかし、当時と情報化社会と呼ばれる現代とでは前提条件が違ちがい過ぎる。

　情報源と言えば、テレビか新聞が関の山。

　個人が情報を発信するなど夢のまた夢の話。

　ＳＮＳはおろかパソコンすらもないような時代だ。

　今の様に、ハッシュタグをつけて世の中に拡散するといった手法も使えはしない。

　当時では、報道被害を出したメディア側が自分で取り上げでもしない限り、問題視すらされないのが現実だった。

　結果として、当時の久世に出来たのは、ただじっと妹を守りながら嵐あらしが過ぎ去るのを待つだけだったようだ。

　しかし、その結果は最悪だった。

　元々あまり体が丈じよう夫ぶではなかった明恵が心労と周囲の心の無い対応から、体調を崩すようになったからだ。

　久世がこの大地世界に召喚された時点で、事件からは既すでに二年程時間が過ぎていた。

　その間に中学三年生となっていた明恵だが、一年の半分は入院というような生活をしていたらしい。

　そんな妹を持つ久世がどんな手段を用いてでも、日本へ帰りたいと考えるのは当然の事だと言えるだろう。

　実際、久世は組織に加入してから、暇ひまを見つけては帰還の方法を探し続けていた。

　多くの人間が、口では帰りたいと願いながらも、所しよ詮せんは夢と諦めていたなかで、久世だけが本気で日本への帰還を考えていたと言えるだろう。

　逆召喚の儀式とその基礎理論を構築したアデリーナ・ベレズナヤを組織に引き入れたのは久世だし、彼かの女じよの研究を最も強く後押しし続けたのも久世だ。

　そんな久世だからこそ、浩一郎が逆召喚の儀式に内在する危険性と問題点を指摘した際も、彼は帰還を諦める事が出来なかったのだ。

　そして、その願いが水すい泡ほうに帰した結果、久世に残されたのはこの大地世界への敵意と憎悪のみだったのだろう。

　問題は、その敵意と怒りがどちらの方向を向いているかだ。

　浩一郎には久世昭光へ絶対に伝えなければならない話がある。

　それが、意図しなかったとはいえ、日本へただ一人帰り着いた者が果たすべき義務だ。

「早急に久世と会わなければならないが……手配出来ないかね？」

「久世様にお会いになりたいと？」

　その言葉に、浩一郎は真剣な表情を浮かべて深く頷いた。

　しかし、そんな浩一郎に対して鄭はゆっくりと首を横に振ふった。

「何故だね？　急進派と穏健派は互たがいに反目しているとはいえ、少なくとも同じ組織の一員だ。ましてや劉の名を出せば面会くらい可能ではないのかね？　勿論、儂の名を出してくれてもいい。それでも無理かね？」

　しかし、そんな浩一郎の当然の疑問に、鄭は重たい口を開いた。

「確かに、幾ら反目しているとはいえ同じ組織の同どう胞ほうです。手紙でのやり取りであれば可能性はあります……ですが、御子柴様が直接お会いになるというのは些いささか……」

「どうしてもかね？」

「久世様は今、ほとんど表に出られる事はございません」

「急進派を率いる長老でありながら表に立たないと？」

　その言葉に、鄭は重々しく頷いた。

「はい。身辺に危機を感じておられるのか、それとも御ご病びよう気きなのかまでは不明ですが、部下達に対して下される命令は、菊きく川かわさんが久世様の名を使って出される場合がほとんどの様です」

　その言葉に浩一郎は首を傾げる。

「表に立たないか。確かに気になるが……はて……菊川……どこかで聞き覚えのある名だ」

　そう呟つぶやくと、浩一郎は両目を閉じ、記憶の海へと思考を向ける。

（菊川さん……そう、菊川さんと言えば儂が思い浮かぶのはあの菊川信しん也やの事だ……だが、あの方が生きているのならば、久世の補ほ佐さ役やくという事はない筈……組織の序列的にも不自然だし、第一あの二人は性格的に合わなかった筈だ。何か特別な事情でもあるのか？　それとも、この半世紀の間に立場が逆転したのか？）

　浩一郎が知る菊川信也と言う男は、久世や劉と同じ半世紀前の組織において共に幹部だった仲間の名前だ。

　その実力は、折り紙付き。

　特に武法術の運用に関しては組織の中でも一番の手て練だれだった男。

　ただ、年ねん齢れいは浩一郎よりもさらに上だ。

　勿論、組織は実力主義であり年功序列は存在しないが、それにしてもあれだけの男が補佐として久世を支えるというのはかなり不自然と言える人事だ。

（確か、仲健と同じくらいになる筈……いや、もう少し上だったか？）

　未だ衰えを見せぬ記き憶おく力りよくを誇る浩一郎には珍めずらしい頼りなさだ。

　しかし、それはある意味いたし方のない事だろう。

　何せ、当時は相手の年齢を気にしていられるような甘あまい環境ではない。

　自分の年齢など、日々の戦せん闘とうの中で時折訪おとずれる休息時間に、時間つぶしとして少しばかり話す程度の話題でしかないのだ。

　ただ、菊川の年齢がどうであれ、久世の補佐役を務める事だけは無いと断言出来るだろう。

「鄭さんが言っていた菊川さんとは、菊川信也殿どのの事かね？」

　しかし、浩一郎の問いに鄭は首を横に振った。

　そして、鄭は自らの言葉が足りなかった事を謝罪すると共に、残ざん酷こくな事実を浩一郎へと告げる。

「失礼いたしました。言葉足らずで申し訳ございません。菊川信也様は二十年も前に亡なくなられています。今お伝えしたのはその息子むすこである敦あつ也やさんの事です」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、己が大地世界より帰還してから今日まで流れた時間の長さとそれが持つ意味を思い知らされ、浩一郎の口から思わず大きなため息が零こぼれる。

「あぁ……そう言う事か……」

　半世紀。数字にすれば五十年。子が生まれ、子に孫が出来ていたとしても不思議ではない時間と言えるだろう。

　それこそ、その事を真っ先に思い浮かべなかった浩一郎の方が不自然なのだ。

（アイツに会うまでは、覚かく悟ごしていたつもりだったのだがな……）

　親友である劉仲健が生きていた事から今まで忘れていたが、当時の戦友達が全員生きている筈が無いし、それは浩一郎も理解していた事だ。

（こんな当たり前の事を忘れるとは、それだけアイツとの再会が大きかったという事か……）

「それでは、菊川の跡あと目めを息子が継ついだという事かね？」

「今は帝国の首都である帝てい都とオルトメアを拠きよ点てんに、表向きはギルド系列の商会で商会長をしながら帝国内の諜ちよう報ほうを一手に取り仕切っている筈です」

　その言葉に、浩一郎の右眉がピクリと動いた。

「ほう……あの菊川さんの息子が諜報の元もと締じめか……」

　予想外とも言うべき言葉に浩一郎は楽し気な声を上げる。

　少なくとも、浩一郎の知る菊川信也という男は、当時の組織の中でも屈くつ指しの武ぶ闘とう派はだった。

　それも、単に好戦的というのではなく、自らが嬉き々きとして最前線に飛び込んでいくような男だった筈だ。

　水すい滸こ伝でんに出てくる英雄の一人である黒こく旋せん風ぷう李り逵きの様に、愛用の二丁斧おのを振り回しながら野や獣じゆうの様な雄おたけびと共に敵てき陣じんを切きり裂さいていく姿は正に鬼おにという言葉が相応ふさわしいだろう。

　無論、菊川信也の方は李逵の様に、誤って子供を絞しめ殺ころすといった様な迂う闊かつさや野や蛮ばんさとは無む縁えんの男だ。

　実際、幾つかの戦では一軍を率いて将を務め上げて勝利を掴つかむだけの、知恵も冷静さも持ち合わせている。

　まぁ、本人自身は、愛用の斧が使えないとひどくぼやいていたものだが。

　李逵が本能のままに暴れる殺さつ戮りくの風なら、菊川信也は完全な理性と鉄の意志によってもたらされる人間裁断機シユレツダーと言ったところだろうか。

　とは言え、諜報活動などの裏方には向かない性格だった事だけは断言出来るだろう。

（まぁ、子が絶対に親に似るとは言い切れないのは確かだ……とは言え、あの方の息子が諜報の元締めとは……）

　子は親を写す鏡という言葉がある様に、基本的に親子は正確であれ顔つきであれ似る物だ。

　だが、世の中には不思議と性格が正反対とも言える親子が存在したり、実子でありながら顔つきが異なる家族が存在するのは、人の世の不思議と言う奴だろう。

「となると、菊川さんの息子は鄭さんと同じ補佐役という事かな？」

　まぁ、今までの話を総合すればそう言う結論になるのは当然の事と言えるだろう。

　何せ、久世の年齢から考えても、如何いかに武法術による身体強化の影えい響きようで、寿じゆ命みようが常人よりも長いとはいえ、そろそろ冥めい土どからのお迎えを意識しないわけにはいかない。

　ましてや、今の久世は西方大陸の裏を支配する組織の長の一人。

　当然、自分の後継者を準備しなければならない。

　そうなると、一番自然なのは自分の名を使わせているという菊川敦也という事になるだろう。

　だが、次に鄭の口から零れた言葉に、浩一郎は再び首を傾かしげた。

「はい、少なくとも表向きは……」

　実に煮にえ切らない言い回し。

　何よりも、鄭の目には当とう惑わくの色がありありと浮うかんでいる。

　そんな鄭の態度に浩一郎は再び問いかけた。




　鄭とのちょっとした深夜の密会を終えた浩一郎は、その足で劉大人の屋敷へと戻もどると、そのまま部屋の主が使う寝しん室しつの扉とびらを叩たたいた。

　既に太陽は東の空から姿を現している。

　時刻にして早朝の六時を少し過ぎたくらいだろうか。

　とは言え、知人を訪問するのに適した時間かと問われれば首を横に振るしかないだろう。

　だが、こんなぶしつけな行動をとった浩一郎を劉大人は自ら寝室の扉を開けてやり、鷹おう揚ように迎え入れた。

「そうかね……鄭からそこまで聞いたかね」

　浩一郎が鄭から聞いた話をかいつまんで伝えると、劉大人は大きなため息を一つついた。

「まずは心から謝罪させて貰もらおう。本来であれば先日問われた時に私の口から話すべき事こと柄がらだった。組織を託たくされた者として無責任だったと思う……済まなかった」

　そう言うと、劉大人は椅い子すから立ち上がると、深々と腰こしを折る。

　それは、劉仲健という男が出来る最大限の謝罪。

　そこにはどれほどの悔かい恨こんが込められているのだろうか。

　しかし、そんな劉大人の態度を見て、浩一郎は鼻で笑って見せた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。今さら何を言っているんだ？」

「浩一郎？」

　そんな親友の態度と言葉に、劉大人は訝いぶかし気げな表情を浮かべながら下げていた頭を上げた。

「仲健が何を謝あやまりたいのか分からない訳じゃない。お前さんの口から言い難にくかった理由も分かっている。だが、そいつは少し気にし過ぎだ。儂は所詮過去の遺物に過ぎない。少なくとも、あの日、儂がこの大地世界から姿を消したその日から、儂は組織の一員ではなく、ただの部外者になってしまったんだ」

　そう言うと、浩一郎は劉大人の右みぎ肩かたに優やさしく掌てのひらを置いた。

「そんな、部外者に仲健が誤る必要なんかない。お前さんはその場その場で最善を尽つくしてきたんだ。久世達たちを助命して組織の再建に取り組んだのは間ま違ちがいじゃない。あのまま、帰還推進派を全部切り捨てれば組織の力は半減していた。俺おれ達たちの中にも、連中の心情を思いやるべきだという声は大きかったからな。処刑にこだわれば、その事で組織が割れた可能性もある。そうなれば、回復には更なる年月が必要になった筈はずだ」

　そんな浩一郎の言葉に、劉大人の視界が歪む。

「浩一郎……」

　劉大人はこの五十年もの間、ずっとある不安を感じていた。

　自分の下してきた決断が本当に正しかったのかという問いだ。

　そして、その不安は事あるごとに顔を出す。

　実際、劉仲健という男は組織の長の一人として五十年もの間、ひたすら組織の再建と発展に尽くしてきた。

　しかし、事ある毎ごとに思うのは、五十年前に次元の狭間へと消えた親友ならばどうしたかという愚ぐにも付かない問いかけだった。

　それは、本来であれば組織の長になるべき人間が自分ではなかったという事に起因しているだろう。

　実際、当時の長おさ達たちは劉大人に対して、将来的に浩一郎を後継者の一人として考えているとハッキリ口にしている。

　まぁ、浩一郎が上げた実績を考えればその判断は当然と言えるだろう。

　潜くぐり抜ぬけた修しゆ羅ら場ばの数もそうだが、何よりも御子柴浩一郎には人を引き付ける何かがある。

　帰還推進派による暴走さえなければ、今いま頃ごろ浩一郎は組織の長の一人としてその手しゆ腕わんをいかんなく発揮していた筈だ。

「それで……お前は久世に直接会いたいという話だったな？」

　若じやつ干かん瞼まぶたを腫はらした劉大人は、軽くハンカチで顔を拭ふくと、対面の椅子に座すわる浩一郎へ視線を向けた。

　その問いに、浩一郎は小さく頷うなずく。

「やはり難しいか？」

「不可能……とは言わない。だが、今直すぐという訳にはいかないだろうな……」

　派閥として分かれているとはいえ、劉と久世は同じ組織の長老。

　だから、手紙のやり取りは可能だろう。

　しかし、どうしても組織の人間の手を何人も中ちゆう継けいする必要が出てくる。

　ましてや、今の久世は表おもて舞ぶ台たいにほとんど出てこない半隠居の様な状態で、何処を拠点にしているのかは不明だ。

　連れん絡らくを取るとしても、相当な日数が掛かるだろう。

　それは浩一郎の話を手紙に書いたところで変わらない。

　いや、書いた方が逆に時間が掛かる。

　何せ、浩一郎は組織にとって既に過去の人。

　つまり死んだ人間だ。

　現代社会でも、死亡届が受理された人間が実は生きていたという事が無い訳ではない。

　だが、死者から生者に変わるには裁判を行い、行政の手続きを取り消して貰うという、めんどくさい工程を挟はさまなければならない。

　それと同じだ。

　いや、信義を疑われて事実の裏取りに時間が掛かるくらいならばまだマシだ。

　最悪、謀ぼう略りやくと取られて無用な血が流れる事態にもなりかねない。

　何せ、次元の狭間に消えた人間が五十年という時を超えて戻ってきたという話を直ぐに信じろと言う方が無理な話だ。

　まぁ、劉大人の様に本人へと直接情報が上がってくれば状じよう況きようは変わるだろうが、それはあくまでも運が良かっただけの事。

　今回は中々に難しいだろう。

「確実なのは、年に一度催もよおされる総会の場か？」

「そう言う事になるだろうな……」

　浩一郎の問いに、劉大人は小さく頷く。

　総会。

　西方大陸の裏を支配する組織の幹部達が集まる集会の事だ。

　これには、幹部と長の全すべてが出席する事になる。

　その上、これには余よ程ほどの理由がなければ欠席は認められない。

　それこそ、担当区域で戦争が起きて手が離せないとか、本人が余命いくばくもなく身動きが取れない場合などのみだ。

　つまり、普段は表舞台に顔を出さない久世もこの日ばかりは必ず姿を現す。

　実際、劉大人は先年の総会で久世と話をし、盃さかずきを酌くみ交わしている。

「しばらく時間があるな……」

「あぁ……だが、今年は運がいい事にローゼリア王国の隣国で開かい催さいの予定だ。姪めい御ごさんの救出や孫との再会にも丁度いいだろう」

　組織には現在、十二人の長老と呼ばれる首領達が存在している。

　総会の開かい催さい地ちはその長老達の持ち回りとなっており、一年毎に開催地が替かわるという寸法だ。

「ならば、猶なお更さら都合がいいか……」

「そう言う事だな……ただ、久世に会う前に、幾つか懸け念ねん点を話しておきたい」

　浩一郎の言葉に頷くと、劉大人は鋭するどい視線を受けた。

「話は鄭から聞いているな？」

　主語はない。

　だが、浩一郎は直ぐにそれが何を指すか理解した。

「須す藤どう秋あき武たけ……という男か？」

　その言葉に、劉大人が重々しく頷く。

「あの男の組織での位階はさほど高くはない。上級幹部の一人ではあるが、表向きはそこまでではない……ただ、あの男には色々と不可解な部分が存在している。特にお前さんの孫に対しの行動はかなり……な」

「確かに……鄭さんからも話は聞いたが、腑ふに落ちない点がある」

　浩一郎が鄭から聞いた話では、元々須藤秋武という人物にはかなり謎なぞがある。

　組織での地位は久世の補佐役と目されている菊川より下だが、その権力はかなり大きいらしい。

　それこそ、実働部隊に対する権限という意味では、菊川よりも上に来ている。

　組織の誇る実働部隊である【猟りよう犬けん】ですらも、長である久世の事後承しよう認にんを取るという形で直ぐに動かせるというのだから大したものだ。

　また、謀略の才に長け、急進派が進める策さく謀ぼうの殆ほとんどが彼かれの計画と立案。

　現在組織が進めている、オルトメア帝国における工作活動の主導権を持っているのも須藤だ。

　しかし、それらの功績を組織に報告して昇しよう進しんしようという意志はないらしい。

　特にそれが顕けん著ちよにみられるのが、御子柴亮真に対しての対応だ。

　召しよう喚かん直後にオルトメア帝国の宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであったガイエス・ウークランドを殺害して逃とう亡ぼう。

　それだけでも、ガイエスと介かいしてオルトメア帝国の諜報部隊を操作していた須藤にとっては問題だった筈だ。

　しかも、その後はローゼリア王国の内乱に予想もしなかった形で介入され、結果的にローゼリア王国の国内治安を乱すという謀略は中ちゆう途と半はん端ぱな形で終わってしまっている。

　そして、今度のザルーダ王国侵しん攻こう戦せんでは、少数部隊を率いて国境の山脈地帯を超こえ、補給基地であったノティス砦とりでを破は壊かいされ、遠えん征せい軍ぐんを撤てつ退たいにまで追い込まれた。

　流石にここまで自分の策を邪じや魔まされれば怒いかりで我を失いそうになると思うのだが、先日届けられた報告書を見ても、そんな感情は微み塵じんも感じられないのだ。

（儂わしの名前を知っているのか？）

　可能性として幾つか考えられるだろう。

　一つは、須藤秋武が浩一郎を知っており、御子柴という特とく徴ちよう的てきな姓せいから血けつ縁えん関係を疑って亮真に対して手加減をしている場合だ。

　まぁ、可能性の一つとしては有り得るだろう。

　確かに、浩一郎は組織の黎明期を支えた武人だ。

　未いまだに、その名前が組織内で伝説として語られているのも事実ではある。

　だが、幾ら偉い人じんの血けつ縁えん者しやとは言え、そこまでの損害を許容出来るだろうか？

　その上、須藤は亮真に対してその事を確かく認にんしてすらいない。

　もし、御子柴浩一郎との関係性を気にしているのであれば、ローゼリア王国の内乱時に直接顔を合わせた際にでも聞けば済んだ話なのに、それをしなかったのは何故か。

　そうなると、残るのはもう一つの可能性。

　つまり、亮真が介かい入にゆうした方が須藤にとって都合がいいという解かい釈しやくだ。

　だが、それはかなり現実離れした回答と言えるだろう。

　少なくとも、組織が被こうむった被害は運営や存続に直接影響が出る様な致ち命めい傷しようではない。

　だが、それでも笑って済ませるレベルでは収まらないのが現実だ。

　何せ、亮真の介入によって須藤が当初計画していた策謀は大きな修正を強いられている。

　幸いな事に、問題が起こる度に須藤が軌き道どう修正を行い上手うまく取とり繕つくろえているようだ。

　だが、それも何時いつまで続くかは不明。

　そうなると、普通に考えれば不確定要素の排はい除じよに動くのが当然と言えるだろう。

　ましてや、須藤には【猟犬】を動かす権限がある。

　確かにたかが若造の一人を始末するのに、大げさすぎる対応なのは事実だろうが、亮真が組織に齎もたらした損害を考えれば、彼の活かつ躍やくに対して微笑ほほえましさを感じていた劉大人であっても、表立っては庇かばい難いだろう。

　それこそ、仮に急進派から御子柴亮真の暗殺命令が出た場合、それを止めるには組織への加入と今後の功績で相そう殺さいさせるという形で治めるしかない。

　それだけの事を御子柴亮真という青年は行ったのだ。

　だが、現実はどうか。

　須藤から送られてきた報告書では、そう言った脅きよう威いの部分に関してはかなりぼかされている。

　それどころか、逆に御子柴亮真という男の行動を積極的に支し援えんするようなことまで示し唆さされているのだ。

（可能性としては、二つ。組織の駒こまとして操あやつる自信があるか、それともこの西方大陸に混乱を巻き起こしたいかのどちらか……どちらにせよ、確かめない訳にはいかないか）

　前者であれば大きな問題はない。

　しかし、後者であるとすれば、それは組織にとって大きな問題となる。

　少なくとも、無む秩ちつ序じよな戦乱は組織の運営にとっても悪手なのだ。

「やはり、須藤とも一度話した方が良いだろう……な」

　そう言うと浩一郎は小さくため息をついた。

「分かった……それに関しては菊川の方へ話を付けておく。須藤は今、ザルーダ王国遠えん征せいの報告を皇こう帝ていに行う為ため、帝都オルトメアに向かっている筈だが、本来ローゼリア王国で諜報活動を指揮しているから、そこで会う事は可能だろう」

「飛鳥あすかの事といい、色々と面めん倒どう事を頼たのんでしまったな……」

　そんな浩一郎の謝罪に、劉大人はにこやかな笑えみを浮かべる。

「気にするな浩一郎。私も鄭の導き役を頼んだし、お前の姪御ならば私にとっても姪御だ。当然、お前の孫は私の孫。身内の為の面倒事なら苦労とは思わぬよ……」

　そう言うと、劉大人は腰かけていた椅子から立ち上がると、ベッドの前に置かれた棚たなの扉を開ける。

「朝から酒か？　あと三十分もすれば朝食だろう……」

　取り出された壺つぼに書かれていた漢字を読み取ると、浩一郎は呆あきれた様な声で苦笑いを浮かべる。

　しかし、そんな浩一郎の言葉を聞いても、劉大人は気にする様子もなく壺の封ふうを解いた。

　紹しよう興こう酒しゆの豊かな香かおりが部屋中に満ちる。

「まぁ、そう言うな浩一郎。頼み事の駄だ賃ちんという事で黙だまって付き合え」

　そう言いながら、劉大人は静かに壺の酒を盃へと注いでいく。




　その日、鄭が朝食の準備を終えたと知らせに来るまでの間、二人は無言のまま盃を酌み交わし続けた。

　数すう奇きなる星に導かれ、五十年ぶりに交わった運命と、その時の流れに埋もれていった仲間達へ捧ささげるかのように。







第二章　ユリアヌス一世の忠告







　その夜、御み子こ柴しば亮りよう真まはザルーダ王国の首都ペリフェリアに佇たたずむ王城の一室に居た。

　この城の主であるザルーダ国王ユリアヌス一世に内密の話があると、突とつ然ぜん訳も告げられずに呼び出されたからだ。

　此こ処こは、王城の中でも特に人気のない一角。

　案内役のメイドも亮真をこの部屋に通すと直ぐにその姿を消した。

　部屋の外にも警備の兵士が立ち番をしている。

　姿は見えないが、刺さす様な張はり詰つめた空気を感じるところから、影かげ護衛に特化したかなりの手練れが部屋の周囲を固めているのも確かだ。

　実際、今回の呼び出しに際して、使いは御子柴亮真ただ一人を指名した。

　つまり、ローラやサーラと言った側近たちの立ち合いは無しという事だ。

　正直に言えば、今回の呼び出しに心当たりがない訳ではない。

　ただ、その心当たりが目的であれば、此処までの厳重な警備は必要ないだろう。

　余程に人目をはばかる内容らしい。

　ただし、時間厳守と言われていた割には、十分近く過ぎても未だに当の本人が姿を現さないのはどうした事だろうか。

（いったいなんだって言うんだ？　ここまで厳重な警けい戒かいをするとなると……）

　卓たくの上に置かれた水差しからコップに水を注ぐと、亮真は軽く唇くちびるを付けた。

　現状、一番可能性が有りそうなのは亮真の暗殺だ。

　確かに、ルピス女王が内乱終結後に、亮真の智ち謀ぼうを恐おそれた様に、ユリアヌスもまた亮真の存在を恐れたという可能性は捨てきれないだろう。

　いわゆる、狡こう兎と死して走そう狗く烹にらると言う奴やつだ。

　とは言え、亮真自身はその可能性が低いと判断している。

　そもそもとして、ルピスとユリアヌス一世では立場が違う。

（この水を見た限り、敵意はなさそうだが……）

　喉のど元もとを滑すべり落おちていく心ここ地ちよい感かん触しよくに目を細めながら、亮真は思考を進める。

　たかが水だ。

　だが、何気なく置かれた水から読み取れる情報は多い。

　水差しの水はレモンに似た柑かん橘きつ系けいの果か汁じゆうを混ぜた物で、氷のおかげかよく冷えていた。

　確かに細やかな心配りのされた品と言えるだろう。

　とは言え、所詮は水だ。

　生ぬるい水を飲まされるよりはましだが、本来であれば格別感心するような品物でもない。

　だが、それはあくまでも地球での生活を基準にした場合の話。

　特に、冷れい凍とう庫こが存在しない大地世界アースで、氷というのはかなり貴重で高価だ。

　何せ冬に降った雪を氷室で保存する以外の方法と言えば、文法術による氷の製造くらいしか方法が無いのだから。

　しかし、身体強化が主である武ぶ法ほう術じゆつ師しはともかくとして、文法術を使う事の出来る術者となるとかなり数が限られてくるのが現状だ。

　何せ、文法術師には高い教養と知性が求められる。

　そして、その知識を養うには有能な師を招き、多くの文ぶん献けんを読みこなさなければならない。

　当然の事ながら、読み書きが出来なければ文法術師になる事など出来はしないだろう。

　だから、文法術師は基本的に裕ゆう福ふくである事が必然とされている。

　単に敵を殺して生気プラーナを奪うばい、チャクラを回せば済むという物ではないのだ。

　それに、遠えん距きよ離りからの文法術で敵を倒たおした場合、生気の吸収率が通常の半分以下にまで落ち込んでしまう。

　文法術師は成長のしにくい職業と言えるだろう。

　まぁ、それでも遠距離からの攻こう撃げきが有効なのは事実だ。

　その証しよう拠こに腕うで利ききとされる傭よう兵へいや冒ぼう険けん者しやの中には、文法術師とまではいかずとも、一つ二つ下位の文法術を会え得とくしている人間も居るし、そう言った手練れは周囲から一目も二目も置かれている。

　事実、リオネの率いる傭兵団【紅べに獅じ子し】が腕利きと目されているのも、団員の多くが文法術を使えるという点が大きい。

　だから、大陸各地で覇は権けんを競きそう国々は騎き士し達たちの多くが遠えん距きよ離り攻こう撃げきを卑ひ怯きようと忌いみ嫌きらう中で、文法術師の育成に熱心だ。

　国防という国家の大事から考えれば、騎士達が持つ固定概がい念ねんなど取るに足らないという事だろう。

　まぁ、それはある意味当然だ。

　大地世界の歴史に伝わる偉い大だいな文法術師の中には、一軍をも単身で滅ほろぼしたとされる存在が居るのだから。

　だから、ザルーダ王国にも何人か宮廷法術師として仕官して居る人間がいる。

　だが、彼かれ等らは基本的に貴族階級。

　それは、仮にその術者が平民出身であったとしても変わらない。

　宮廷法術師として登用された段階で、平民だろうと奴ど隷れいだろうと爵しやく位いを受ける事になる。

　それだけ文法術師は優ゆう遇ぐうされているという事だ。

　まぁ、実際に平民から宮廷法術師になる程の凄すご腕うではまず生まれないのだが。

（サイコロ大に大きさと形が統一されているところを見ると、どうやら文法術師が作った品らしいな）

　コップの中で踊おどる氷に目を細めながら、亮真は水差しの横に置かれた焼き菓が子しを手に取り、一口齧る。

（甘い……な）

　はっきり言えば砂糖の塊かたまりの様な品。

　それこそ、世界の名店と呼ばれる様な店の品を身近にして育った亮真の味覚からすると、かなり甘い田舎いなか臭くさい洗練されていない味だ。

　俗ぞくに言うところの野や暮ぼったい味とでもいうのだろうか。

　正直な感想を言えば、一口で十分な味だ。

　しかし、そんな感想を持つのも亮真が日本人であるからこそ。

　甘いものと言えば、果物や乾かん燥そう果実などか蜂はち蜜みつを使った品が主流である大地世界において、砂糖菓子はかなり高価だ。

　正直に言って、一いつ般ぱんの庶しよ民みんではまず口に入る事は無い。

　それは、亮真が買い取った奴隷の子供達に軍事訓練を行う際、褒ほう美びとして飴あめ玉だまを提供した事からも分かるだろう。

　何せ、値段もさる事ながら、流通量が極きわめて限られている。

　亮真が子供達に与あたえた品は、それこそ日本の基準で考えれば一個十円か二十円と言った程度の品でしかない。

　しかし、この大地世界では値あたい千せん金きんとも言うべき価値がある訳だ。

　そう言う観点からすると、この砂糖の塊のような菓子が持つ意味合いも変わって来る。

　確かに、自らの権けん威いを誇こ示じするという側面もあるだろうが、客に対してのもてなしとしては最上級と言って良いだろう。

　とは言え、亮真が知る大地世界の常識から考えると少しばかり変則的なのは否いなめない。

　午後のお茶会に御ご招しよう待たいといった形でもない限り、基本的に大地世界では食事と酒でもてなすのが普通だ。

（態わざ々わざこんな品を用意したって事は、酒の類たぐいを避さけたって事だろうな……だが、ユリアヌスの爺じい様さまが下戸という話は聞いたことがない。となると、判断力の低下を嫌ったか？）

　そんなことを考えていると、不意に扉が叩かれる。

「よろしいかな？」

　聞こえて来た声から察するに、どうやらグラハルトが護衛役として付いてきたらしい。

（こっちの護衛は同行する事を断ったくせに、自分は護衛付きか……相当に微び妙みような話題ってことだろうな）

　確かに、亮真はローゼリア王国から派は遣けんされてきた援えん軍ぐんの将でしかなく、ユリアヌス一世はザルーダ王国の国王だ。

　立場が違うと言えばそれまでだが、亮真の見たところ理由はそれだけではないらしい。

「どうぞ」

　その言葉と共に、扉がゆっくりと開いていく。

「こちらから呼びたてておきながら遅おくれるなど失礼した。どうしても後回しにできない案件が飛び込んで来たのでその処理に手間取ってしまったのだ。許されよ」

　そう言って詫わびるユリアヌスへ亮真は無言のまま頷く。

　まぁ、大地世界の常識から考えれば傲ごう岸がん不ふ遜そんともいえる態度だが、そこはご愛あい嬌きようと言ったところか。

　実際、ユリアヌスの横に立つグラハルトもそんな亮真の態度を咎とがめようとはしなかった。

「さて、それではグラハルト……席を外しておくれ」

　ユリアヌスの言葉にグラハルトは無言のまま礼をすると、背を向けて部屋を出て行った。

「よろしかったのですか？」

　ユリアヌスはザルーダ王国の国王だ。

　此処が如何に自らの居城であるとはいえ、そんな立場の人間が護衛を身辺から外すのは通常であれば考えられない。

　だが、そんな亮真の問いにユリアヌスはゆっくりと首を横に振った。

「気にされる事は無い。こちらも御子柴殿どのお一人でと言った以上、私もそうするべきだと考えただけの事」

　相手に頼んだ以上、自らも同じ事を成す。

　確かに道理だ。

　だが、国王という立場を考えれば、それがどれほどの覚悟に満ちた行こう為いか、今いま更さら言うまでもないだろう。

（大した爺様だ……）

　実際、周辺諸国からは凡ぼん庸ようと見られていたユリアヌス一世だが、亮真の見たところでは、かなりの狸たぬき親おや父じだ。

　数十年もの間、貴族の独立心が強いザルーダ王国をまがりなりにもまとめ上げて来たのも、この手腕あっての事だろう。

「さて、立ち話もなんだ……」

　そう言うと、ユリアヌスは静かに亮真の対面に置かれたソファーへと腰を下ろす。

「さて、まずは謝罪とお礼の言葉を伝えなければならんな」

　そう言うとユリアヌスは、亮真に向かって頭を下げた。

　恐らく、この為に態々警護役であるグラハルトまで退出させたのだろう。

　確かに、これを人の目に触ふれさせるわけにはいかない。

「貴公のおかげで我わが国くには生き延びる事が出来た。まずそれに関して、我が国に暮らす民の全てを代表して感謝の意を表したい。ありがとう……そして、決死の覚悟でノティス砦を攻こう略りやくし、オルトメア帝てい国こく軍の補給路を断ったというのに、勝手に停戦をしてしまった事を詫びたい。済まなかった」

　それは、一国の王が他国の将に対して出来る最大の謝罪と感謝だ。

「陛下……」

　そのあまりの行動に、亮真は思わず言葉を失った。

　そして、慌あわててユリアヌスへ頭を上げる様に促うながす。

　如何に豪ごう胆たんな亮真とは言え、流石さすがに自分の祖父ほども年の離はなれた国王に頭を下げられて平然とは受けられなかった。

「陛下のお気持ちは私も理解しております。少なくとも、何故なぜ停戦を選んだのかは……ですが……」

　その言葉に、ユリアヌスはゆっくりと顔を上げた。

「分かっている……全ては時間稼かせぎにしかならんという事は……」

「陛下がそれをご理解して頂いているのであれば、私から言うべき事はありません……ただ、失礼を承知で一言申し上げるのであれば、この国に残された時間は限られているかと……」

　そう言うと、亮真は沈ちん痛つうな表情を浮かべながらユリアヌスを見つめる。

「そうか……やはり御子柴殿から見ても短いか？」

「はい」

「何年あると思うかね？」

「陛下の交こう渉しよう力りよく次し第だいですが、長くても十年以内かと」

　その言葉に、ユリアヌスは人の悪い笑みを浮かべる。

「クックックッ……嘘うそはいかんな。まぁ、どれほど猶ゆう予よがあっても良いところ五年と言ったところだろうに」

　そう言うと、ユリアヌスはもう一度高らかに笑った。

　それは、亮真の予想とぴたりと一いつ致ちした数字だ。

「ご存知でしたか……」

　その言葉に、ユリアヌスは深く頷いて見せる。

「儂は凡庸な国王と周辺諸国からは馬ば鹿かにされてきた暗あん愚ぐだが、これでも数十年もの間、この国を守り育てて来たという自負があるからな」

　それはどれほどの覚悟と決意に満ちた言葉だろうか。

　凡庸と見せ侮あなどられながらも、周囲の情勢に目を配る名君。

　確かに、人目を惹ひく様な功績とは無縁だ。

　ユリアヌスはザルーダ王国の凡庸な国王として歴史に名を刻まれる。

　だが、国を守り育てるという意志の強さは、他国の王にも引けはとらない。

（やはり……この爺じいさんは食わせ物だったか）

　亮真の唇が歪ゆがむ。

　実際、亮真は凡庸さの中に牙きばを隠かくす、この食えない狸親父が好きになって来ていた。

　しばしの間、亮真とユリアヌスは無言のまま見つめ合った。

　そして、どちらからともなく笑みを浮かべる。

　そしてそれは次し第だいに、部屋中に響ひびき渡わたるようになった。




　どれ程笑いあっただろうか。

　やがて二人は笑い声を上げるのを止めた。
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「さて、久方ぶりに楽しい思いをさせて貰った。全く何時以来だろうな。声を上げて笑うなど」

　そう言うと、ユリアヌスは亮真が止める間もなく自らの手で卓たく上じように置かれたコップへ水差しから水を注ぐ。

　そして、一息にコップの水を呑のみ干ほして見せた。

　余よ程ほど喉のどが渇かわいていたのだろう。

　年ねん齢れいを感じさせない豪ごう快かいな姿だ。

「良く冷えていて旨うまいな……」

　そう言うと、ユリアヌスは再び水差しを傾かたむける。

　そして、卓の上に置かれた砂糖菓子へと視線を向けると、人の悪そうな笑みを浮かべながら口を開いた。

「エレナ殿どのから聞いたが、御子柴殿は裏大地リアースの出身とか？　先日開かれたお茶会で出されたマカロンという菓子の話を聞いたが、向こうはこちらとは比べ物にならない程に豊からしいな？」

　その問いに、亮真は思わず苦笑いを浮かべた。

（成なる程な……ここからが本題という訳か）

　実際、亮真は自分が地球人、大地世界で言うところの裏大地人であるとエレナへはっきり告げた事はない。

　とは言え、勘かんのいいエレナの事だ。

　亮真自身もそこまで秘密の保持に注力していなかったから、何かのはずみで事情を察した可能性は十二分にあるだろう。

（先日もマカロンなんかを食わせたしな）

　亮真自身もそこまで自分が地球人であるという事を隠そうともしてこなかったのは事実だ。

　ただ、問題はそれを何故エレナがユリアヌスに告げたのかという点だろう。

（エレナさんが口を滑らしたという可能性も有るが……まぁ、考えにくいだろうな）

　何せエレナ・シュタイナーはローゼリア王国の軍事を統とう括かつする将軍だ。

　軍の指揮はお手の物だが、政治にも長たけている。

　そんなエレナがうっかり口を滑らす事などまずありえないだろう。

（となると、意図的に告げたって事になる。この爺さんとエレナさんの間には相当な繋つながりがあるって事か……）

　エレナとユリアヌスに繋がりがあるのは亮真も知っていたが、その関係がこれほど強固だという事は今の今まで知らなかった事実だ。

「相当にお二人は親密な様ですね？」

「嫌いや味みかね？」

　亮真の問いに今度はユリアヌスが苦笑いを浮かべる。

「いえ……ただ、少しばかり気になりまして」

　その言葉に、苦笑いを浮かべていたユリアヌスの表情が引ひき締しまった。

「なぁに、エレナ殿に少しばかり相談事があってね。その話をした際に御子柴殿の話を耳にしたのだよ」

「というと？」

　その問いに、ユリアヌスはしばらく押おし黙った。

　どれほどの時間が流れただろう。

　やがてユリアヌスはゆっくりと重たい口を開いた。

「御子柴殿から見て、この世界はどうかね？」

　その問いに亮真は思わず首を傾げる。

「ご質問の意味が良く……」

　普ふ通つうに考えれば、地球と比べてこの大地世界が暮らしやすいかとか、居い心ごこ地ちよく感じるかと言った意味の問いだろう。

　あるいは、文明レベルの差を問いかけている場合も有り得る。

　しかし、亮真は本能的に、ユリアヌスの問いが違ちがう意味に聞こえたのだ。

　そんな亮真の態度に、ユリアヌスは小さく首を横に振ふった。

「そうか……言い方が悪かったね。御子柴殿はこの西方大陸の住人ではない。だから、戦乱の治まらぬこの世界に何か違い和わ感かんを持たないかと聞きたかったのだよ」

「違和感……ですか？」

　亮真の問いに、ユリアヌスは大きく頷いた。

「今日、この場に御子柴殿をお呼びした理由だが、謝罪と感謝をお伝えするというだけではない」

「というと？」

「本題はこれから話す事を御子柴殿にお伝えしておきたかったのだ」

　そう言うと、ユリアヌスは躊躇ためらいがちに口を開く。

　そして、少しずつ話し始めたユリアヌスの言葉を聞いた亮真の表情が次第に険しさを増していった。




　ユリアヌスとの会談を終え、数時間が経たった。

　時刻は午前零れい時に差さし掛かかろうかという時刻。

　王城は深い眠ねむりについていた。

　生あい憎にく、数日前からの曇くもりで空は厚い雲に覆おおわれ灯あかりと言えば、随ずい所しよに焚たかれたかがり火だけ。

　そんな中、城の中庭で蠢うごめく影が一つ。

　その影は、ジッと動かず同じ体勢を維い持じし続けている。

　その前に置かれたのは、鋼鉄の鎧よろいを着こんだ人型の人形。

　どれほどの時間が過ぎただろう。

　やがて、空を覆う雲の隙すき間まから、一いつ瞬しゆんだけ月の光が大地を照らした。

　その瞬しゆん間かん、影の手から銀色の光が放たれる。

　左の脇わき腹ばらから右肩にかけての斬撃。

　それは正に神速の抜ばつ刀とう術。

　抜き手も見せない一瞬の早はや業わざだ。

　だが、斬きった筈の人形に変化はない。

　しかし、手ごたえを感じているのか影は満足げに頷いた。

「ふむ……大分手に馴な染じんで来たか……」

　そして小さく呟つぶやくと、亮真は目の前の人形を軽く叩たたいて見せた。

　すると、今まで微び動どうだにしなかった人形が少しずつ横にズレ始める。

　やがて、人形はその身に纏まとった鎧と共に大きな音を響かせながら大地へと崩くずれ落ちた。

「鬼き哭こくか……」

　そう呟くと、亮真はかがり火に鬼哭と呼んだ刀を翳かざして見せる。

　肉厚の蛤はまぐり刃ば。

　人を斬る為に作られた戦場刀。

　伊い賀が崎さき衆の主人である証あかしとして託たくされた名刀だ。

「刃は毀こぼれ一つない……大したものだ。だが……」

　傷一つない見事な刀身を見つめながら亮真はもう一度不満げに呟く。

　しかし、彼の刀は先日行われたノティス砦とりで攻こう略りやく戦せんにおいて、守備隊長のグレック・ムーアとの死し闘とうにより、細かい刃毀れを生じていた筈はず。

　しかし、今の鬼哭にはそんな跡あとは微塵も無い。

　ただの壊こわれにくいだけの刀だった鬼哭だが、どうやらグレッグ・ムーアを討うち取った結果、少しは亮真の事を主と認めたらしい。

　とは言え、真なる主には程ほど遠とおい状態。

　言うなれば、仮の主とでもいう状態だろうか。

　とは言え、それだけでも大きな前進なのは確かだ。

（本当に回復するとはな……話には聞いていたが、付ふ与よ法術ってのは大したもんだ……）

　大地世界における法術には三つの分類が存在する。

　まず一いつ般ぱん的てきなのは自らの肉体を強化する武法術。

　これに対して、精せい霊れいや神と言った超ちよう自し然ぜん的な存在に自らの生気を捧げる音によって発動するのが文法術と呼ばれる物だ。

　だが、三つ目の分類である付与法術と呼ばれる技術は少し毛色が違う。

　武器や防具と言った品に特定の刻印を施ほどこし、術者が生気を流し込むことによって発動する術。

　大地世界で言うところの武法具と呼ばれる品を生み出す技術の事だ。

　そして、この付与法術で用いられる刻印だが、最も有名なのは奴隷に用いられる服従の呪印だろうか。

　まぁ、武具も人も、刻印を施せれば同じという扱あつかいなのだろう。

　だが、付与法術の用よう途とはそれだけではない。

　防具に重量軽減の刻印を刻む事も出来れば、馬具に疲ひ労ろう回復の刻印を刻むことも出来る。

　そして、鬼哭の様に使用者の生気を吸い取る事で自らの状態を常に最善の状態に保つ事も出来るという訳だ。

　何せ、刃毀れ程度なら数十分程度できれいさっぱり消えてしまう。

　大たい抵ていは強化の術式が施されているのでまずないが、仮に刀身が真っ二つにへし折れたとしても、鞘さやに入れてほうっておけば一日と掛からずに元通りになるというのだから、戦場に生きる人間としてはこれほど優すぐれた武器もないだろう。

　何せ、手に馴染んだ愛用の武器というのは代わりが利きかない。

　だが、だからと言って手入れを怠おこたれば当然真価は発揮出来ない。

　正に、戦士の為の武器と言える。

（まぁ……厳げん翁おうの言う真価には程遠いがね……）

　未だに己おのれを真なる主と認めない鬼哭に対して、亮真は大げさにため息をついて見せる。

「まったく……鷲王イーグルロードやグレッグの生気を吸い取ったくせに、まだ足りないってか……」

　厳翁曰いわく、鬼哭の真なる主になれば、この刀に切れない物は無くなるらしい。

　文字通り、万ばん象しよう一いつ切さいを斬り捨すてる鬼おにの刀という事なのだろう。

　もっとも、そう亮真に伝えた厳翁本人も鬼哭の真価を見た事は無いというのが問題ではある。

　何せこの鬼哭は、伊賀崎衆の初代が自らの命と引き換かえに打上げた後、ただひたすらに己の主と出会うまでただじっと伊賀崎衆の守り刀として神かみ棚だなに祭られてきたらしいのだ。

（まぁ、手入れの要いらない刀ってだけでも、俺おれにとっては万ばん々ばん歳ざいだけどな）

　やはり、文化的な問題から刀の手入れにはかなりの手間と時間が掛かる。

　ローゼリア王国で厳翁と初めて出会った際に渡された愛刀も、手入れの関係から数本予備を貰もらっていたほどだ。

　正直に言えば、刀を何本も替えるというのは好ましくない。

　弘こう法ぼう筆を選ばずなどということわざがあるが、実際の所、達たつ人じんであればあるほど道具にはこだわりを持つ。

　例えば刀の場合、機械生産ではない以上、どうしても重さや刀身にばらつきが出るのは致いたし方かたない事と言えるだろう。

　確かに、刀とう匠しようが同じならば限りなく同一に近い刀は買える。

　しかし、完全に同じ刀という物は存在しないのだ。

　材料の分量や焼き入れのタイミングに始まり、槌つちで鉄を打つ回数や時間に力の入れ方、果てはその日の天気や湿しつ度どなども結果を左右してくるのだから。

　その全てを完全に同じにするなど人間には不可能だろう。

　だから、刀は一つ一つが厳密には違っている。

　勿もち論ろん、それは極ごく々ごく小さな差だろう。

　しかし、ある一定のレベルに達すると、その差が大きな差となって結果に表れる物なのだ。

　そう言う意味からすると、鬼哭を始めとした法ほう剣けんと呼ばれる付与法術を施された武具の多くは違う。

　何故ならば、使用者の生気が尽つきない限り、壊れても再生するのだ。

　正に、完かん璧ぺきな武具と言えるだろう。

（だが、厳翁の言葉が本当ならば、この刀にはまだ先がある……）

　それは、新たな玩具おもちやを手に入れた幼子の様な笑みだ。

　しかし次の瞬間、亮真の顔から表情が消えた。

（冷たい氷みたいな殺気だ……しかも、こっちを囲んでやがる……）

　亮真の唇から鋭い舌打ちが漏もれた。

（敵は複数……こっちは一人。ここが味方の城だという事で、少しばかり油断したか？）

　普ふ段だんであれば、マルフィスト姉妹が影の様に亮真の警護をしている。

　だが、今夜だけは違った。

　ユリアヌスの告げた忠告の内容を一人で考えたかったのだ。

（まさかあの爺さんが？　いや……それはないだろう……）

　一いつ瞬しゆん湧わき上あがってきた疑ぎ惑わくを、亮真は直すぐに否定した。

　確かにユリアヌスの告げた忠告は、そう簡単に人には教えられない秘密だ。

　口くち封ふうじという可能性は十分に考えられるだろう。

　しかし、それを亮真に告げる事を選んだユリアヌスが、僅わずか数時間のうちに考えを変えるとは考えにくい。

（となると、偶ぐう然ぜん？　いや……そんな偶然があってたまるか）

　確かに、亮真の命を欲ほしがっている敵は多い。

　特に、今回の戦で煮にえ湯ゆを飲まされたオルトメア帝国にしてみれば、過去の因いん縁ねんと合わせてどうあっても殺したいと考えても不思議ではないだろう。

　だが、つい数時間前に告げられたユリアヌスの言葉を考えれば、答えは限られてくる。

「おいおい……まさか、あの話は本当なのか？　昔読んだ架か空くう戦せん記き物ものじゃないんだぜ？」

　正直に言えば、亮真はユリアヌスの言葉を信じてはいなかった。

　それはそうだろう。

　突然、西方大陸で起こる戦争の影に、国家を超えた力を持つ何者かの意志があると告げられて信じられる筈もない。

　まぁ、ユリアヌスが亮真に告げたのは、あくまでもその可能性が有るのではないかという示唆だったが、結論はあまり変わらない。

　何処どこの世界に、そんな世界規模の陰いん謀ぼう論を聞かされてすぐに納なつ得とくする奴がいるというのだろうか。

　そんな話は、正直に言って物語の中だけで十分だった。

　しかし、どうやら現実は小説よりも奇きなりという事らしい。

　突然、暗くら闇やみから鋭するどい矢が亮真に向かって放たれた。

　その瞬間、鞘から放たれた斬撃が虚こ空くうを切る。

「おっと……怖こわいねぇ。問答無用って訳か」

　どうやら、職業的プロの暗殺者らしい。

　余計な会話を楽しむつもりはない様だ。

（鏃やじりが濡ぬれているところを見ると、毒だな……）

　確かに、効率の良い殺し方と言えるだろう。

（面おも白しろい……良い運動になりそうだ）

　そんな想おもいが亮真の心に湧わき上がって来る。

　その時、亮真の手の中で鬼哭が震ふるえた。

（へぇ……お前も生き血が欲しいって訳か……良いだろう。存分に味合わせてやるよ）

　それに応こたえるかの様に鬼哭の刀身が哭なき声を上げる。

「行くぞ！」

　その言葉と同時に、亮真は一気に闇やみの中に潜ひそむ敵へ向かって駆かけだした。

　緊きん張ちようと高こう揚ようで、心臓が早はや鐘がねの様に鼓こ動どうする。

　亮真の全身を生気が駆け巡めぐり、チャクラを回転させ始めた。

（第二チャクラ解放！）

　その瞬間、亮真に人の範はん囲いを超こえた筋力と速度が宿る。

　だが、敵もどうやらただの雑魚ざこではなかったらしい。

　亮真に向かって左右の茂しげみから次々と矢が撃うち込まれる。

（成る程ほどな、最初の奴は囮おとり役で、そこに向かって突っ込めば、横から仲間が攻撃するって寸法か）

　囮役の犠ぎ牲せいさえ気にしないのであれば、確かに必殺性の高い攻撃と言えるだろう。

　いや、普通であれば最初の矢で死んでいてもおかしくはない。

　そう言う意味から言えば、暗殺者達の予想を超えたとも言える。

　だが、どちらにせよ亮真のすることは一つだ。

　獣けものの如き咆ほう哮こうが亮真の口から放たれた。

　それは、刃やいばとなって暗殺者達を圧倒し彼等の動きを封じ込める。

　とは言え、それは一秒か二秒と言ったところ。

　だが、武法術によって身体能力を強化している亮真にとってはそれで十分だった。

　一気に詰められる間合い。

　白しら刃はの煌きらめきと共に二つの影が一瞬交差し、片方の首が宙を舞まった。

　もっとも、亮真は大地に倒れ伏ふす敵の姿に視線を向ける事は無い。

「次だ！」

　そう叫さけぶと亮真は次なる獲え物ものを求めて茂みへと飛び込んだ。

　やがて呻うめき声ごえと共に、周囲に鉄のさびた様な臭においが満ちる。

　そして、中庭に再び静せい寂じやくが戻もどって来た。

（どうやら引いたらしいな……）

　形勢が不利と見たのか、敵は撤てつ退たいを選んだらしい。

　周囲に満ちていた殺気も既すでに跡あと形かたもなかった。

「満足したか？」

　右手に握にぎられた鬼哭に亮真は軽く声を掛けてやる。

　すると、手の中からもっと餌えさを食わせろとでもいうような低い哭き声が響いてきた。

「足りないってか……意い地じ汚きたない奴だ……」

　その言葉に、鬼哭は不満げな声を上げる。

「分かった分かった。どうせ、連中はまた襲おそってくるさ。その時は全員喰くわせてやるよ」

　そう言うと、亮真は血の滴したたる鬼哭を鞘へと納める。

　普通ならば、錆びついて抜ぬけなくなるような愚ぐ行こうだが、幸いな事に今の鬼哭ならば何の問題もない。

「ただ、こっちは少しばかり問題だな……」

　何せ、美しかった城の中庭には吐はき気けを催もよおす臓物と血の臭で満ちている。

　亮真の体も血で真っ赤に染まっているような状態だ。

　少なくとも、早さつ急きゆうに風ふ呂ろを沸わかして貰わなければ寝ねる事さえ出来ない。

「さぁて、何と言って言い訳をするべきかねぇ……」

　騒さわがしくなってきた城の方へ視線を向けながらも、亮真の脳のう裏りを占しめるのは泣きじゃくりながら責めるマルフィスト姉妹の姿だ。

　亮真は周囲を見回すと大きなため息をついた。
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　そこは、ペリフェリアの城下町に建てられた一件の屋や敷しき。

「そうか……失敗したか……」

　闇の中に潜む影から齎もたらされた報告に、男は不快なため息をついた。

「申し訳ございません。閣下。この失態はいずれ必ず……」

　悔かい恨こんと屈くつ辱じよくに満ちた声だ。

　実際、陰かげにしてみれば今回の襲しゆう撃げき失敗は痛つう恨こんの極みとしか言いようがない。

　何せ、自らの主から直々に下された命令を達成できなかったのだから当然だろう。

　しかし、そんな影の言葉を閣下と呼ばれた男は小さく頷うなずく。

　信しん頼らいする手て駒ごまの失態。

　期待を裏切られたのは確かだ。

　しかし、だからと言ってこの場で影の失態を責めても何も変わらない事を、呼ばれた男は理解しているのだろう。

　当初の予定を無理に繰くり上げて、今夜襲撃を行うように命じたのは他ならぬ男自身なのだから。

「分かった、もういい下がれ」

　その言葉に従い、闇の中から気配が消える。

「成る程な……あの若造が相当の手て練だれという話は本当だったか」

　そう小さく呟くと、男は壁かべ際ぎわに設けられた棚たなから酒さか瓶びんとグラスを取り出す。

（ユリアヌスの奴があの若造に余計な事を吹ふき込んだと聞いたので急いで始末しようとしたが、逆に悪手だったか？）

　そんな思いが男の脳裏を過ぎる。

　実際、組織の一員である男の下には、御子柴亮真に関して警戒するようにという通達が出ている。

　それは、ザルーダ王国をオルトメア帝国に売り渡そうという八人の売ばい国こく奴どの中で、唯ゆい一いつ男だけに届けられた命令だ。

　だからこそ、男はオルトメア帝国の侵しん攻こうを阻はばんで見せた御子柴亮真の暗殺を準備していた。

　今後、組織にとって最大の邪じや魔ま者ものとなるのが目に見えていたからだ。

　しかし、当初の予定では襲撃はザルーダ王国とローゼリア王国との国境付近。

　それを無理に繰り上げたのは、亮真がユリアヌスと密会を行ったという情報を聞いたからだ。

　男は確かにユリアヌスという人間を馬鹿にしていた。

　何せ、名君と呼ばれるにふさわしい才能を持ちながらも、国の安定の為ためにその牙を隠し続けてきたような人間なのだ。

　優れた人間が愚おろかな民衆を統治するべきだと考える男にとって、そんなユリアヌスの選せん択たくは愚行以外の何物にも見えなかった。

　しかし、その一方で男はユリアヌスの持つ思し慮りよ深ぶかさや能力を、甘あまく見た事は無い。

　だからこそ、今回のオルトメア帝国との戦いくさで組織の存在を感じ取れる可能性を持つのはユリアヌスだけだと警戒もしていた。

　今回は正に、その予感が的中したと言えるだろう。

　しかし、その為に送り込んだ手駒は物の見事に失敗して戻って来た。

　だが、今から当初の予定通りにローゼリア王国との国境付近で襲撃するように命じるのは無理があるだろう。

　流石に、今夜の一件を警戒しない筈が無いのだ。

「シャルディナ殿でん下かへの忠節という意味でもあの若造の首が欲しかったのだが……致し方ないか……」

　そう小さく呟くと、男はグラスに注いだ酒を一息に呷あおった。







第三章　英えい雄ゆうの帰き還かん







　その日、ローゼリア王国の王都ピレウスに剣に巻き付いた金と銀の鱗うろこを持つ双そう頭とうの蛇へびの紋もん章しようが翻ひるがえった。

　花はな吹雪ふぶきが頭上を舞う。

　大通りを進むのは全身を黒の甲かつ冑ちゆうで固めた一団だ。

　その一糸乱れぬ統制に、周囲からは歓かん声せいが沸き起こった。

「御み子こ柴しば様万ばん歳ざい！」

「よくぞご無事で！」

「あれがローゼリア王国で最精鋭と呼ばれる軍か！」

　道には群衆が総出で一団に向かって手を振る。

「ほぅ、意外に熱ねつ烈れつな歓かん迎げいだな」

　そんな群衆の放つ熱気に幾いく分ぶん気け圧おされながら、亮りよう真まの口からそんな言葉が零こぼれる。

　だが、そんな亮真の感想は、傍かたわらに侍はべるマルフィスト姉妹にとっては意外だったらしい。

「それは当然かと。何と言っても、亮真様はローゼリア国王の命令に従いザルーダ王国を救った救国の英雄ですから」

　そう言うと、妹のサーラが力強く胸むな元もとを叩いて見せた。

　その顔は周囲の熱気に冒おかされた様に赤く染まっている。

「サーラの言う通りです。エレナ様にも負けない偉い業ぎようをなし得たのですよ！　勿論、亮真様のお気持ちは分かっていますが、此こ処こは……」

　そう、鼻息荒あらく告げるマルフィスト姉妹の姿に亮真は苦笑いを浮うかべながら頷いた。

　マルフィスト姉妹にしてみれば、自らの仕える主の偉業を素す直なおに誇ほこりたいという意識なのだろう。

　たとえ眼めの前に広がる現状が、第三者の思おも惑わくによるものだとしてもだ。

「分かった分かった……なら、二人は手でも振ってやれ」

　そう言うと、亮真は小さくため息をついた。

　確かに、マルフィスト姉妹の言葉は正しい。

　凱がい旋せんした英雄が覇は気きのない表情を見せるのは好ましくない。

　まがりなりにも、一国の将なのだ。

　その心の奥おく底そこに秘ひめた思いが何であれ、ローゼリア王国の貴族としての体面を守らない訳にはいかないだろう。

　だが、そんな正論も今の亮真には何の価値もなかった。

　実際、亮真が今感じているのは周囲の熱ねつ狂きように対しての徒労感。

　俗に言う白けた感じと言う奴やつだろうか。

（まぁ、喜ぶのは分からなくもないがね……）

　実際問題として、亮真はザルーダ王国を救いはしたが、オルトメア帝国の野望を完全に挫くじいたわけではないのだ。

　言うなれば致ち命めい傷しようを負った患かん者じやの傷口を手で無理やり押おさえて血が吹き出なくなるようにした様なもの。

　あくまでも緊きん急きゆうの応急処置でしかなく、多少出血量を抑よく制せいしたに過ぎない。

　全すべてはこの後の処置にこそかかっているのに、そんな状態で周りから患者の命を救ったと称しよう賛さんされても、余よ程ほど面の皮が厚い人間でもない限り、称賛を受ける医者の方が嫌いやがる。

　とっとと、病院に搬はん送そうして適切な処置をしろと叫ぶだろう。

　そもそもとして、ユリアヌス一世から伝えられた忠告の内容を考えれば、亮真としてはとても現状を喜ぶ気にはなれないのだ。

　その想いは、先日受けた暗殺者の襲撃によってより強くなっている。

　褒ほめられ、称賛を向けられる程に、亮真の心は冷えて言った。

　この群衆が決して自発的に集まった訳でないことを知っていれば猶なお更さらだ。

（随所に兵士が配置されている……あの装備の豪ごう華かさから見たところ、王宮詰づめの近衛このえ騎き士しか？　まぁ、表向きは警備って事なんだろうが……だからってここまでやるかね？）

　先行させて情報収集をさせていた咲さく夜やからの報告を思い出し、亮真の心は更さらに沈しずんだ。

　この群衆には二つの意図が存在している。

　一つは、純じゆん粋すいな歓かん喜きの気持ち。

　まぁ、これに関しては亮真としても掛ける言葉はない。

　大地世界アースに暮らす人間の大半は目先しか見えないのだから。

　理解する能力がない人間に理解を求める程ほど無む駄だな労力もない。

　ただ、問題はもう一つの意図の方。

　ローゼリア王国を覆う影かげから目を逸そらしたいという人間の意図だ。

（咲夜を先行させて情報収集させたのは正解だったな……）

　昨晩届けられた報告は亮真の予想の範はん疇ちゆうではあった。

　とは言え、それはあまり的中してほしくなかった予想でもある。

（ご苦労なこったな……少しばかり民衆を扇せん動どうしたところで、現状は変わらないだろうに……）

　ザルーダ王国への援軍に赴おもむく前に行われたルピス女王との謁えつ見けんに際して王都ピレウスを訪おとずれた際にも感じたが、全体的にこの都には影がある。

　確かに、表面的には歓声が響き熱気に溢あふれてはいるだろう。

　しかし、亮真はその中に作り物めいた偽いつわりの匂においを感じるのだ。

（やはり、ルピス女王陛下の改革は上手うまく行かなかったか……まぁ、そんなのは分かり切っていたけどな）

　それは当初から想定されていた結果。

　そもそもとして、ルピス・ローゼリアヌスという女は指導者としての適性がかなり低い。

　確かに、一見しただけではその事実に気付くのは難しいだろう。

　だが、よくよく考えてみれば、その欠点がルピス・ローゼリアヌスという女の持つ素質や美点の全てを消し去ってしまっているのは明らかだった。

　確かに、大地世界における教育水準から見ればエリートと言えるだけの知識や教養を身に付けてはいる。

　諸国の王族に多く見られる、平民階層への差別意識もかなり低いのは確かだ。

　何せ、如何いかに当時のルピス女王が危機的状じよう況きようであったとは言え、何処の馬の骨とも知れない御子柴亮真の策を採用した位なのだから。

　普通の王族ではまず考えられないような決断と言えるだろう。

　また、だからこそ亮真はルピスに力を貸したし、彼かの女じよに賭かけた訳だ。

　ルピス・ローゼリアヌスという女が持つ致ち命めい的てきな欠点に気づかずに。

（まぁ、気付けって方が難しいけどな……）

　亮真の口元に自じ嘲ちよう的てきな笑えみが浮かぶ。

　少なくとも、西方大陸屈くつ指しの希望を誇るミスト王国の交易都市フルザードのギルドを取り仕切るウォルス・ハイネケルの策さく謀ぼうによって国家間の陰謀に巻き込まれた当時の亮真にしてみれば、自分やマルフィスト姉妹の命を守るのが最優先だったのは事実だろう。

　また、運命の悪戯いたずらによって自分と同じ境きよう遇ぐうとなった、リオネ達を助けたいと思ったのも確かだ。

　そんなひっ迫ぱくした状況下では、如何に亮真の人物の鑑かん定てい眼がんが優れているとはいえ、ルピスの全てを理解しろという方が無理だ。

（実際、あの女の欠点はあの女が国王という立場であるという側面が強いからな……あの女が身の程を知っていれば俺も……）

　そんな思いが亮真の心を過った。

　情に溺おぼれやすい性格。

　人によっては情に篤あつい性格と言うかもしれない。

　そして、その評価はどちらも正しい。

　実際、ルピス・ローゼリアヌスは情け深い人間なのは事実だ。

　ルピスがローゼリア王国に暮らす民の為に日々心を砕くだいているのは間ま違ちがいない。

　それは、王として素す晴ばらしい資質と言えるだろう。

　だからこそ、そんなルピスを理解していたメルティナ・レクターやミハイル・バナーシュといった側近達は、ゲルハルト元公爵が貴族派の首しゆ魁かいとして王国の実権を握っていた当時でさえ、ルピスを見捨てる事は無かった。

　しかし、そんな素晴らしい素質も度が過ぎれば欠点になる。

　ルピスの最大の欠点。

　それは、非情な決断を避さけてしまうという心の弱さだ。

　特に、長年苦楽を共にして来たメルティナやミハイルと言った側近に対しては、その傾けい向こうが強く表れている。

　その中でも、ミハイル・バナーシュと言う男に対してのルピスの甘さは顕けん著ちよだ。

　何せ、ミハイルは亮真が知る限りで致命的な失敗を二度起こしている。

　一度目は、内乱時に貴族派がミスト王国からルピスの腹はら違ちがいの妹となるラディーネ・ローゼリアヌスをローゼリア王国へ移動させようとした際に、意図せず囮役として王都ピレウスを目指していた亮真達一行を襲撃し返り討ちにあった件。

　貴族派の策謀があったとはいえ、偽にせ情じよう報ほうに踊おどらされた結果、ルピスに忠誠を誓ちかう騎士を多く失った事は、指揮官として死罪を命じられても不思議ではない失態と言えるだろう。

　二度目は亮真がテーベ河の渡と河かを成功させた際に、本来の役目である亮真に対しての目付という役目を放ほう棄きし、敵軍に襲撃を掛けた件。

　確かに、敵軍を指揮していたケイル・イルーニアという男は、ミハイルにとっては旧友であると同時にルピスから貴族派へと鞍くら替がえした裏切り者であったというのは、平静を保てなかった要因の一つではあるだろう。

　ミハイルの一度目の失態に際して、ルピスが今後上げるであろう武功との相そう殺さいを理由に助命した事も影えい響きようはしている。

　しかし、ミハイルが役目を放棄した最大の理由は、突とつ然ぜん現れルピスに取り入った御子柴亮真と言う男に対しての対たい抗こう心しんからだ。

　そして、ミハイルはものの見事にケイルの策略に嵌はまり、捕ほ虜りよとなった。

　短い期間での度たび重かさなる失態。

　普通であれば、ミハイルはルピスから見捨てられてもおかしくはなかった。

　いや、支配者としてそんな失態ばかり犯おかす部下を見捨てない方がどうかしている。

　だが、ルピスはミハイルという男を見捨てなかった。

　いや、見捨てる事が出来なかったという方が正しいだろう。

（ルピスは理解していなかった。情に負けて甘い判断を繰り返せば、侮られるという事を……その結果がこれだ）

　失態を犯した部下を許す寛かん容ようさは確かに必要だ。

　だが、寛容なのと判断が甘いのとはだいぶ意味が違ってくる。

　ましてや、ルピスは国王としてローゼリア王国を立て直そうとしていた身だ。

　玉座に座すわってから今日まで、厳しい判断を下さなければならない場面は幾いくらでもあっただろう。

　しかし、ルピスには非情な決断が出来ない。

　情に溺れ、人の善性を信じる。

　内乱後、領地を変えられ爵しやく位いを落としたゲルハルトから距きよ離りを置く事を選んだ貴族達も、そんなルピスのやり方を見て息を吹き返した訳だ。

　その結果が亮真の眼の前に広がる王都イピロスの現状。

（この王都の現状もウォルテニア半島の事も、結局は俺がルピス・ローゼリアヌスという人間を見誤ったのが原因か……皮肉なものだな）

　ゲルハルト元公爵が画策したローゼリア王国の内乱が終結した後、恩賞としてウォルテニア半島などという人外魔ま境きようを押し付けられるなど、いったい誰だれが事前に想定出来るだろうか。

　だが、同じ判断ミスを起因とする二つの事こと柄がらは正に対照的とも言える結果を出している。

（まぁ、人が誰も居ない土地と言うのも、悪い事ばかりでもないけどな……）

　人も住まない様な魔境。

　そこから税が生まれる事は無い。

　だが代わりに、全てを生み出す可能性を持っている。

　人口零地帯であり、強力な怪かい物ぶつ達たちの徘はい徊かいするウォルテニア半島で、森を切り開きながら街を作るのは確かに難しい。

　しかし、既に人の暮らす街を恩賞として貰えば、安定した収入を得る代わりに発展性が損そこなわれるのも事実だ。

　例えば、日本では道路に立ち並ぶ電柱を排はいして電線を地中に埋うめようという計画を進めている。

　確かに、電柱がなくなれば景観は損なわれないし、道みち幅はばも広がるので道路も通りやすくなる。

　何よりも、災害時に消防車や救急車などが通りやすくなるという利点が大きいだろう。

　実に素晴らしい計画と言える。

　だが、実際の所それを実現するのはかなり難しい。

　理由は幾つかあるが、法的な問題もさておきその最大の障害は既に人が住んでいるという点だ。

　電柱を無くして電線を地中に埋めるには大規模な工事が必要だ。

　その間、工事が行われる周辺に暮らす人間への影響こそが、一番調整しにくい難問と言えるだろう。

　工事を行えば騒そう音おんが出る。

　工事の為に道も封ふう鎖さするだろう。

　電気の配線を変える訳だから、一時的な停電も起こり得るかもしれない。

　それらは全て周辺に暮らす住民に対して大きな負担となる。

　それらを調整しようとすれば莫ばく大だいな費用が掛かる訳だ。

　確かに、電線を無くそうという施し策さく自体は素晴らしい。

　だが、だからといって強制的に住民を移住させるような手段も取れない以上、負担を大きくしないように配はい慮りよしながら、限られた範囲を少しずつ工事するしか道はない。

　結局、そこに人が暮らすという事実が、大規模な工事を行えなくしている訳だ。

　だが、それは逆にウォルテニア半島の様に人さえいない土地であれば、大規模な工事を進める手段を幾らでも選べるという事でもある。

（定期的に報告は受けているから問題はない……まぁ、後は自分の目で見てから……だな）

　ザルーダ王国へ援えん軍ぐんに赴くに際して、亮真は自らの領地であるウォルテニア半島にボルツや厳翁と言った側近を残してきている。

　勿論、彼かれ等らの役割は外敵の排はい除じよと共に、ウォルテニア半島と何いずれ御子柴男だん爵しやく領の中心となるであろうセイリオスの街の発展整備も担になっている。

　主が留守の間も、ウォルテニア半島は着々と整備されてきたという訳だ。

「亮真様？」

　その声に、亮真は深い思考の海から我に返る。

　声のした方向へ視線を向ければ、傍らで馬を進めるローラが亮真の顔を下から覗のぞき込むような形で見上げていた。

「あぁ、何でもないさ……さっさと仕事を済ませてしまおう」

　そう言うと、亮真は迷いを振り払はらうように目の前に聳そびえる白はく亜あの城へと視線を向けた。




　その夜、御子柴亮真との謁見を終えたルピス・ローゼリアヌスは王城の自室でソファーに身をゆだねながら、宙を見上げていた。

「ふう……」

　深い憂うれいに満ちたため息がルピスの形の良い唇くちびるから零れる。

　そんな主君の姿に、対面に座るメルティナ・レクターは掛ける言葉を失った。

「まさか、こんな結果になるなんてね……」

　小さな呟き。

　だが、主に絶対的な忠誠を向けるメルティナがその言葉を聞きき逃のがす筈もない。

「致し方ありません。陛下は最善を尽くされたと愚ぐ考こういたします」

　そんなメルティナの言葉に、ルピスはゆっくりと顔を向ける。

　その目に浮かぶのは、不安と安あん堵どだ。

「本当にそう……かしら？」

「はい」

　そう言うと、メルティナは深く頷いて見せた。

（今ここで迷いを生じさせる訳にはいかない……今迷いが生まれればこの方はきっと……）

　その想いがメルティナの心を満たしていた。

　確かに、ルピスの選択は全て裏目に出てしまっている。

　それは、王都イピロスを覆う暗い影から見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんと言えるだろう。

　国王主導による国内改革は、利権を守ろうとする官かん僚りようによる妨ぼう害がい工作も有って、遅ち々ちとして進まないのが現状。

　内乱時、地方に駐ちゆう留りゆうする警備部隊まで戦に動員した影響により生じた傷きず跡あとも未いまだ癒いえず、ローゼリア王国内の治安は悪化の一いつ途とを辿たどっている。

　ルピスを侮あなどる貴族達の圧政は日に日に酷ひどくなっており、重税に耐たえきれない農民が土地を捨て王都へと流れ込んできているのだ。
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　確かに、王都の表通りはそこまで取り立てて変化がある訳ではない。

　しかし、路地裏には土地を捨てた流民がたむろしている。

　元々住んでいる住人達とのいさかいも絶えず、刃にん傷じよう沙ざ汰たの報告も毎日の様に上がってきていた。

　政治という観点から見ればまさに失政としか言いようがないだろう。

（だが、それはあくまでも結果だ。この方以外のいったい誰が、この国の民をここまで深く愛し慈いつくしむというのだ）

　メルティナは目の前で憂いに満ちた表情を浮かべる主以外に、この国の王となる資格を持つ人間を思い浮かべる事が出来なかった。

　確かに、政治の良よし悪あしを判断するのは結果だけ。

　どれほど素晴らしい理念から生まれた法や制度も、きちんとした運用が出来なければ悪法と変わらないのと同じと言われれば反論は難しいだろう。

　しかし、ルピスの傍そばにずっと控ひかえ、苦楽を共にして来たメルティナにしてみれば、ルピスの想いを否定するような言葉を口にする事など出来る筈もない。

　また、現実問題として前国王の庶しよ子しと言われているラディーネ・ローゼリアヌスを国王にする訳にはいかない。

　今ですら、貴族達の圧政は留とどまるところを知らないのだ。

　もしそんな事にでもなれば、ローゼリア王国は文字通り、獅し子し身中の虫達によって喰いつくされてしまう事だろう。

　では、ラディーネ以外の王族はと言えば、こちらも問題外。

　殆ほとんどが二世代も三世代も前に分家した人間ばかり。

　形式として王位継けい承しよう権けん自体は持っていても、血の濃こさという観点からすれば、庶子であるラディーネ以上の薄うすさだ。

　彼等はほとんど何の権力も持ってはいない。

　身分としては確かに王族であるし、何不自由ない生活も保障されてはいるが、所しよ詮せんは国から支給される年金を日々浪ろう費ひしながら暮らす無害な存在でしかないのだ。

（そんな状況であの男が帰って来た……）

　メルティナの脳裏に一人の男の顔が浮かぶ。

　それは、太ふて々ぶてしいまでの自信と落ち着きに満ちた老ふけ顔の青年。

　かつてはルピス女王を助ける心強い仲間であり、その智ち謀ぼうの鋭さを恐おそれた主君によってウォルテニア半島へと飛ばされた男の顔だ。

　最初は何処の馬の骨とも知れない亮真に対して感じたのは、疑惑と侮ぶ蔑べつ。そして嘲ちよう笑しようだった。

　何せ、突然現れたかと思えば、いきなりルピスに勝利をもたらして見せると宣言して見せたのだ。

　馬ば鹿かな平民の身の程ほど知らずな戯たわ言ごと。

　身分制度の厳格なローゼリア王国において、古くから続く上級騎士の家系に生まれたメルティナがそう感じたのも当然と言えるだろう。

　しかし、亮真は自らの宣言通り、ルピスに王おう冠かんを齎して見せた事により、その感情に変化が生まれた。

　それは、目の前に座るルピスも同じだ。

　だからこそ、立たち枯がれる事を願って、ウォルテニア半島などという魔境を領地として与あたえたのだ。

　だが、そんな逆境を亮真は跳はね返すどころか、自らの糧かてとして見せた。

　今、メルティナの心を締しめ付けるのは御子柴亮真という男に対しての言い知れない恐きよう怖ふ。

（問題は、あの男がこれからどう動くかだが……）

　本来であれば、御子柴亮真の帰還は喜ぶべき事だ。

　何せ、圧あつ倒とう的てきな劣れつ勢せいをひっくり返し、オルトメア帝てい国こくの侵しん略りやくを阻んで見せた救国の英雄の帰還なのだ。

　エレナ・シュタイナーが未だにザルーダ国内に駐ちゆう屯とんしている以上、周辺諸国に対しての睨にらみという意味合いからすれば、一息つくことが出来るのだから。

　だが、それはあくまでも裏事情を知らない人間の分ぶん析せきでしかない。

（少なくとも、ルピス陛下の下でこれ以上の協力要よう請せいは無理……ね）

　貴族階級はともかくとして、国民目線で言うと御子柴亮真という男の評価は極きわめて高い。

　ローゼリア王国における一いつ般ぱん的てきな認にん識しきとして、御子柴亮真は亡国の瀬せ戸と際ぎわにまで追い込まれた正当な王位継けい承しよう者しやに正義を齎した英雄という事になる。

　確かに、ウォルテニア半島を恩賞とする際にルピスは、多額の経済的な支し援えんを求められた。

　ザルーダ王国の救きゆう援えんに際しても、軍資金の名目で金を求められたし、技術者の移住を約束させられたのも確かだ。

　しかし、それらの交こう渉しようを求めるのは、亮真が新興の貴族であるという立場を考えれば当然と言えるだろう。

　逆に、その程度の代価でよくルピスの難題を飲んだという意見の方が大きいくらいだ。

　勿論、実情を知っている人間からすれば笑しよう止しな話ではある。

　しかし、表面的な部分だけ見た場合、御子柴亮真と言う男がルピスの股こ肱こうの臣であるというふうに見られても何ら不思議ではないのだ。

　ましてや、今はザルーダ王国から帰国した直後。

　ここで更なる無理難題を吹っ掛かければ、世間はルピスが亮真を酷こく使ししていると見るだろう。

　少なくとも、そう言った世論を亮真が形成してくる可能性は十二分にある。

　何せ、今までの経けい緯いが経緯だ。

　表面的には見えなくても、ウォルテニア半島の一件と言い、今回のザルーダ王国救援といい、今までの仕打ちを考えれば、御子柴亮真がルピス達に対して激しい敵意を秘めているのは明らかと見るべきなのだから。

　それに、あれだけの仕打ちをしておいて、未だに自分達に対して味方して貰えると考える程ルピスやメルティナも馬鹿ではない。

　となれば、選せん択たく肢しは二つ。

　今までの確かく執しつを乗のり越こえられる程の厚こう遇ぐうか、暗殺という手段も含ふくめた物理的な排除のどちらかだろう。

（懐かい柔じゆう策さく？　……しかし今いま更さら……）

　今から懐柔策に切り替える為には、相当な犠牲と覚かく悟ごが必要になる。

　まずは、今回のザルーダ王国救援に対して相当な恩賞を出す必要があるだろう。

　また、亮真がザルーダ王国へ赴いている間に、ザルツベルグ伯はく爵しやくを通じて行ったウォルテニア半島における諜ちよう報ほう活動に関しても説明が必要だ。

　確かに、半島内の情報は強固な防ぼう諜ちよう体制によって全て遮しや断だんされており、何の成果もあげられては居ない。

　そう言う意味から言えば、亮真には今のところ実害はないと言えるだろう。

　だが、自分の留守中に家の様子を探さぐられて心ここ地ちよいと感じる主人は居ない。

　そう考えれば、何らかの対応が必要になるのは目に見えている。

　その上で、ルピス女王自らが自らの裏切り行こう為いとも言える行動に関して直接謝罪をするのだ。

　そこまでやれば、流石さすがに御子柴亮真も話くらいは聞いてくれる。

　一国の王の謝罪となれば、これは相当に重い意味を持つのだから。

　だが、問題はその先だ。

　交渉の窓口は開いても、成功するかは正直に言って未知数。

　謝罪は受け入れられたとしても、距離を置かれる可能性は十二分にあるだろう。

　その上、亮真を懐かい柔じゆうするとなると、ベルグストン伯爵やその義ぎ弟ていであるゼレーフ伯爵を除く大半の貴族達たちが不満を持つ事になる。

　彼等は確かに御子柴男爵家の成立を認めはしたが、それはあくまでもウォルテニア半島という魔境を領地としたことで、ルピス女王の秘めた狙ねらいを敏びん感かんに察したという理由が大きい。

　本当の意味で、貴族として迎むかえ入れた訳ではないのだ。

　そう言ったことまで考えれば、懐柔策は悪手だと言える。

　ただでさえ国内が乱れている現状に、さらなる火種を投下する事になるのだから。

（となれば……殺すしかない。だが、それが本当に可能か？）

　その想いがメルティナの心に過ぎった。

　暗殺にせよ処しよ刑けいにせよ、殺すという選択肢が選べるのであれば、初めからそれを選んでいた事だろう。

　それが出来ないからこそ、男だん爵しやくという爵位を与えて飼い殺しにしようとしたのだ。

（少なくとも軍の指揮は向こうが数段上……謀ぼう略りやくの才は比べるだけ無む駄だだな……活路があるとすれば一対一での……）

　メルティナは確かに思し慮りよの浅い女だ。

　武断的で直情的。

　脳筋などと陰かげ口ぐちをたたかれるのも当然だろう。

　だが、自分と亮真との間に絶対的な差が存在する事を理解出来ない愚ぐ者しやではない。

　伊達だてに、ルピスが王座についてから、ずっとその傍らに付き従ってきた訳ではないのだ。

　知略や軍の指揮において、メルティナは亮真の足元にも及およびはしない。

　だが、武術ならば多少話が変わって来る。

　実際、メルティナの剣けんの腕うではローゼリア王国一と謳うたわれるミハイルに比ひ肩けんする。

　ローゼリア王国で開かい催さいされる武術大会において、性別は関係ない。

　そんな中で、ミハイルとメルティナは幾いく度どとなく剣を交かわしてきた。

　確かに今まで行われた試合で、メルティナは未だにミハイルから勝利を奪うばった事は無い。

　だが、一度として楽に勝たせた事も無いのだ。

　ローゼリア王国の女騎士の中では、最強と目されているのも当然と言えるだろう。

　それは、卓たく越えつした武法術による身体強化とその制せい御ぎよに長たけているが故ゆえの事。

　そう言う意味から言えば、メルティナに勝機が全くないとは言えないだろう。

　だが、そんな心の奥おくから湧き上がって来る想いを、メルティナは自ら打ち消した。

（未練……だな）

　武術は、メルティナにとって自己を形成する上で根幹とも言うべきものだ。

　ローゼリア王国に仕える騎士として、人生の全てを費やしてきたと言ってもいい。

　だから、他ほかのどの分野で後おくれを取っていたとしても、武術の腕が御子柴亮真よりも劣おとるとは思いたくなかった。

　しかし、ミハイルと互ご角かくとも言われたケイル・イルーニアを亮真は単身で討うち取とった。

　ノティス砦とりで攻こう略りやく戦せんでは、守備隊長であるグレック・ムーアの首を奪っても居る。

　特にグレッグ・ムーアは水すい神じん剣けんの異名を持つ手練れであり、近きん隣りん諸国に名を馳はせた武人だ。

　試合としての腕うで比くらべならばともかく、純粋な殺し合いでメルティナが亮真に勝てる筈はずが無い。

　メルティナも実戦経験が無い訳ではないが、亮真と比べればその差は歴然と言えるのだから。

（だが……それではどうしたらいい？）

　懐柔策は駄だ目め。

　殺すのも難しいとなれば、他に打てる手はない。

　だが、それでは敬愛する主の危機を救う事など出来ないのだ。

（ここはやはり、ザルツベルグ伯爵を使うしかない……か）

　正直に言えばあまり気乗りしない策だ。

　ローゼリア王国の北部一帯を支配する北部十家。

　その盟主であるザルツベルグ伯爵は本来、北部方面の国防の要を担ってきた重じゆう鎮ちんだ。

　しかし、近年では王都を訪れる事も無く、自領に引ひき篭こもって好き勝手な政治をしていると聞く。

　ゲルハルトを始めとした貴族達と確執があるらしくザルツベルグ伯はく爵しやく家けは貴族派ではないが、ローゼリア王国を蝕むしばむ虫の一匹ぴきである事に変わりはないのだ。

　しかし、現実問題として、ウォルテニア半島の隣となりを領地とするザルツベルグ伯爵家の助力がなければ動き様がないのも確か。

　実際、亮真がウォルテニア半島に向かった際に、ザルツベルグ伯爵家へルピスから密書が届けられている。

　その密書の中に書かれた命令は、当然の事ながら御子柴男爵家の監かん視し。

（今までは大した成果も出ていなかったが、改めて半島内の情報を集める様に命じた方が良い……いずれ潮目が変われば、打つべき手も見えてくる筈）

　実際、他にやれる事は無いのだ。

（やはり、私だけでは……）

　今、ルピスには多くの臣下が仕えている。

　だが、本当の意味でルピスへ忠誠を誓っている人間は極めて少ない。

　貴族の大半はルピスの権勢を侮り好き勝手に動いているし、ベルグストン伯爵とは御子柴亮真のザルーダ王国救援に際して起きた確執以来、関係がぎくしゃくしているというのが実情。

　当然、ベルグストン伯爵の義弟であるゼレーフ伯爵との関係も疎そ遠えんな状態だった。

　騎き士し団だんの大半はエレナに靡なびいているし、当の本人はザルーダ王国に駐留中。

　世事的にも、軍事的にもルピスは孤こ立りつしかかっている。

　それが分かっているからこそ、メルティナは必死でルピスを補ほ佐さしてきた訳だが、やはり一人では限界らしい。

　実際、今のルピス女王は限界だった。

　それこそ、ほんの少し力が加えられれば、床ゆかに落とされたガラス細工の様に砕け散ちってしまう位に。

（ミハイル様……やはり陛下にはあなたが必要なのです……）

　最近では王城に出仕することなく自らの屋敷に引き篭もっている同どう僚りようの顔を思い浮かべながら、メルティナは深いため息をついた。







第四章　影の存在







　荒い息いき遣づかいが、耳に大きく響ひびく。

「はっ、はっ、はっ、はっ」

　それが敵に自分の位置を知らせる愚ぐ行こうだと頭ではわかってはいたが、体がそんな若者の想おもいを許しはしない。

　確かに幾いく多たの戦場を潜くぐり抜ぬけてきた若者の体は鋼の如く鍛きたえられていたし、武法術によってその優すぐれた身体機能は更に強化されてはいた。

　しかし、筋力も持久力も常人とは比べ物にならないほど強化されはしても、所詮それは人間という存在の枠わくの中。

　酸素を肺に吸い込み、糖や脂し肪ぼうを燃ねん焼しようさせエネルギーを生み出す。

　そして生み出されたエネルギーは筋肉によって消費され、酸素は二酸化炭素へと変化して体外へと放出される。

　それら一連の人間という生物の持つ基本的な構造原理は何も変わらない。

　たとえ若者がＣランクというギルドの若手の中では指折りの腕うで利ききだったとしても……

　滝たきのように額から滴したたり落おちる汗あせを乱暴に手で拭ぬぐい、若者は腰こしに吊つり下さげた革かわ袋ぶくろを口元へと運ぶ。

　革の味が染しみついた生ぬるい水。

　お世辞にも美味いといえる様な味ではないが、それでも今の若者にとっては最上級のワインにも等しい生命線だ。

「これでお終しまいか」

　最後の一滴てきまで絞しぼりつくすように口に含むと、若者は苛いら立だたしげに袋ふくろを投げ捨てる。

　森の中に点在する水場までたどり着く事が出来れば、水を補給する事は可能だ。

　若者とて、事前にギルドに保管されていたウォルテニア半島の地図に目は通している。

　それは、現代日本で使われるような精密な地図とはとても比ひ較かくにならないお粗そ末まつなものだが、それでも水場のある方向や距離は正確に掴つかんではいた。

　水は生きて行く上で必要不可欠だが、かさばるのが難点だ。

　その上、食料や替えの武器等の装備と比べると、現地調達が可能な水は荷物の構成としては低くなる。

　ただし、その分だけ若者は水場の位置を把は握あくする作業を重視した訳だ。

　しかし今、その水場にたどり着く可能性は万に一つもない。

（連中は意図的に俺おれを水場とは逆の方向へ追い立ててやがる……体力を消しよう耗もうさせてから狩かる気だ）

　苛立たしげに唾つばを吐はくと、若者はちらりと後方へ視線を向ける。

　整備された平へい坦たんな街かい道どうを十キロ走ってもさほどの疲ひ労ろう感を感じはしないだろうが、ここはその名も高き人外魔境。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の草木とそこに生息する怪物達が逃とう走そうを遮さえぎり、後方からは姿なき追つい跡せき者しや達たちが追いかけてくるとなれば、肉体的にも精神的にもかなり追おい詰つめられていた。

　どこかで一度小休止を入れたいというのが正直な思いなのだ。

（くそったれが）

　この仕事を受けようと言い出した仲間は、既すでに黄泉よみへの旅路を歩み始めている。

　金に汚きたない人間ではあったが、若者とは不思議とウマがあった。

　仕事が終わり、懐ふところ具ぐ合あいがよくなった夜はよく連れ立って酒場や娼しよう館かんへ繰くり出したものだ。

　しかし、今の若者の心を埋め尽つくすのはそんな思い出ではない。

　次から次へと浮かんでくるのは、死んだ相方への尽きぬ罵ば声せい。

　そして、この仕事を引き受けた自分の浅はかな判断への後こう悔かいの言葉だ。

　確かに、今回の仕事は高額だった。

　報ほう酬しゆうとして提示された金額は相場の五倍の前まえ払ばらい制。

　その上、調査の結果次し第だいではさらに追加報酬ボーナスまでつけるという。

　とある貴族から直接依い頼らいされたギルドを通さない怪あやしい仕事ではあったが、ただの調査でこの金額はかなり美味おいしい依い頼らいの筈だった。

　だからこそ若者もこの話に乗ったのだ。

　だが……

（何が簡単な調査だ。あの野や郎ろう。こんなクソみたいな仕事に俺を巻き込みやがって）

　ウォルテニア半島。

　それはギルドに所属している荒あら事ごとを生業とする人間ならば、一度は耳にした事のある地名だ。

　実際、若者も過去幾度となくこの土地の噂うわさは耳にしていた。

　曰いわく、海かい賊ぞくの根城と汚よごれた亜あ人じんの隠かくれ集しゆう落らくが存在すると噂される、見捨てられた土地。

　曰く、凶きよう暴ぼうで強きよう靭じんだが、非常に高値で取引される皮や牙きばを持った高位怪かい物ぶつ共がひしめく宝の山。

　そんな話を聞かされる度に、いつかは自分も腕を上げてかの地へ行くのだと、仲間達と酒場で気勢を上げたものだ。

　何しろ、かの地は確かに呪のろわれた魔境だが、行って生きて帰って来る事が出来れば、ギルドや同業者からは腕利きと認められ一目も二目も置かれる様になる。

　箔はくも付くし、上手く行けば仕官の可能性も有り得るのだ。

　駆かけ出しの若者が恐怖と共に憧あこがれを抱いだく様になるのも当然だった。

　そんなウォルテニア半島に変化が訪れたのは今から二年ほど前の事。

　突然、今まで見たことも聞いたこともない名前の貴族が誕生し、ウォルテニア半島をローゼリア国王より賜たまわった。

　それはまさに青せい天てんの霹へき靂れき。

　その事を聞いた多くの人間は、まず無名の傭よう兵へいが貴族に叙じよせられた事を驚おどろき、次にウォルテニア半島を押おし付けられた事に嘲あざけりの笑い声をあげたものだ。

　名目こそ恩賞ではあるが、普ふ通つうに考えてそれは嫌がらせや罰ばつゲームに等しいものでしかないのだから。

　確かに、ウォルテニア半島は一貴族が領地にするには広大な土地ではある。

　それこそ、西方大陸全土を見み渡わたしても、これほどの土地を領する貴族は数えるほどしかいないのだ。

　しかし、如何に広大な領土であろうとそこに住む人間が居なければ何の価値もない。

　何も生み出さない不毛な土地を得た、治める民もいない裸はだかの王様。

　いや、この場合は貴族様か。

　どちらにせよ、御み子こ柴しば男爵への西方大陸における世間一般的な評価としては、広大な領地という言葉に惑まどわされ、貧びん乏ぼうくじを引いたアホな貴族だったのだ。

　だが、その評価が大きな間違いだった事を若者は身をもって思い知らされた。

「化け物だ……あれを作った奴やつは……化け物だ……」

　若者の脳のう裏りに自分が丘おかの上から目にした光景が浮うかび、感かん嘆たんとも罵ののしりとも取れる言葉が唇から洩もれた。

　それはローゼリアの片かた田舎いなかで生まれた若者が、今までの人生で見てきたどの都市よりも立派で巨きよ大だいだった。

　確かに、ギルドへの登録のために訪れた王都ピレウスや、仲間達から伝え聞くオルトメア帝国の首都といった巨大都市に比べれば幾いく分ぶん規模は劣るかもしれない。

　だが、高く分厚い城じよう壁へきで幾いく重えも囲まれた街と、海岸を埋め尽くすように設けられた巨大な港を見れば、誰が冷静でいられるだろう。

　そして、湾わんの中央に建設されつつある巨大な城。

　その壮そう大だいで機能的な城は若者と彼かれの仲間達の心を圧あつ倒とうした。

「伝えるんだ……あそこの事を……」

　今、ウォルテニア半島の実情を正確に知っている人間はいない。

　それは、御子柴男爵が領内へギルドの支部を作ることを拒こばみ、ザルツベルグ伯爵領の北に関所を設けて殆ど全すべての通行を遮断している為ためだ。

　その為、ギルドにはウォルテニア半島へ資源を採取する依頼が増え、ギルドを通さない裏の仕事では半島の実態調査を希望する周辺貴族達の依頼が引きも切らない。

　そんな時、報酬の良さから今回の仕事を引き受けた訳だが、現実は無情だった。

「あそこが化け物の巣だと……みんな口くち封ふうじに消されたんだと……」

　御子柴男爵がウォルテニア半島を領ししばらくしてから、かの地へ向かった傭兵や冒ぼう険けん者しや達たちがみな消息を絶つという事件が起きた。

　初めは、自分の実力を勘かん違ちがいした馬鹿な連中が怪物の餌えさになっただけだと思われていたのだが、若者はその真の理由を身をもって理解させられていた。

　あの丘の上から見た巨大な城じよう塞さい都市が全てを物語っている。

　わずか数年でこの人外魔境にあれほどのものを作り出した手しゆ腕わんは、まさに化け物という言葉がふさわしい。

　だが、それだけの手腕を誇ほこる人間が、簡単に自分の手の内を晒さらすだろうか。

　その結果が、今の若者の状態だ。

　自分が得た情報を依い頼らい人にんへ持ち帰らなければならないという使命感が若者の体を突き動かす。

　それが仲間達を失い、一人だけ生き残った自分に出来る唯ゆい一いつの償つぐないだと信じて……

　やがて若者の行く手が開けてきた。

　山やま裾すその広がる森を抜け、ザルツベルグ伯爵領の境近くまでたどり着いた証しよう拠こだ。

　若者は酷使され疲労の極みに達し悲鳴を上げる体へ最後の力を込める。

（もう少し……もう少しだ）

　若者は必死で走り続ける。

　だが、後もう少しというところで、突然木の上から黒い影かげが降ふって来た。

「え？」

　何かが光ると共に何か冷たい物が若者の喉のどを掠かすめる。

　思わず足を止め喉に手を当てた若者の目が恐怖と驚きよう愕がくで凍こおりついた。

　手についているのは、ドロリとした粘ねばり気けを帯びた液体。

　汗以外の何かが、若者の首筋から流れ出る。

　自分の命を刻む時計の針が鈍にぶくなっていく事を感じ、若者は恐る恐る自分の両手を目の前へと持ち上げた。

「血……だ……」

　心臓が鼓こ動どうを打つたびに、首から液体が胸へと滴り落ちた。

　赤黒く染まった手。

　喉の奥から熱い物が込み上げてきて、若者はその場に崩くずれ落ちる。

　その傍かたわらに、何時いつの間まにか黒い影が立っていた。

「ここまで逃にげてくるとは、運のいい男だ」

　手にした小こ太刀だちの血を布で拭いながら、黒い影は無機質な視線で若者の死体を見下ろす。

「あいつらも懸けん命めいに修練を積んでいるようだがまだまだだな。厳げん翁おう殿どのに少し厳しく仕込むように言っておくか」

　小さな呟つぶやきだ。

　しかし、影の後ろから来た人間には十分に聞こえる大きさだったらしい。

「まぁ、そうお言いでないよ、竜りゆう斎さい殿どの。ここ数ヶ月仕込んだだけにしては、あの子達の腕は中々のものさね。あまり過か酷こくな修しゆ行ぎようを行って潰つぶしてしまったら元も子もないからね。お館様が出立される前に、あまり無む茶ちやな修行をさせるなと釘くぎを刺さされているんだろう？　まぁ、焦あせらぬ事よ」

　しわがれた女の声が背後から掛けられ、影はゆっくりと振ふり向むいた。

「そうは言うがお梅うめ殿どの。お館様が戻もどられる前に少しでも腕を上げさせたいではないか」

　竜斎が不満そうに口を開いた。

　伊い賀が崎さき衆の長老として一族の興亡に人一倍の責任を感じる竜斎としては、少しでも亮りよう真まに対して自分達一族の利用価値をアピールしたいというのが本音だ。

　忍しのびとは生きた道具。

　そして、道具とは使おうとする人間がいてこそ存在する意味があるのだ。

　逆に言えば、道具は誰かに使って貰もらえなければ道具として成立しない。

　ただそこにあって、腐くさっていくだけの物体。

　それが分かっているからこそ、竜斎は自らの存在価値を示し続けたいのだ。

「まぁ、確かにその気持ちは分からなくもないけどね。侵しん入にゆう者しや五人のうち四人まではあの子達だけで始末をつけたんだ。そこは認めてやっても良いんじゃないのかい？」

　忌いま々いましげに竜斎が足元の遺体へ蹴けりを入れる。

「こいつの腕が予想以上だったという事か」

　竜斎の目から見れば目の前に転がる死体はどれほど甘あまい採点をしても並以下だ。

　しかし、それは何十年もの間、ひたすら忍び稼か業ぎように人生を費やしてきた竜斎だからこそ下せる評価だろう。

「そうさ。それに、偶たまに紛まぎれ込むこういう腕利きを始末する為に竜斎殿にわざわざ此こ処こまでおでましいただいたんだからねぇ」

　その言葉に、竜斎はしぶしぶ頷うなずく。

　実際、伊賀崎衆の中でも最高位である長老衆に属する人間が二人もこんな辺へん鄙ぴな場所にいるのは、単なる物もの見み遊ゆ山さんではない。

「確かに……お梅殿の言われるとおりだな」

「実際、お館様が考えられた訓練方式はかなり成果を上げているよ。何しろただの子供がまがりなりにもいっぱしの忍びとして働くだけの力をつけたんだからね」

「わざと連中に国境を越えさせてから口封じのために狩ると言われた時には意味が分からんかったがな」

　そう言うと、竜斎は苦笑いを浮かべた。

　セイリオスの街の発展は今はまだ他人に知られる訳にはいかない。

　何れは大陸全土に知らせ交易を盛んにすることとなるだろう。しかし、御子柴亮真という領主がザルーダ遠えん征せいに赴おもむき不在の今、この情報が外へ洩れればどこでどんな動きが起こるか予想がつかないのだ。

　だから、情報封鎖の為に国境を封鎖した事自体は正しい。

　問題は、亮真が下したもう一つの命令だ。

「そりゃあたしだって同じさ。あの方以外の一体誰が、わざわざセイリオスの街まで密みつ偵ていを引き入れてから始末するなんて危ない修行方法を考え付くんだい。確かに一度実戦を経験すればそれだけで腕は格段に上がるだろうけどね」

　国境線で密偵の侵しん入にゆうを阻はばむのではなく、いったんセイリオス近きん郊こうまで侵入させた上で口を封ふうじる。

　一見すると非合理で無駄な危険を冒おかしているように思えるが、実のところは真逆だった。

　例えば、これが戦争ならば亮真も自分が不在の時期にこんな命令はしなかっただろう。

　だが、諜ちよう報ほう戦せんとなると意味合いが大分変わって来る。

　何せ、密偵の仕事は情報を探り出して持ち帰る事だ。

　逆に言えば探り出しただけでは意味がない。

　そして、その差を利用して、忍びの育成に充あてようというのが亮真の狙いだ。

　それは極限まで人の命を利用しようという実に利己的で冷れい酷こくな思考だろう。

　正に、無駄のないエコな考えと言える。

　そして、実際この策は上手うまくいっている。

　わずかな期間で、奴ど隷れいとして各地より買い集められたただの子供が、まがりなりにも忍びとしての仕事を出来るようになるまで育ったのだから。

「獅子は子に狩りを教える時に弱らせた獲え物ものを与えて教え込むと聞くが、それと同じか……」

「まぁ、確かに度胸をつけるには良い手だよ」

「だが、そろそろこの修しゆ行ぎよう法ほうも危なくなってきたという訳だな」

　その言葉にお梅は小さく頷く。

「そうだね。直すぐにどうこうって訳じゃないがね……竜斎殿にはまだ伝えていなかったけれども、このところあの子達の追つい跡せきを振り切って国境近くまで辿り着つく腕利きが増えて来ていてね。最初は私が始末していたんだけれど、少しばかり手が足りなくなってきているのさ」

「ふむ、それでワシを呼んだと言う訳だな」

　お梅の言葉に竜斎は深いため息をついた。

　確かによほどの馬鹿でない限り、何の対策も取らずに密偵を送り込み続ける筈がないのだ。

「あぁ、もうしばらくは持つと思うけれども、早めに手を打っておいたほうがいいと思ってね」

　帰き還かん者しやが居なければ当然の事ながら、依頼人やギルドは派は遣けんする人間の質を上げてくる。

　初めはＥやＦランクといった人間ばかりだったようだが、最近はＢランクやそれに近い腕利きの人間も混ざってきている。

　このままいけば何れはＡランクに属する一流と呼ばれる人間が派遣されてくる可能性も出てくるだろう。

　そうなれば如何いかに地の利が自分達にあるとはいえ、何時までも侵しん入にゆう者しや達たちを確実に始末できるとは限らない。

　如何に伊賀崎衆の手て練だれが、決して逃さないように十と重え二は十た重えの結界を張っていたとしてもだ。

「今後もこの程度の人間が派遣されてくるのなら問題はないが……甘い考えだろうな」

「まぁ、その辺の事は御お屋や形かた様がお戻りになられた後に相談すればいいさ」

　その言葉に竜斎は小さく頷くと、遥はるか南の空を見上げた。

　王都にて女王ルピス・ローゼリアヌスへ帰き還かんの報告を終えた伊賀崎衆の主が帰って来るのを想っているのだろう。

「そう言えば、エルフ達の方はどうなんだい？」

　暫らくセイリオスの街を離はなれていて状じよう況きようを把握していないお梅が竜斎に問う。

「そっちはボルツ殿が主導しているが話を聞いた限り順調の様だぞ？」

「へぇ？　エルフって奴は人間が嫌きらいって話だったがねぇ？」

　その言葉に、竜斎は苦笑いを浮かべる。

「好きか嫌いかで言えば今でも連中は人間をきらってはいるだろうさ。だが、嫌いで済むかどうかは別だろうよ」

　その言葉にお梅はニヤリと唇を釣つり上げた。

「酒に食料かい？　エルフってのも人間と変わらないんだねぇ」

「後は煙草たばこなんかも好むようだな。実際、エルフと人間の差などたかが知れているのだろうよ。何せ子供も作れるという話だしな」

　その言葉にお梅は小さく頷く。

「御屋形様が命じた交易の成果って奴かね？」

「そうだろうな。酒にしろ煙草にしろ、その美味うまさを知らなければ我が慢まん出来る。だが一度味を知ってしまえば我慢なんて無理だろうさ」

「成なる程ほどねぇ……」

　お梅の口から感嘆のため息が零こぼれた。

　実際、亮真の指示によって、ネルシオスの下には定期的に嗜し好こう品ひんなどを積んだ部隊が送られている。

　その対価として、エルフ側から出して問題ない秘薬の材料などが運ばれてくる訳だ。

「だが、何いずれは……な」

「そうだろうねぇ……」

　確かに、エルフ達が代価として支し払はらう品には価値はある。

　それらは、シモーヌを通じて市場に流せばかなりの値段が付く品だ。

　だが、それらの代価は何れ尽きるだろう。

　秘薬の材料は高位の怪かい物ぶつ達たちを討とう伐ばつしなければ手に入らない品が多い。

　一部には植物系の者もあるが、そう言った物は収しゆう穫かく時期が極めて限られているような物ばかりだ。

　確かに、今のところは問題ない。

　だが、何れは支払えなくなる。

　そうなった時、エルフ達が選ぶ道は二つ。

　一つは一いつ切さいの贅ぜい沢たく品ひんを捨て、亮真達と関係を持つ以前の生活に戻る道。

　そしてもう一つは、別の品物で支払うかのどちらかだ。

　しかし、一度味わった蜜みつの味をそう簡単に忘れる事は出来ない。

　知らないという事はある意味幸せと言える。

　だが、麻ま薬やくと同じで一度知った味を我慢するというのは中々に難しい。

　エルフ達は必ず自らのもつ法術の知識を代価に差し出してくるだろう。

　そうなる様に、亮真はネルシオスとの会談で、過去に一度たりとも秘ひ匿とくする法術に関しての知識の話を持ち出さなかったのだから。

「まぁ、それもこれも御屋形様がお帰りになってからだな……連れん絡らくによると、後二日というところか？」

「あぁ、そんなところだろうね」

　竜斎の問いに、お梅は小さく頷いた。




　夜の闇やみに包まれたセイリオスの街。

　その中心に建てられた屋や敷しきの窓からは、深夜にもかかわらず未いまだに明かりが漏もれていた。

　ローゼリアの王都ピレウスで行われた祝賀会を終え、一年以上も留守にした自分の領地へ戻ったのは今日の昼過ぎあたり。

　それから一息入れる間もなくずっと執しつ務む室しつの椅い子すに腰かけ書類仕事に追われている。

　だが、今の亮真に休みはない。

（まさに貴族の鏡……だな）

　自じ嘲ちようの笑えみが漏れた。

　亮真は執しつ務む机づくえに肘ひじをつきながら、分厚い報告書の束をめくっていく。

　そこには伊賀崎厳翁の手によって、今後ウォルテニア半島の全体に張はり巡めぐらされる予定の防諜活動に関しての計画が詳しよう細さいに記き載さいされていた。

（問題点の指し摘てきに改善提案。それに優先順位をつけている。厳翁もボルツ、二人共も伊達に年をくってないねぇ）

　予想以上の成果に亮真は満足げに小さく頷く。

　もちろん、二人は文官ではないので書類仕事を得意としていた訳ではない。

　記載された文章も決して質の高い物ではないのは事実だ。

　いかにも武骨で、書類仕事に慣れていないのが丸わかりな書き方。

　恐らくローゼリアの王宮に仕える文官達にこの書類を見せれば、無教養な野や蛮ばん人じんの書いた落書きだと無数の指摘を受けた後に、ろくに読まれる事もなくゴミ箱行きだろう。

　しかし、読みやすい書類、形式を守った書類を作る重要度は確かに高いものの、亮真にとってそれは必ひつ須すとは言えない。

　今ウォルテニア半島に最も必要とされているのは、理想的な組織の全体像を構築しその理想へ向かう為の道順をイメージ出来る人間だ。

　そして、他に任せられそうな人材が居なかったとはいえ、亮真は決して何の勝算もなく二人にウォルテニア半島を任せた訳ではなかった。

　組織を管理運営するための基本的な考え方は常に同じだ。

　短期的な目標、中長期的な目標。

　その中からそれぞれに対して優先度をつけ、さらにリスクとメリットを明確化して対応していく。

　それは現代社会でも十分に通用する思考。

　いや、いつの時代であろうと必要とされる、上は国家の壮大なプロジェクトから、下は庶しよ民みんの家計にまで共通する考え方といえる。

　時代や国によって、用いられる言葉や表現方法が異なると言うだけだ。

　だが、組織を作り運用していく上で必須な考え方でありながら、これを理解し実行出来る人間は意外なほど少ないのが現状だろう。

（あの二人に任せて正解だった）

　二人が持つ人生の先達という圧倒的な経験値。俗ぞくに言う年の功というやつだ。

　それは、今の亮真にとって何よりも重要な宝の一つといえる。

　厳翁は長年伊賀埼衆という組織を率いてきただけあって、その視点は厳しい上に的確だし、それはリオネの補ほ佐さ役やくとして【紅べに獅じ子し】を支え続けて来たボルツの報告書に関しても同じだ。

　この結果から見ても、亮真の判断は的確だったと言える。

　もし仮に不満を言うのであれば、もう少しきれいな字で簡潔に書いてくれというくらいだろうか。

（まぁ、ご愛あい嬌きようってところか……それに、俺も作れと言われて作れる自信はないしな）

　慣れない書類作りに必死の形相で取り組む二人の顔が脳裏に浮かび、亮真の顔に人の悪い笑みが浮かぶ。
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　自分も作れないのだという事を棚たなに上げて。

「ふぅ……あと少しだな」

　最後の一ページを読み終えた亮真は、ため息と共に大きく伸のびをすると、目を通し終えた報告書を傍らに立つローラへと渡わたす。

「はい、後はシモーヌ様の報告書で最後となります」

「了りよう解かい」

　若じやつ干かんうんざりしたような表情を浮かべつつも、亮真は素す直なおに手て渡わたされた書類へ視線を向けた。

　一年近くも留守にしたツケは大きい。

　ウォルテニア半島に帰還してから今まで、ずっと執務室に籠こもって報告書の確かく認にんに時間を費やしていたが、流石に嫌いや気けがさしてくるのも当然だった。

　だが、その反面、この不毛な作業の重要性を理解してもいる。

　亮真はボルツや厳翁といった面々を信用はしていたが、無条件の信しん頼らいはしていない。

　信用と信頼の差。

　そして信じて仕事を任せるのと、放置は違ちがう。

（難しいところだがな……）

　口を出しすぎれば自分を信用していないのかと反発を買うだろうし、放置が過ぎれば自分に関心がないのかと腐るのが人間の心だ。

　それは規模こそ違え、家族でも会社でも社会でも本質的には同じ事。

　そして……

「本質を理解していれば応用が出来る……か。なるほどな」

　それは亮真の祖父である御子柴浩こう一いち郎ろうが幾度となく口にした言葉だ。

　耳にこびり付くほど繰り返されてきたそれが脳裏に浮かび、亮真は思わず苦笑いを浮かべた。

　日本で暮らしていた時には口うるさい戯たわ言ごとと思っていたが、この異世界に呼ばれてから亮真の命を救ってきたのはその戯言の数々だというのだから、人生とは何と皮肉な物か。

（祖父じいさんに教わった考え方がここでも活いかせるとはな）

　面めん倒どうな作業ではあるが、こういった書類仕事は基本。

　それを疎うとんじるようでは組織の管理は出来ない。

　そして、基本を積み重ねた先に奥おう義ぎが存在するのもまた、武と同じ。

（ましてや、俺の望みはその先にあるんだからな……）

　自らの最終目標を頭に想い描えがいた瞬しゆん間かん、背筋に電流が流れる様な感かん触しよくが走る。

　それは平和を絵に描かいたような日本での生活からは想像も出来ない偉い業ぎようだ。

　確かに、男ならだれもが一度は夢に見た事はあるだろう。

　だが、実現の可能性はまず皆かい無むと言える空想だ。

　しかも、それ自体が目的なのではない。

　あくまでもそれは亮真の望みを達する為の手段でしかないのだ。

（まぁ、焦らずやりますか。先は長いんだしな）

　猛たけり狂くるう想いを沈しずめるために亮真は深く息を吸い、ゆっくりと吐き出す。

　心の奥に秘ひめた野望と憎ぞう悪おの火は、未だ亮真の心を燃え上がらせている。だが、それに振り回されていては身を滅ほろぼしかねないのだから。

「お疲つかれ様さまでしょう。今、お茶をお持ちいたします」

「あぁ、そうだな。一息入れるか」

　自分でも集中力が切れてきたのを自覚していたのだろう。

　サーラの言葉に亮真は素直に頷くと、軽く首を回す。

　目に映るのは、机の上に置かれた紙の束だ。

　羊皮紙が一いつ般ぱん的てきな大地世界アースにおいて紙はかなりの貴重品だが、今の亮真にとってはさほど痛手でもない。

　紙の確保と安定供給は、領内発展の為の資金稼かせぎと共に、シモーヌに命じていた幾いくつかの案件の中でもかなり優先度の高い物だ。

　その確保に成功した事は亮真にとって実に喜ぶべき成果だった。

　しかし……報告書の記述が中ちゆう盤ばんに差さし掛かかったあたりから亮真の表情が曇くもりだした。

（おおむね予定通りだが、少しばかり気に入らないな……まぁ、全てが俺の思い通りになる訳がないが）

　いや、亮真の思い通りに事が進まない事など幾らでも存在する。

　そもそもとして、御子柴亮真がこの大地世界へ召しよう喚かんされた事自体がその証明だろう。

　ただ問題は、思い通りに行かなかったからと言って放置するのか、少しでも自分の意向に沿うように修正していくのかの違いだ。

　そう言う意味から言えば、召喚直後に有う無むを言わさずオルトメア帝てい国こくの宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであったガイエス・ウォークランドを殺害したことは、そんな意図しない現実への反はん抗こうとも言える。

　実際、あそこでガイエスを殺したからこそ、今の亮真が存在すると言っても良いだろう。

　そんなふうに過去を思い返しながら、亮真は書類を読み進めていく。

　だが、読み進めていくにつれて、亮真の眉み間けんに深いしわが刻まれていく。

　シモーヌに命じた仕事の中で、紙を筆頭に鉄や木材といった資源の確保と供給はおおむね満足のいく成果が出ている。

　商会を拠きよ点てんとした諜ちよう報ほう機関としての組織作りもまずまず順調であり、西方大陸東部三ヶか国こくに関してはかなり綿密な情じよう報ほう網もうの構築に成功していた。

　シモーヌは及きゆう第だい点てん以上の成果を上げている。

　ほぼ完かん璧ぺきと言っていい成果だ……そう、たった一つを除いて。

　机に置かれた紅茶を一口すすり、亮真は再び思考の海へとその身を沈めていく。

（予定していた金額の半分にも満たないか……まぁ、直近で使う予定がある訳じゃないし、交易が順調のようだからいずれはカバー出来るが……）

　シモーヌに命じた最優先事じ項こうの一つ。

　領内開発のための資金集めだが、思った以上に成果が出ていない。

　書類に記された金額は金貨三万枚。

　それは当初、亮真がザルーダ王国へ出しゆつ征せいする前にシモーヌと打ち合わせをした際に想定していた金額の三分の一程度に過ぎなかった。

　そして、問題はそれに対しての説明がどこにも記載されていない事だ。

（シモーヌの経営手腕に問題があるとは思えない）

　実際、シモーヌの経営手腕は卓たく越えつしている。

　当初はわずか二隻せきに過ぎなかったクリストフ商会のガレオン船だが、何時の間にか八隻までに数が増えている。

　交易品を満まん載さいにして、西方大陸北部の海を駆け巡っている証拠だ。

　確かにエルネスグーラ王国と東部三ヶ国の間に結ばれた協定によって商しよう業ぎよう圏けんは広まっている。

　完全な自由貿易と言う訳ではないが、それでも今までより格段に商売はやり易やすくなっているだろう。

　商売をする環かん境きようは以前よりも整っているのだから。

　しかし、それは同時に同業者との戦いが激しさを増した事を意味する。

　実際、目め端はしの利きくエルネスグーラ王国やミスト王国は、国家主導の下で国内の有力商人と連携し、製品の生産や輸出入を活発化させていた。

　大きな商機を目にすれば、考える事はみんな同じだ。

　それこそ、この波に今一つ乗れていないのは、両国の海岸沿いに有力な港を持たないローゼリア王国とザルーダ王国の二つくらいなものだ。

　それだって、両国の商人達たちは海路の交易を捨て陸路に活路を見み出いだそうと足あ搔がいている。

　そんな中で確実に利益を出しているのだから、シモーヌに商才がないとは言えないだろう。

　だが、そうなると問題は更さらに深刻さを増す。

　亮真の脳裏にザルーダ国王ユリアヌス一世から告げられた忠告の言葉が思い浮かんだ。

（嫌いやな感じだ）

　その忠告が今回の件に関連している保証はない。

　そもそもとして、ユリアヌス一世の忠告自体が、確かな裏付けがある話ではないのだから。

　しかし、亮真の勘かんがしきりに警報を鳴らす。

　恐おそらくシモーヌはわざと理由を記載しなかったのだろう。

（問題は書けなかったのか、書かなかったのかだな……シモーヌに確認するか……）

　壁かべにかけられた時計の針は午前一時を指していた。

　うら若き女性を呼び出すには適切とは言えない時間だが仕方がない。

　何となく今後の動き方を大きく変える転てん換かん期きになる様な気がするのだから。




（やはりあの件かしら……）

　深夜の急な呼び出しにも関わらず、シモーヌの顔に戸と惑まどいはない。

　提出した資料に詳細を記載してはいたが、あの事に関してだけは記載していない。

　だから、亮真の性格を考えれば直接確認したがると容易に予想出来る。

（でもまぁ、まさかこんな時間に呼び出されるとは……ね。少し私の読みが甘かったかしら。でも、ちょうどいいわ。私も直接お聞きしておきたい事があったし……）

　シモーヌとして夜が明けてから面会を申し込もうと思っていたのだが、亮真はそれ以上にこの件を注目しているようだ。

　しかし、ある程度予感していたとはいえ眠ねむりを妨さまたげられてから大急ぎで身み支じ度たくした女の身。

　髪かみの毛けのセットに十分な時間が取れなかったせいで、少し形が気になり、思わず髪へ手が伸びる。

「シモーヌ・クリストフ様がお見えになりました。お通ししてもよろしいでしょうか？」

　執務室の扉とびらを守る衛兵がシモーヌの来訪を告げた。

　今日の担当は、まだ顔に幼さの残る年若い兵士だ。

　だが、その挙動は十分に熟練していると言って良いだろう。

（よくもまぁ、あの子達へ礼れい儀ぎ作法まで仕込んだわね……）

　もちろん、上級貴族の館に使える生はえ抜きの使用人に比べれば幾分質は劣おとるのは確かだ。

　だが、それは本当に僅わずかな差でしかない。

　商しよう売ばい柄がら貴族とやり取りをする機会の多いシモーヌの目から見ても、彼かれ等らの対応は十分に許容できる範はん囲いだ。

　その上、この衛兵は年若さに似合わず兵士としても優ゆう秀しゆうな筈はずだ。

　何しろ全ての兵士が武法術を習得しているウォルテニア半島の兵士達の中で、その支配者の執務室へ続く扉を守るのだ。

　忠誠心に篤あつく腕うでの立つ人間を選ぶのが当然と言えるだろう。

「えぇ、お通ししなさい」

　鈴すずの鳴る様な声。

　執務室の扉がゆっくりと開かれ、シモーヌの体が前へと進む。

　部屋の窓まど際ぎわには大きな執務机が置かれている。

　その上には、うず高く積まれた紙の束がシモーヌの目に飛び込んでくる。

　だが、やはり最も目を惹ひくのはこの部屋の主の姿だ。

　久しぶりに顔を合わせた亮真の顔は、普ふ段だんと変わらぬ穏おだやかな笑みを浮かべていた。

（まるで主人のそばを離れようとしない犬みたい……相変わらずの様ね……）

　その後ろに影の様に控ひかえる金と銀の髪を持つ双ふた子ごの姉妹を見て、心の奥おく底そこから嫉しつ妬とによく似た感情が湧わき上あがるのを感じ、シモーヌは思わず苦笑いを浮かべる。

　それは、御子柴亮真が過去一度としてシモーヌに言い寄った事がない事への不満だろうか。

「夜中にすまなかったな」

「いえ、お気になさらずに」

　亮真の勧すすめに従い、シモーヌは部屋の一角に設けられたソファーに腰こしかけた。

　先日、シモーヌが買かい揃そろえた家具の中で高価な品の一つだけあり、座すわり心ごこ地ちは最高だ。

（ダメよ……今は仕事に集中しなきゃ）

　湧き上がってくる女としての不満を押し隠すかのようにそっとスカートによった皺しわを伸ばすと、シモーヌは真しん剣けんな表情を対面に座る青年へ向ける。

「俺が呼び出しておいて何だが、随ずい分ぶんと来るのが速かったな……その様子からすると呼び出しを事前に予想していた訳じゃなさそうだが……」

　そう言う亮真の視線がシモーヌの髪に向けられる。

　確かに、うら若き淑しゆく女じよが人前に出るだけの身支度は出来ている。

　だが、それはあくまでも最低限のレベルでの話。

　普段とは違う髪の結ゆい上げ方をしているところからも、それは直ぐに分かる。

「なるほど……やはり、直接聞く事にして正解だったようだ」

「えぇ、私としても早いうちにお時間をいただいた方が良いと考えてはいましたから……ただ、お戻りになられてからこれほど早く呼び出されるとは思いませんでしたけど」

　だが、その言葉に隠されているのは非常識な時間に呼び出した亮真への嫌いや味みではない。

　実際、シモーヌは亮真の判断の速さを称しよう賛さんに値すると考えている。

「悪かったな、まぁ、俺もどうしようか悩なやんだんだが、ザルーダの国王様から言われた忠告の件もあったのでね」

「忠告ですか？」
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「あぁ、シモーヌの話に関係しているか確信がある訳じゃないが……」

　珍めずらしく歯切れの悪い亮真の言葉にシモーヌの顔に疑ぎ問もん符ふが浮かんだ。

「それは一体どのような？」

　凡ぼん庸ような国王として有名なザルーダ国王ユリアヌス一世の言葉。

　今度の戦に関しても、ローゼリア王国内でのユリアヌスの選せん択たくに対しての評価は冷ややかだ。

　実際、シモーヌ自身も疑問に感じている。

（そもそも、この方があの和平を聞き素直に引き下がった事が変だわ……第一、あそこで戦が終わりになってしまえば当初の予定が崩れてしまうもの……）

　ちぐはぐな決断。

　少なくともシモーヌはそう感じていた。

　だが、その問いに亮真は答えるつもりがないのか言葉を遮る。

「シモーヌが聞きたい事は分かっている。リオネさんにも散々問い詰つめられたからな。だが、悪いが今は後回しにさせてくれ。どうせ厳翁やボルツにも説明が必要だからな」

　主にそこまで言われればシモーヌとしては多少不満を感じても黙だまって頷くしかない。

「では時間も時間だ。早速話を聞かせてもらおうか……」

　亮真の問いにシモーヌはゆっくりと口を開く。

　その日、シモーヌと亮真の間で行われた話し合いは夜明けまで続いた。




　金。

　それはある一定の水準を超こえた文明社会において、限りなく万能に近い武器であり防具の名前だ。

　いや、金は武器や防具になるだけではない。

　金は食料になり、衣類になり住居になる。

　知識になり、時間になり、場合によっては人の生死すら支配する。

　金で買えない物は確かに存在するだろう。

　だが、金がなくては何物も手に入らないのが現実だ。

　まさに究極とすら言える力と言える。

（それは異世界だろうとなんだろうと変わりはしない……まぁ、そういう意味ではこの世界が貨幣もない未開の地じゃなくてよかったぜ）

　極きよく端たんな話、貨幣の意味も価値も知らぬ原始人が暮らす異世界が存在しないとは言い切れない。

　何しろ自分がこの大地世界にいること自体が荒唐無稽なおとぎ話なのだから。

　頬杖をつきながら会議の進行を聞いていた亮真の視線が、手の中で光輝く黄金の貨幣へと注がれた。

（いい感触だ……たまらなく）

　黄金特有のずしりとした確かな重量感。

　そして、金属特有のひやりとした感触に自然と唇くちびるが吊り上がる。

　紙幣に比べ金貨は重く持ち運びに不便ではあるが、紙では決して持ちえない充実感があるのだ。

「言ってる意味が良くわからないねぇ……つまり坊やや、あんたの狙ねらいは初めから金だったって事なのかい？」

　会議室と名付けられた一室にリオネの声が響ひびく。

　巨大な黒檀の円えん卓たくを囲むのはウォルテニア半島の支配者とその側近達。

　その一人であるリオナは会議開始当初から椅子に深く腰掛けながら沈黙を守っていたが、シモーヌの話を聞き終えるやいなや開口一番に噛かみ付く。

　その瞳の奥おくに隠かくされた暗い怒いかりに気が付き、亮真は苦笑いを浮かべた。

（機嫌が悪いな……予想通りの反応か……まぁ、リオネさんらしいが）

　問題はその怒りの理由。

　一回の傭兵としてならリオネの怒りは正しい。

　戦場の部隊指揮官としても彼かの女じよは正しいだろう。

　だが、亮真がリオネへ求めるのはそんな低い次元ではなかった。

　いや、それは別段リオネだけに求めている訳ではない。

（まぁ、リオネさんもうすうすは気が付いていたんだろうけどな……）

　そうでなければリオネは本気で怒ったはずだ。

　そして、短気な彼女が本気で怒りを感じたのならばとっくの昔に席を立っていただろう。

　それをしないだけの分別と理性があるという事は、話を聞く気があるという事だ。

　そんなリオネの言葉に、シモーヌはゆっくりと首を横に振った。

　実際、資金稼ぎは目的の為の準備というだけの事だし、それだけの為にザルーダ王国まで援えん軍ぐんに行った訳でもないのだから。

「リオネさん、それは少し語弊があるかと。私の仕事は確かに資金や物資の確保ですが、亮真様にとってはそれが全てではありませんので」

　シモーヌの落ち着いた反論にリオネは顔をしかめた。

　恐らくシモーヌの言葉に一定の理解を示したのだ。

（まぁ、嘘うそは言ってないしな）

　少なくとも亮真はリオネ達へ嘘を言った事はない。

　確かに全てを説明したかと問われれば否と言うしかないが、騙したと責められる理由はない。

　亮真が責められるべき理由があるとすればそれはたった一つ。

　全てを説明しなかった事だけだ。

「なるほど、当初若が言われていたように、我々の力を周辺諸侯に見せつける事とザルーダ王国を防波堤に時間稼ぎをする事ですな」

　リオネの隣となりで腕組みをしながら沈黙を守っていたボルツが口を開く。

「はい、その亮真様のお言葉に嘘はありません。実際問題としてそれらは私達にとって必須と言えましたから」

「ただし、全すべてを話した訳でもないと言う事ですかな？」

「端たん的てきに言えばそうなるかと……」

「なるほど……つまりこれで全てとは限らないという事ですかね？」

　そこでボルツは意味深な視線を亮真へ向けた。

「いやいや、流石にこれ以上の隠し事はありませんよ。というか別に隠していたつもりもありませんしね」

　亮真の言葉に含まれた意味を察し、ボルツは唇を釣り上げた。

「なるほど……こりゃぁシモーヌさんの言うとおりだ。確かに我々も尋ねませんでしたからね」

　大げさな身振りで首を横に振るとボルツは髪を掻き毟って大げさに笑う。

　険悪な雰ふん囲い気きを醸し出していたリオネを思いやっての事だろう。

「まぁ良いさ。納なつ得とくは出来ないけど、確かにアタイも聞かなかったからね……」

　副官のボルツにそこまでされれば、リオネとしても矛ほこを収めるしかない。

　実際、亮真の言うように、尋ねなかったのは事実なのだから。

　恐らく頭では亮真の想おもいを理解していたのだろう。

　不承不承ながらも納得はしたらしい。

「じゃあ、改めて話を聞こうじゃないか。別に今いま更さらその話の為ためだけにみんなをこんな朝早くから集めたんじゃないんだろう？　というか、アタイも坊やに聞きたい事があったのさ。いろいろと……ね」

　リオネの探さぐる様な視線を受け、亮真は肩かたを竦める。

　確かに聞きたい事は多いはずだ。

　亮真自身説明を避さけていたという自覚があるのだから。

「聞きたい事というのはユリアヌス陛下の件か？」

　今までずっと事ある毎ごとにリオネから問い続けられ、そしてはぐらかしていた一件の事だ。

「あぁ、あの爺じいさんが帰国の前日のあの夜に、一体あんたへ何を話したのかずっと気になっていたんだよ」

「それは一体どういう……」

　話の流れが見えないボルツがリオネの顔を不思議そうに見つめる。

　いや、それはこの円卓を囲むほかの出席者も同じだ。

　一斉に注がれる視線。

　だが、リオネは亮真から視線を外す事なく無言の圧力をかけ続ける。

「何もなかったとは言わせないよ。あの夜のあんたの態度は絶対に普ふ通つうじゃなかったんだからね」

　詰問するような口調。よほど亮真の態度を我慢してきた現れなのだろう。

（まぁ、ちょうど良いか……）

　長い話だ。

　そしてかなり込み入ってもいる。

　はっきり言って、亮真としてもどこから話すべきか悩んでいたというのが正直なところだろう。

「そうだな……とりあえずそこから話をするとしようか」

　亮真は一つ大きなため息をつくと静かに口を開いた。

「ユリアヌス陛下から言われたのは、今回の戦……と言うよりもこの西方大陸で行われている戦の多くが、ある特定の集団の意思によって左右されているのではないかって話さ」

　そして、その開いた口から洩もれたのは特大級の爆ばく弾だん。

　あまりに予想外な言葉にリオネは唖然とした表情を浮うかべた。

「は？　何だいそれ……」

　いや、リオネだけではない。

　誰だれもが驚おどろきの表情を浮かべて亮真を見つめる。

　驚いていないのは三人だけ。

　亮真の左右に座るマルフィスト姉妹と、シモーヌのみだ。

「まぁ、いきなりこんな話を聞いても信じられないわな」

　実に自然な反応だ。

　というよりも、こんな話を何の前触れもなく聞かされ納得してしまうような人間では亮真のほうが今後の付き合い方を考えなければいけなくなる。

　重苦しい沈黙が部屋を支配した。
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　誰もが言葉もなく亮真を見つめる。

　彼かれらから見れば、亮真のこの発言はまさに正気を失った異常者の妄言にも聞こえたのだろう。

「ま……まぁ、若の話を最後まで聞いてみましょうぜ」

　やっとの事でボルツが口を開く。

　彼自身思うところはあるが、何はともあれ話を最後まで聞くべきだと判断したようだ。

　ただし、彼の瞳の奥に疑問と猜さい疑ぎ心しんが浮かんでいるのは致いたし方のない事だろう。

「悪いなボルツ。じゃぁ話を元に戻そう」

　周囲を見回し彼らの心が落ち着きを取り戻した事を確認すると、亮真は再び口を開いた。

「まず最初に言っておく。俺おれも決してユリアヌス陛下から聞いたこの話を鵜呑みにした訳じゃない。正直にいってあまりに突拍子もない話だからな」

　その言葉に円卓を囲む誰もが無言のまま深く頷いた。

　それは、既すでに亮真から話を聞いていたサーラやローラにしても同じだ。

「だからこの話をユリアヌス陛下から聞かされた後、俺は誰にも話さなかった。正直に言って俺はあの爺じい様さまの正気を疑ったよ。だが、帰国の道すがら一人でいろいろ考えていたら俺はこの話が全くの妄言ではないかもしれないと思う様になった。少なくともオルトメア側に戦を長引かせたいと考えている人間が少なからず居るのは確定だろう」

「というと？」

　ボルツの問いに、亮真は小さく頷うなずく。

「一つはジョシュア・ベルハレスがオルトメア帝国の侵しん攻こうを一年近くも持ちこたえて見せた点だ」

　確かに、ジョシュア・ベルハレスは亮真から見ても卓越した戦術家に見えた。

　父親の作った私し掠りやく部隊の曲者の心服の度合いから察するに指揮能力も高い。

　それに、国境の山さん岳がく地帯はザルーダ王国領内だから、地形に関しての情報も持っていただろう。

　しかし、ユリアヌス一世から話を聞き落ち着いて考えていくと、確かに気になる点が幾つかあるのだ。

　敵の物資輸送を阻むのは戦略の基本。

　しかし、その事はオルトメア側も十分に理解していた筈だ。

　何の対策も取らなかったのだろうか？

　いや、ジョシュアの奇き襲しゆう戦せん法ぽうに対してそれ相応の対策を取ったと言うほうが自然だろう。

　そんな状況下でジョシュアは多くの奇襲を成功させてきた訳だ。

　当然、全てを成功させた訳ではない。

　それでもオルトメア帝国の侵攻速度を低下させた。

　それらの結果を、亮真はずっとジョシュアの能力が優すぐれているからだと思っていた。

　しかし、落ち着いて考えていくとそれだけでは説明がつかないように思えてきたのだ。

「つまり、オルトメア帝国側にザルーダ王国へ情報を提供した人間がいると言う事かい？」

「敵の中に味方を作るのは戦略の基本だからな」

　リオネの問いに頷くと、亮真は沈黙を守る厳翁達たちへと視線を向けた。

「その辺は厳翁や竜斎のほうが詳しいだろう？」

　その問いに、竜斎は重々しく口を開いた。

「なるほど……確かに御屋形様のお言葉は道理かと……ですが、咲さく夜やに聞いた限りザルーダ王国側に調略に長たけた人間がいるとは思えませんが？」

　頷きつつも腑ふに落ちないという表情を浮かべる伊賀崎衆の面々。

　確かに優秀な情報機関があればザルーダ王国があれほど劣れつ勢せいに追い込まれる前に何らかの手を打つ。

　その動き自体が見えなかったという事は、ザルーダ王国に密みつ偵ていなどの情報組織は存在しないか、あってもごく小規模な物の筈だ。

　そして、その判断は亮真の分ぶん析せきとも一いつ致ちする。

「あぁ、だから俺も最初はジョシュアの才覚の結果だと思ってたさ」

　調略は戦において基本だが、それだけに奥が深い。

　緻密で巨きよ大だいな情報網を構築し、優秀な人間が多数必要だ。

　そして何よりも、そこで働く人間達には高い忠誠心と使命感が求められる。

　それは内部抗こう争そうに国力を消しよう耗もうし続けて来たザルーダ王国には決して持ちえないものだろう。

　それを持ちえる可能性があるのは、両国の国力差を直視し不正規戦に活路を見出そうとした故ゆえベルハレス将軍と彼の跡あとを継ついだジョシュアの二人だけだ。

「だが、どうやら違ったらしい」

　終戦後ジョシュアへ直接尋ねたところ、密偵を放つなどあくまで一般的な情報収集に留まっていたようで、オルトメア帝国内に内通者などはいないという話だ。

　もちろんジョシュアの言葉が本当である証しよう拠こはないが、亮真自身あの状況下でオルトメア帝国側に内通者を作れるとは考えていなかった。

　ザルーダ王国には内通者に対して提示出来る代価がないのだから。

　ならば結論は一つ……

「オルトメア側の誰か……それも遠えん征せい軍ぐんの司令部に近い人間が情報を意図的に漏らしていたと？」

「落ち着いて考えてみれば、確かにオルトメア軍の失速は不自然だったからな」

　リオネの問いに亮真は小さく頷く。

　ザルーダの守護神と呼ばれたベルハレス将軍を殺した初戦の鮮やかな策略に比べ、その後のオルトメア軍の動きは精彩さを欠いている。

「俺はそれを初めはシャルディナの足を引っ張りたい誰かが帝国内に居るんだと思った。主導権を巡る内部抗争なんて如何いかにもあり得そうな話だからな」

　シャルディナ・アイゼンハイトは皇こう帝ていの長女であり皇帝ライオネルのお気に入りだ。

　その信しん頼らい度どは皇太子であるシャルディナの兄よりも恐らくは上だろう。

　それを嫌きらう誰かがシャルディナの足を引っ張ろうとした可能性は十二分に考えられる。

　亮真の言葉はあくまで推測ではあったが、この話を聞いた面々に可能性を感じさせるには十分なだけの論理が存在していた。

「ですがちょいと待ってください。若の話の真しん偽ぎはともかくとして、今の推測はあくまでオルトメア帝国内部の話なんでしょう？　それとユリアヌス陛下の言葉とどういう関連があるんですかい？」

　話を整理しようという意図からか、ボルツが口を挟はさむ。

　それは当然の疑問だ。

「あぁ、ボルツの疑問は当然だ。確かに今の話はあくまでもオルトメア帝国の内部で対立構造がありそうだって話にしかならない。だが、これから俺の話を聞けば納得してもらえると思う」

「それは坊やがシモーヌに命じていたっていう資金稼ぎの話かい？」

「あぁ、俺はシモーヌへ金貨で十万枚ほどを目標に稼ぐ事を命じていた。今回の戦を利用してな」

「金貨十万？　……そいつはまた……なんて無む茶ちやな」

　何でもない事の様に亮真は金額を口にしたが、事前に話を聞いていなかったリオネ達は驚きで目を見張った。

　それは日本円に換算しておよそ千億円近くにもなる金額。

　普通に暮らしていけばまずお目にかかることのない額だ。

　だが、亮真は顔色一つ変えずに言い放つ。

「なぁに驚くほどの事じゃないさ。俺の最終目標にはそんなはした金じゃ全然足りないんだからな」

　実際問題として、今の亮真にとって金はあればあるほどいい。

　金貨十万枚程度ではウォルテニア半島の整備開発で終わってしまう。

　だが、それでは先に進めないのだ。

「だけどさぁ、アンタ達は本気でそんな金を稼げると思ったのかい？」

　リオネの懐疑的な視線に周囲のどよめきが止んだ。

　目標を立てるのは良いが、それが実現不可能な目標では意味がない。

　それに常識的に考えれば今の亮真達が十万枚もの金貨を稼ぐのはかなり難しいはずだ。

　だが、その言葉を待っていたかのようにシモーヌが口を開いた。

「えぇ、予定通りに事が進めば十分に可能な範囲の金額です」

「予定通り？」

「はい、ザルーダとオルトメア。この二国間で行われている戦を使えば十分に可能なはずだったのです」

　シモーヌの言葉にリオネが首を傾かしげる。

（まぁ、当然の反応か……戦争特需なんてこの世界の奴やつが普通に考える様な知識じゃないものな……だが、そうなるとやはり……）

　その様子に亮真は自分の予想が正しい事を実感した。

　そしてそれは、自分と同じ知識を持つ人間がいる可能性を示し唆さしている。

「やはり動くしかない……な」

　シモーヌの説明が会議室に響く中、亮真は小さく呟いた。







第五章　尽つきぬ策さく謀ぼう







　帝てい都とオルトメア。

　西方大陸中央部の覇者にして、大陸全土をその支配下に置こうという野望に燃えた強国の首都の名だ。

　ガイエス・ウォークランドの死を皮切りにここ数年来、その覇業が幾いく分ぶん停滞しているとはいえ、平民にとっては何ほどの事でもない。

　オルトメア帝国という国の名前には、それだけの力が存在していた。

　そして、民は強者が好きだ。

　彼等は、不平不満を口にしても、結局最後には強い者へとすり寄り媚びる。

　実際、この帝都オルトメアほどそれがハッキリと分かる国もないだろう。

　日々周辺地域から流れ込んでくる民の数は増える一方。

　だが、強力な軍事国家であるが故か、街中を巡回する兵士の数は多く、治安は大地世界アースの中でもトップクラスを誇ほこる。

　人が金を呼び、金が人を呼ぶ相乗効果。

　少なくとも、帝都オルトメアは西方大陸において現時点で最も栄えている都市と言えるだろう。

（相変わらずの盛況ぶりだ……ザルーダ王国への遠えん征せいが失敗に終わった事は既に公布されているというのに……）

　実際、ザルーダ王国への遠征が事実上の失敗に終わったにもかかわらず、オルトメア帝国内は平へい穏おんのままだった。

　民は理解しているのだ。

　真の強者とは誰の事なのかと言う事を。

（しかし、まいったな……すっかり遅くなってしまった）

　まだ、宵の口だ。

　帝都の大通りには酔客とそれを狙う娼婦達の姿が見られる。

　王宮での仕事が予想以上に長引いた為、指定された時間を大きく過ぎてしまい、男は月明かりに照らされた石いし畳だたみを足早に北の歓楽街へと進む。

「ちょいとお兄さん。アタイと楽しんでいく気はないかい？　アンタなら安くしておくよ」

「いいや、アタイを買いなよ。サービスするからどうだい？」

　男の手入れの行き届いた服装から金の匂においを嗅ぎつけた娼婦達が、我先にと声をかけるのを無難にかわしつつ、男は更に足を早める。

（何が悲しくて、こんな場所で女を買わなきゃならんのだ……）

　こんな路上で客の袖そでを引くのは場末の私娼だ。

　分かりやすく言えば、年季奉公を終えた年増の売れ残りや、公娼を夢見て成れなかった女の成れの果て。

　確かに国の管理下に置かれている公娼と比べれば安い。

　だが、その分病気持ちの可能性も高いし、器量も値段通りの水準と言えるだろう。

　まぁ、確かに時たま掘り出し物の様な存在が居る事を男は否定しないが、それでも食指が動いた事は無かった。

　自慢ではないが、男の稼ぎは半はん端ぱではない。

　王族とはいかずとも、その辺の半端な貴族よりは、はるかに金を持っている。

　その上今は急いで向かうべき場所がある。

　確かに、待ち合わせの時間に遅おくれるかもしれない事は事前に伝えているので、本来であればそれほど急ぐ必要はない。

　だが、生来の生き真ま面じ目めさゆえか、男の足は少しも速度を落としはしなかった。

　そんなつれない態度に業を煮やしたのか、女の一人が男のマントを強ごう引いんに掴つかむ。

　安い香水と煙草たばこ、そして汗あせのすえた様な匂いが混じった何とも言えない体たい臭しゆうが鼻につき、思わず男は顔を顰めた。

　春を売るだけあって普通の市民に比べればそれなりに手入れはしているのだが、それでも日本とは違ちがい風ふ呂ろに入る習慣のない下級娼婦の相手をしてやろうとは思わない。

　正直に言って、男は女ならば誰でも良いと思うほど不自由をしていないのだ。

　しつこく絡む女の手を強引に振ふり払はらうと、男は振り返る事なく足を進める。

　そんな男の背後に女の罵ば声せいが浴びせられた。

　恐らく、振り払われた際にバランスを崩し、膝を擦ったのだろう。

　騒ぎになるのを避ける為に、男は後ろ手に銀貨を一枚弾いてやる。

　その瞬しゆん間かん、後方で激しい罵声が飛び交ったようだが、男の足が止まる事は無かった。

（馬が使えないというのもどうにもな……まぁ、事前に遅れるとは伝えてあるが）

　馬車や馬が使えれば殆ほとんどの問題は片付くのだが、残念な事にこの北の歓楽街では一いつ切さいの乗り物が禁止されており、どんな高貴な身分であろうと徒歩で歩くしかない。

　江え戸ど時代の吉よし原わら遊ゆう郭かくが医者以外の籠乗りを禁じたのと同じようなものだ。

　だが、だからと言ってこんな人ごみの中で武法術による身体強化を用いれば事故は避けられない。

（まったく。毎度の事ながらどうもここは落ち着かないな）

　活気と喧騒は嫌いではないが、それも程度によりけりだ。

　今まで何度となく感じた苛立ち。もっとも、こういった場所の方が会合に適しているのは理解しているので、不満を同どう僚りようや上司へ言葉や態度として出した事はない。

　何しろ、人目をはばかる集まりなのだから。

　やがて見えてきたのは上級貴族の屋や敷しきと見まごうばかりの立派な門。

　高い塀と屈強な門番に守られたこの屋敷こそは、組織が管理する帝都最大にして最高級の女達が集う娼しよう館かんだ。

「失礼ですがお客様。会員証をお持ちでしたらお出しいただけませんでしょうか。もしくは会員のどなたかのご紹介でしょうか？」

　門の前で立ち止まった男に気づき、門番がすぐさま丁てい寧ねいな口調で声を掛かけてきた。

　服の上からでも引ひき締しまった戦士としての体を持っているのが見て取れるような中年だ。

　顔つきは如何にも荒あら事ごとに慣れていますと言った風情。

　とは言え、その服装はきちんと整えられた燕えん尾び服ふくを身に着けており、髪は全てオールバックに整えられている。

　こういった水商売に関係する人間の常識に沿ったものだ。

　上級貴族どころか皇族ですらお忍しのびで通うと噂うわさされるだけあり、この門番にも徹てつ底ていした教育が施ほどこされているらしい。

「これでいいか？」

　男はいつもと同じように懐より一枚のカードを取り出すと門番へ手て渡わたす。

　今まで幾いく度どとなく繰り返してきたやり取りだ。

（相変わらず、規則優先か……）

　それは、此こ処こを訪おとずれる度に繰くり返かえされる正規の手順。

　とは言え、男と門番はまったく赤の他人という訳ではない。

　実を言えば、男と門番は顔見知りであり、非番の日には共に酒場に出かけた事も有る程度には付き合いがある。

　それに、門番が組織の一員である男の顔を見間違える訳がないのだ。

　それこそ、訪問者の顔を覚えておくのは門番という役職の上で必ひつ須す技能と言って良いだろう。

　いい加減顔パスでも良いのではと思わない訳でもないのが正直な男の気持ちだ。

　とは言え、この館の重要性を考えればセキュリティを重視するのは悪い事ではない。

　少なくとも、その慎重で規則を遵守するという門番の姿勢は、秘密を守るのに最も重要な資質だろう。

　そもそも、もし仮にこの拠きよ点てんが敵対組織に襲しゆう撃げきでもされれば、現在進めている諜ちよう報ほう活動の大部分が一時的にマヒするのは確実だ。

　そうなった場合、各地で活動している組織の構成員達の命は保証しようがない。

　そう考えれば、めんどくさいとぼやく斉さい藤とうよりも、所定の規定を厳格に守る門番の方が正しいと言えるのだ。

「はい、結構でございます。ではどうぞお通りください」

　表面に書かれた番号と名前を素早く確かく認にんすると、門番は詰所の中に置いてあった機器の台座へカードを差し込む。

　そして水晶に表示された内容を確認し小さく頷くと、仲間へ開門の合図を出した。

　重苦しい音を立てながら金属製の門がゆっくりと内側へ開いていく。

「皆みな様さまは既にお待ちでございます。斉藤様」

　その言葉に斉藤は小さく頷くと、門の中へ足を踏ふみ入いれた。

　男の名は斉藤英ひで明あき。

　オルトメア帝てい国こく第一皇女シャルディナ・アイゼンハイトの側近であり、夢魔騎士団サキユバスナイツの副団長にまで上り詰めた男の名だ。

　屋敷に入った斉藤はメイドの一人に導かれ、シャンデリアの眩い煌きらめきに満たされた大広間の階段を上る。

　部屋の前を通るたびに、中から女の嬌声と客の楽し気な笑い声が聞こえて来た。

（相変わらず、盛況の様だ。何よりな事だな）

　この商館の売り上げは、組織にとってかなり大きな比重を占しめる。

　まぁ、それも当然だろう。

　大地世界において風ふう俗ぞく産業は地球とは比べ物にならない程ほどに巨大な市場となっている。

　まぁ、テレビもなければパソコンもないような世界だ。

　娯楽と言える遊びは極きわめて限られてくる。

　何せ、文化的に本でも読めと言ったって、識字率が一桁と言われても何の不思議もないような世界なのだから。

　四則演算の方は、さらに低い。

　そんな世界の中で、買春は男女の別なく、また学のある無いに関わらず、金のある人間のお決まりとされる遊びと言えるだろう。

　これに並ぶ娯楽と言えば賭と博ばくくらいなものだろうか。

　それ故に、その重要性を理解しているギルドは、野放図な管理をしていない。

　というよりも、そんな杜ず撰さんな事をされれば困る急進派が、強くオルトメア帝国に働きかけを行う事である程度しっかりとした枠わく組ぐみを作らせたのだ。

　だから、オルトメア帝国に存在する歓楽街はかなり管理がしっかりとしている。

　勿もち論ろん、公共の福祉や国家の為になどという綺き麗れいごとが理由ではない。

　単純な話として、この大地世界であぶく銭を稼かせぎやすい職業は何かという事だ。

　それは、冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へいと言った存在。

　確かに彼等は最低限の体力と運があれば何とか生きて行くことが出来る。

　まぁ、なければ死んでしまうだけなのだが、自分の名前も書けない様な平民にしてみれば、一攫千金が狙える数少ない職業と言える訳だ。

　それだけに、毎年数えきれないほどの若者が、ギルドの門を叩く。

　まぁ、大半は死ぬか下位のランクで日銭を稼ぐ日々だ。

　だが、運のよい奴や才能に恵めぐまれている奴というのは何処どこの世界にもいる。

　そんな彼等の下には、平民の生涯年収を楽々と越える様な大金が転がり込んでくる訳だ。

　しかも、全体の母数が多い分、その幸運に恵まれる人間の数は決して少なくない。

　仮に、それらが千分の一の幸運とした場合、百万人が毎年ギルドに登録されたとして、その中の千人はそんな幸運を掴めるという計算になる。

　しかも、ギルドの門を叩く人間は毎年百万人では収まらない。

　当然、幸運を掴めた人間の数はさらに跳ね上がる。

　だが、そんな幸運を掴めた人間達たちの多くは、それをどう使うかという問題に直面する。

　よく、宝くじに当たると人生が壊こわれるなどという。

　本当か嘘か、換金の為に銀行へ行くと、金の支払いをする前に、行員から仕事を止めてはいけないとか、使い方を色々と講義レクチヤーされるという話も耳にする。

　それは、人間はいきなり多額の金銭を与えられると、感覚が狂くるうという事の証左と言えるだろう。

　まぁ、傭兵や冒険者などが明日を考えたらやっていられない仕事なのは確かだ。

　結果として、酒と博打、そして女につぎ込む事になる。

　そんな、金の卵を潰さない為に、急進派は表の顔であるギルドを通してオルトメア帝国の上層部と交こう渉しようし、自分達での管理を進めた。

　オルトメア帝国領内に存在する娼婦は、基本的にギルドが帝国から委い託たくされて管理している公娼だ。

　より正確に言えば、国から委託を受けたギルドへ経営者が申請を出し、その責任の下で女達を業務に従事させるというようなイメージだろう。

　これは、一定の年ねん齢れいまで務めるという契約の下、かなり多額の金を一括で支払って貰もらうという年季奉公の様な物で、基本的には奴ど隷れいと同じように自分で自分を買い戻すまで基本的に自由はない。

　物語に出てくる俗に言う姓せい奴ど隷れいの様な、鎖に繋がれ薄うす汚よごれた部屋に閉じ込められるといった扱あつかいなのかと問われれば、確かに大地世界における大半の歓楽街はそんな地じ獄ごくのような場所だ。

　薄汚れた固いベッドに汚きたないシーツ。

　大半はろくに風呂にも入れないし、食事もたかが知れている。

　自由もなく、娯楽もない。

　まさしく、鳥かごの中の鳥だろう。

　しかし、少なくともオルトメア帝国領などのごく限られた場所に関しては些いささか実態が異なるのだ。

　勿論、仕事を自分の意思で辞めるという選択は出来ないのは同じだ。

　まぁ、既に一定期間をその仕事に就くという条件で、前まえ払ばらいの契約金を貰っているのだから、当然と言えば当然だ。

　だが、病になれば一定期間の休みを貰えるし、医者に診て貰う事も出来る。

　衣食住に関しても雇用者側がきちんと提供するのだ。

　店のランクによっては、文字や四則演算の学習だけではなく、歌や楽器を習い、流行りの演劇を鑑賞すると言った事も出来る。

　何よりも、一人客を相手する毎に、共同の浴場で体を清めるほど、頻繁に風呂に入る事が出来た。

　そのどれもが、普通の平民ではまず考えられない様な待遇と言える。

　まぁ、それもある意味当然だろう。

　この店を始めとしたギルドが運営管理する店は、基本的に富裕層を対象としている。

　確かに売春宿ではあるが、美味い料理を出し、高価な酒を提供する大人の社交場の様な側面もあるのだ。

　だから、客は余よ程ほど特とく殊しゆな嗜好をしてない限りは、綺麗で清潔な相手を好む。

　それに、知的水準も自分と同じ程度を求める。

　馬ば鹿かを装うのは可愛げもあるが、馬鹿過ぎては会話も出来ないのだから。

　礼れい儀ぎ作法に関しても同じだ。

　知っていて破れば破は天てん荒こうや、天てん真しん爛らん漫まんと言った魅力の一つとして感じられるが、知らないで破ればただの野や蛮ばん人じんにしか感じられない。

　結果は同じでも、周りから見て両者には明らかに差異がある。

　風呂に関しても同じ事が言えるだろう。

　垢にまみれ、ろくに髪かみも梳かしていない様な恰好では、それがどれほどの美形であったとしても興きよう醒ざめでしかない。

　万に一つでも、前の客が残した痕跡でも目にした日には、いきり起ったモノが小さくしぼんでしまうだろう。

　金を払う側の心理としては、暗い顔で人形の様に横たわる相手よりは、ともに一夜を楽しめる相手の方が良いに決まっている。

　少なくとも、そう言った常識的な客を相手にしている訳だ。

　そうなれば当然、女達の扱いも変わって来る。

　経営者側も女達を商品として手入れをする訳だ。

　公娼になれば、最初に年季が明ける期間は明記されるし、奴隷と違い無条件で殺される様な事は無い。

　器量次し第だいでは、明記されている半分程度の年季で自分を買い戻すだけの金を稼いだ猛も者さも居るし、自分の気に入らない客を断る事も出来る。

　勿論、そう言った存在は極めて一ひと握にぎりではある。

　だが、そもそもとして、公娼には誰もが成れる訳でもないのだ。

　石も磨けば光ると言うが、磨くという行こう為いには手間が掛かる。

　当然、最初から光っている物や形が綺麗な物が優先されていくのは当然の事だ。

　ダイヤモンドは確かに高価な宝石だが、全てのダイヤモンドが宝石として珍重される訳ではないのと同じだろう。

　だから、私娼という存在が成立する。

　私娼の半分近くは、つらい大地世界の現実から抜ぬけ出そうと必死にもがき、公娼に夢を求め敗れた女の末路だ。

　アイドルにあこがれ上京し、あちこちのオーディションに出たが、最終的にバイトで食いつなぐような物か。

　他の可能性としては、公娼としての年季を終えた人間が、他に生きる術を知らない場合くらいだろう。

　一応、このオルトメア帝国の支配地域では、私娼は犯罪行為とされている。

　ただし、彼かの女じよ達たちの気立てや器量はそれほど悪くはない。

　地球人、特に綺麗好きと言われる日本人からすると色々と注文が出るだろうが、身なりも大地世界の基準からすれば相当に気を使っているのだ。

　公娼が高級フランス料理だとすれば、街角に立つ私娼は大衆食堂と言ったところ。

　どちらも、値段に相応ふさわしい味であれば客は来るのだから。

　とはいえ、元々の目的である冒険者保護という観点から言うと、あまり好ましくないのも事実であり、ギルドとしては対応を考えていると言ったのが現状と言える。

（結局、理想は理想でしかない……という話か……）

　斉藤の心に一抹の憐憫が湧わき上あがる。

　確かに組織がこのオルトメア帝国領内で構築した制度は完かん璧ぺきではない。

　いや、それどころか現代の地球の感覚から見れば、前時代的な悪習としか言われないだろう。

　しかし、そんな不完全な制度でも、この大地世界の現実では画期的とも言える改革だったのは確かだ。

　実際、オルトメア帝国の領土外では遥はるかに劣悪な環かん境きように置かれている娼婦など幾いくらでも居る。

　問題は、それが分かっていても、斉藤にはどうすることも出来ないという点だ。

　確かに、組織は慈善団体ではない。

　しかし、大地世界に暮らす女の環境を改善してやりたいという意識が無い訳でもない。

　組織が譲れない一線があるのは確かだし、それを守る為に手段を選ばないのも事実だ。

　組織の中には、大地世界全体に対して深い恨みを持ち、この世界の人間を虐殺する事が生きがいというような人間も居る。

　しかし、組織を構成する大半のメンバーは良くも悪くも地球で言うところの一いつ般ぱん人じん。

　譲れない一線さえ担保が取れれば、わりと慈善的な措置を取る事も多いのだ。

　とは言え、そんな組織の恩恵を全ての人間が受けられる訳ではないのが現実だ。

　いや、組織自体の意志もまた、西方大陸全土に散らばる各派は閥ばつによって異なっている現状から考えれば、当然の結果と言える。

　結局は、自分の目の届く範はん囲いでしか理想を実現する事は出来ないという事だろう。

　結果として、救える者が居る一方で、救えない人間も出てくる。

　そんな事を斉藤が考えていると、前を歩くメイドの足がとある部屋の前で止まった。

　この商館の最上階。

　それも最も奥おくまった場所にある部屋だ。

「こちらになります」

「ありがとう」

　斉藤は扉とびらを開けたメイドへ一言声を掛けると、部屋の中へと歩み寄る。

　そして、一歩中に進んで部屋の中を見回した瞬間、その足取りが止まった。

「これは……お待たせして申し訳ありません」

　部屋の中央に置かれたソファーに腰こしかけた男達の顔を見るや否や、斉藤は反射的に頭を下げて遅参を詫わびる。

　部屋に居たのは二人の男。

　そのうちの一人は何の問題もない。

　事前に遅刻すると伝えてはいたし、斉藤がこの館を訪れたのは彼と話をする為なのだから。

　だが、思いがけない人間の顔を見つけ、斉藤の背筋に冷たい物が走る。

「あぁ、挨あい拶さつはいいですよ。では、これで全員集まった事だし早速話を始めましょうか」

　歳としは二十代後半から三十代半ばくらいだろうか。

　日焼けした肌はだに短く刈り込まれた黒髪を持つ東洋系の顔立ちだが、かなり大柄な体格で斉藤より二回りは確実にデカい。

　丁寧に磨かれた白い歯を見せながら男はさわやかな笑えみを浮かべた斉藤にソファーへ座すわる様にと促うながす。

（菊きく川かわさんが何故なぜここに？）

　予想外の男の姿に、斉藤は困惑の色を隠せなかった。

　とは言え、上司の上司が座れと命じているのだ。否いやも応もない。

「カーターさん……これは一体……」

　ソファーに腰を下ろしながら、斉藤は小声で隣となりに座る金髪の白人へ小声で話し掛ける。

　だが、斉藤の期待とは裏腹に、返ってきたのは回答ではなく刃やいばの様な視線だ。

「斉藤君。良いから……」

　黙だまって座れ。

　この館の主人であり、帝都に張はり巡めぐらされた組織の情じよう報ほう網もうを束ねるジェームス・カーターの目がそう語っていた。

　元は英国情報部に在籍していたと噂される男の視線に、流石の斉藤も黙って従うしかない。

（一体どう言う事だ……やはりザルーダ侵攻の件か……でも、まさか菊川さんが出張って来るなんて……）

　普ふ段だんはパイプ煙草愛好家でエスプリの利いた冗談が好きな口ひげを生やした中年男だ。

　しかし、今の彼にはそんな甘あまい空気は微み塵じんも無い。

　そんな気の良い英国紳士である上司の変貌に戸と惑まどいながらも、斉藤は伏し目がちに菊川へと視線を向けた。

（まさか……追放。いや……）

　多少は叱責される身に覚えがあるので、斉藤としても気が気ではない。

　だが、追放などの処分を下すのであれば、菊川がわざわざこの場に姿を現す必要はない。

　それこそ、処分通知する紙ペラを一枚渡わたされて終わりだ。

　だが、だからこそ菊川の意図が読めない。

　言い知れぬ不安が斉藤の心を揺さぶる。

　それは、オルトメア帝国の現皇帝であるライオネル・アイゼンハイトその人を前にしても感じた事のない恐きよう怖ふだ。

「まずは自己紹介を。初めましてですね。菊川敦あつ也やと申します。若輩ではありますが、どうぞよろしくお願いしますね」

　そう言って差し出される右手を斉藤はギクシャクしながら握にぎった。

　そんな斉藤を見て、菊川は片目を瞑りお道ど化けて見せた。

「別に固くなる必要はありませんよ。斉藤君。別に君を叱責に来た訳ではありませんからね」

「いや、ですが……では、なぜ？」

　にこやかな笑みを浮かべる菊川に斉藤は言葉を濁にごす。

　菊川が何を言おうが、斉藤にしてみれば素す直なおに頷ける訳がないのだ。

　年齢こそ同じくらいではあるものの、組織の序列で言えば菊川は上級幹部に数えられる人間だ。

　その上、組織の長老にして急進派を率いる久く世ぜの側近中の側近と目されている。

　それに対して、斉藤は諜報活動を行う実動部隊の長として、それなりの権限を持たされているが、組織の序列的には組織の中堅幹部に過ぎない。

　役所で例にするならば、この二人の間には本庁の事務次官と所轄の課長くらいの差がある訳だ。

　そもそも、組織の長おさの一人である久世の側近として、菊川は忙しい日々を送っている。

　確かに、帝都を拠点とはしているが、実際には西方大陸各地を飛び回っているのが殆ど。

　実際、斉藤は組織に入ってから一度も菊川と顔を合わした事がない事からもそれはうかがい知れるだろう。

　そんな男が、今日この場に姿を現したということ自体が非常事態と言える。

　だが、そんな斉藤の不安をよそに菊川は穏おだやかな表情のまま口を開いた。

「いやいや、対帝国との交渉窓口役兼取引責任者として、ザルーダ王国への侵攻が決まってからは帝都に滞在していましてね」

　だいぶ儲けましたよと笑みを浮うかべる菊川の笑え顔がおに、斉藤はようやく疑問の一つが氷解していくのを感じた。

（そうか……この人の表の顔はギルド系列の商会で商会長を務めているんだったな。ならこのタイミングで帝都に居ても不自然じゃないが）

　国と直接取引を行える特権。

　それを持ち巨大な資本力と国の運営にまで影えい響きよう力りよくを持つ商人達。

　菊川が政商と呼ばれる有力商人達の一人である事を思い出し斉藤の緊きん張ちようがほんの少し緩む。

　とはいえ、菊川の今の話が本当ならばここ一年以上はずっと帝都にいた筈はずだ。

　その間、こようと思えば何時でもこられただろう。

（何故急に……）

　そんな斉藤の疑問を肌で感じたのか菊川は肩かたを竦める。

「なぁに、単純に帝都に居るから皆さんの労いも兼かねて久世様から伝令役として命じられただけですよ。商売の方もザルーダ侵攻軍が帰き還かんして暇ひまになってきたところですからね」

「それは……」

　自分の対応の不味さを遠回しに指し摘てきされたような気がして、何と答えたらよいのか言葉に詰まる斉藤。

　そんな彼かれの表情を楽しそうに見つめながら菊川は言葉を続ける。

「まずはカーターさんを始めとした部隊の働きに感謝の意を示したいと思います。特に斉藤君、君には大いに感謝しないとね。あのシャルディナ嬢を上手うまくコントロールしてくれたからこそ今回の計画が成功したのだから」

　そう言うと、菊川は嬉しそうに笑い声を上げる。

　実際、オルトメア帝国軍によるザルーダ王国侵しん攻こう戦せんで菊川が稼ぎ出したのは、オルトメア帝国の年間国家予算の半分近くにも上るだろう。

　何せ、戦争は一大消費だ。

　しかも食料だけではなく、剣けんや鎧よろいなどの武具に始まり、医薬品から女まで、文字通り何でも高値で飛ぶように売れていくのだから、部外者である組織にとってはなるべく長くこの戦争景気が続いてほしいと思うのは当然の事だろう。

　だが、オルトメア帝国が勝ちすぎても負けすぎても戦いくさは簡単に終わってしまう。

　となれば方法は一つ。

　勝ち過ぎず負け過ぎない様に、組織が両国の勝敗をコントロールするしかなくなる訳だ。

　だが、コントロールと簡単に言っても実現はかなり難しい。

　何せ、敵であるザルーダ王国側は必死で抵てい抗こうしてくるし、オルトメア帝国としても、そんなザルーダを相手に手加減などする筈もない。

　一度だけならば、斉藤が意図的に指揮を誤って負けるという手や、戦場でザルーダ王国側に寝返るという手も使えなくはないが、二度目はない。

　一時的に劣勢を創り出すというのであればともかく、コンスタントに勝ちと負けを制せい御ぎよするとなると、戦の場でのコントロールはまず不可能だ。

　そこで斉藤が選んだ謀ぼう略りやくが、ノティス砦とりでより出発する輸送部隊の行軍経路をザルーダ王国側の密偵にそれとなく漏らすという物。

　オルトメア帝国全土から集められる軍事物資の輸送を妨ぼう害がいする事で、オルトメア帝国軍の侵しん攻こう速度を遅らせたのだ。

　勿論、それはザルーダ侵攻軍の中枢に席を置く斉藤にしても容易い事ではない。ほんの少しでもシャルディナや同どう僚りよう達たちに疑われれば、直すぐに首を斬きられていた事だろう。

　だが、その危険を冒すだけの価値があった。

「いやぁ、あの気難しいじゃじゃ馬姫の相手はさぞ大変だったでしょう？　あの電撃戦を考えたのもあの女という話ですしね」

　その言葉に、斉藤は無言のまま頷うなずく。

　実際、周辺諸国から【獅し子し帝】と呼ばれ恐れられるライオネル・アイゼンハイトの娘である皇女シャルディナは、決して愚おろか者ではない。

　ここ数年は巡りあわせの悪さからさしたる結果を残してはいないが、それでもノティス平原の戦においてアリオス・ベルハレス将軍を打ち取った智ち謀ぼうと作戦立案力は侮れない。

　特に、邪じや魔まなベルハレス将軍を排はい除じよする為ために、ザルーダ王国の内部に有力な内通者を創り出した手しゆ腕わんは斉藤から見ても大したものだ。

　斉藤が上手い事オルトメア帝国軍の侵攻にブレーキを掛けなければ、今いま頃ごろザルーダ王国は世界地図の上から消えていた筈だ。

「いえ……連中は術式が解除された事を知りませんから」

　菊川の問いに斉藤はゆっくりと首を振る。

「成なる程。やはり、それが大きいですか……」

　服従の術式。それは地球より召しよう喚かんされた人間に施される術法の名だ。

　いや、呪いと言った方が正しいのかもしれない。

　この術式を強制的に埋うめ込まれた所しよ為いで、一体幾いく人にんの召喚された地球人が、やりたくもない戦で命を散らしただろう。

「確かに。服従の術法が解呪されている事を知らなければ、オルトメア帝国の連中が斉藤君を疑う事はないでしょうからね……勿論、それが我々の狙ねらいでもある訳ですが」

　斉藤の言葉に菊川は唇くちびるを吊り上げ笑った。

　通常ならばこの術式を勝手に解除する方法はない。

　そもそもとして、大地世界の人間にとって斉藤を初めとした地球人は人の形をした獣けものという扱い。少なくとも、同じ人間という意識は低い。

　勿論、シャルディナの様な一部の開明的な人間が居ない訳ではない。

　だが、大たい抵ていの支配階層にとって、裏大地リアースから召喚された人間は、意思があり言葉を交わす事の出来る人の形をした都合の良い駒こまでしかなかった。

　初めから解放など選せん択たく肢しにすら入らないのだ。

　だから奴隷に用いられる通常の術式とは異なり、召喚された地球人へ用いられるのは、希少な触媒を用いた解呪不可能と呼ばれる強力な術だ。

　反はん抗こう心を抱けば痛みを感じ、それを行動に移せば死を招く呪い。

　召喚者にとっては、自己の絶対的な安全を保障する命綱といえる術だ。

　これがあるからこそ、斉藤や須す藤どうは一定の権限と自由をオルトメア帝国から与えられているのだ。

　オルトメア帝国を裏切らないという確信があるから。

　獣に与える飴と鞭。

　だが、その絶対の保障も裏を返せば隙になる。

「だが、君がやりすぎれば疑問に思う人間が出てくるのも事実だ。それに、今すぐ連中を殺して恨みを晴らしたいだろうに、それを少しも周囲に悟さとらせていないのは称しよう賛さんに値する自制心だと思うよ。そういう意味からいっても君はよくやってくれている」

　枷が外れた獣はすぐに牙きばを剥きたくなる。

　それは人も同じ事。

　たとえ、それが己の破滅になると知っていても、人は復讐を止められない。

　だからこそ、斉藤のような男が必要なのだ。

　復讐という甘美な誘惑。

　その誘惑に耐たえる事が出来る人間は少ない。

　それを相手に悟らせる事なくザルーダ侵攻軍の内部情報を漏えいリークし続けた手腕は実に優すぐれたものと言える。

　だが、そんな菊川の称賛に対して、斉藤は暗い目を向ける。

「今いま更さら連中を一人二人殺したところで何も変わりはしませんから」

　殺したい人間は多くいる。

　いや、出来得ることならこの西方大陸に生きる大地世界の人間を悉ことごとく屠ほふってやりたい。

　男も、女も、老人も、赤子も。

　皆みな等しく、大地世界というこの歪んだ地獄を構成する要素を悉く破は壊かいしたい。

　そして、今後自分と同じ苦痛を味わう人間が出ない事を祈る。

　そんな、憎ぞう悪おと決意の宿った瞳だ。

　押おし隠かくしてきた斉藤の闇やみがほんの少し顔を出す。

　そこには、幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐって来た菊川としても、背筋を凍らせるだけの迫力があった。

（暗い狂気に満ちた目。そして俺おれに怯むことなく牙を剝く胆力。成る程……これは確かに、あの人が可愛がる筈だ……）

　小さく咳ばらいをすると、菊川は斉藤に対して深々と頭を下げた。

「失礼。少し軽率だったね。君の恋人の事は知っているし気の毒だとも思っている。だが、もう少しの辛抱だ。今回のザルーダ王国侵攻戦のおかげで我々が掲かかげていた目標金額にかなり近づいたからね」

　そんな菊川の言葉に、斉藤は無言のまま頭を下げた。

　他人から慰めの言葉など貰ったところで、失われた物は決して戻もどりはしないのだから。

（辛抱か……一体いつまで俺は……）

　十年近くもの間、斉藤は泥水をすすり、血を流してきた。

　シャルディナの側近となり、やりたくもない召喚の儀ぎ式しきを手伝い、多くの地球人を己と同じ境きよう遇ぐうへと落としてきた。

　確かに、少しでも被ひ害がい者しやの数を減らそうとは努力した。

　だが、それは所しよ詮せん、自己満足でしかない。

　そんなことは斉藤自身が一番よく理解している。

　自らが最も嫌きらう存在に、自らが成る。

　なんという喜劇であり、悲劇であろうか。

　だが、それもこれもただ一つ残された己の願いを叶える為だ。

　そんな斉藤の想おもいを感じたのか、菊川は大きく前に身を乗り出して言葉を続ける。

「今回の計画が成功した事により我々はかなり資金に余裕が出来た。そこで先日組織は新しい戦略を打ち出す事に決定した」

　そこで菊川は言葉を切ると、斉藤の目をジッと見つめる。

　それは菊川にとっても大きな転てん換かん期き。

　いや、組織の誰だれもがこの瞬間を待ち望んでいたのだ。

「君に新しい仕事を頼たのみたい」

　腹の奥おく底そこから絞しぼり出すような低い押し殺した声が斉藤の耳に響ひびく。

「仕事ですか？」

「あぁ、皇太子とシャルディナ。この二人を噛かみ合わせて欲ほしいんだ」

　その言葉の意味を察し、斉藤の顔は歓かん喜きで醜く歪んだ。




　闇が街を支配し、娼婦と客達が共に一つのベッドの上で甘い夢を引っ立てて居た頃ころ、娼館の一角に設けられた秘密の部屋では、一人の男が未いまだ姿を見せない客を待ちわびていた。

「ふむ……随ずい分ぶんと長引いているようですねぇ」

　男が足を組みながら壁かべに掛けられた時計の針へ視線を向け楽しそうに笑みを浮かべる。

　そして、ソファーの傍かたわらに置いた盃さかずきを手にしながら、中の真っ赤な液体にそっと唇を付けた。

　芳醇な香かおりが口いっぱいに広がると、男は満足げに深く頷きゆっくりと嚥下していく。

　体中を包み込むような至福の時間。

　策さく謀ぼうと暴力で全身を真っ赤に染めあげてきた男にとって唯ゆい一いつ心休まる時間だ。

　もっとも、神は男の事がよほどお気に召さないらしい。

　扉をノックする音に余韻を感じる時間を邪魔され男は小さく舌打ちをするが、すぐさま普段の表情に戻し悠ゆう然ぜんと入室を許可する。

　それは上司が部下に対して掛ける態度だ。

「須藤さん、とりあえず斉藤くんへの話は終わりました」

「ご苦労さん。随分と時間が掛かっていたようですが、何かありましたか？」

　扉を開けて入ってきた菊川を一瞥すると、男はいつもの様に人を食ったような笑みを浮かべる。

　その言葉に菊川は壁に掛けられた時計へ視線を向け、小さくため息をついた。

　確かに当初予定していた時刻を一時間以上過ぎている。

「申し訳ございません。少しばかり手間取りました……まぁ、彼の立場から考えれば十分理解出来ますが」

　家族を失った痛み。
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　それは人に耐えがたい苦痛と悲しみを与える。

　それが病や事故ならば、まだ心の整理はつけやすい。

　避さけられなかった事だと思いやすいからだ。

　だが、他者の力によって奪われたとなれば話は変わる。

　組織に属する人間の多くが抱いだく激しい憎しみの炎。

　それは、表面的には冷静で冷れい徹てつと見られている斉藤にしても同じだ。

　いや、普段はそれを押し隠し、憎い敵に仕えている彼にしてみれば、復讐の日が刻一刻と近づいている今の状じよう況きようを平静に受け止められないのも道理だろう。

「なるほど。彼にとっては当然でしょうね」

「えぇ」

　そういって苦笑いを浮かべる菊川に須藤は手招きをした。

「それはそれはご苦労さまです。まぁ、菊川君。そんなところに立ってないで、まずは一杯ぱい付き合ってくださいよ」

　組織の上級幹部を目の前にしても須藤の態度は普段と何も変わりはしない。

　確かに須藤は組織の中でも上級の幹部だが、序列としては菊川よりも下だ。

　にも拘らず、須藤は言うなれば自然体。

　悪く言えばふてぶてしさを隠さない。

　逆に不自然なのは、菊川がそれを当然の事として受け止めている事だろう。

　いや、それどころか、今のやり取りを見た限り、立場が下なのは菊川の方にしか見えない。

「えぇ、それでは失礼します」

　館の一室でソファーに腰かけ悠然と盃を傾かたむける須藤の前に腰を下ろし、菊川は卓たくの上に置かれた杯を手にする。

　精細な彫り物が施された銀の杯。

　その見事な造形をひとしきり愛でた後、菊川はゆっくりと杯を傾けた。

「良い酒ですね。男二人で飲むのはもったいない」

　芳醇な香りが菊川の鼻び腔こうを擽くすぐる。

　良質の葡萄から作られたワイン。それを少なくとも数年から十数年は寝かせた一品だ。

「あぁ、なんでも南部でも有名な蔵が秘蔵していた一品を買ったという話ですよ。ふむ。確かに美女と共に飲むなら最高でしょうなぁ」

　極上の美女に囲まれながら美味い料理と酒に酔いしれる。

　男ならだれもが一度は夢想する光景だろう。

　まして、娯楽の少ない大地世界において色事の他に楽しみと言えるような物など数えるほどしかない。

「確かに魅力的な提案です。ジェームスさんの方で何人か確保しているとの事で、後で声を掛けてほしいとは言っていましたが……先に仕事の方を済ませてしまいませんと」

　そう言って小こ脇わきに抱かかえていた書類を差し出す菊川に、須藤はまるで子供のわがままを聞いた父親の様にやれやれと肩を竦めてみせた。

「真ま面じ目めですねぇ。まぁ、だからこそ、その若さで組織の幹部に抜ばつ擢てきされたのでしょうがね」

　その言葉に、菊川は黙ったまま小脇に抱えていた紙の束を差し出す。

「そちらが今回の報告書です」

　差し出された書類にざっと目を通し、須藤は片眉を吊り上げてみせる。

「なるほどなるほど、彼の性格を考えれば当然の動きですね」

　そこにはシモーヌ・クリストフと彼かの女じよの協力者である御み子こ柴しば亮りよう真まの一連の狙いと彼らの動きが記き載さいされていた。

「須藤さんから話を聞いていましたから今回は何とか防げました。ですが、御子柴亮真。彼は相当に厄介です」

　ザルーダ王国とオルトメア帝国。

　二ヶか国こく間で行われた今回の戦によって西方大陸全体の物価は大きく上昇している。

　それはある意味で自然なことだ。

　物を大量に消費する戦は商人にとって最高の仕事場であり、消費が上向けば物資が不足し値が上がる。

　少し頭を働かせれば誰でも理解できる経済の初歩と言えるだろう。

　それこそ、少し歴史の本を紐ひも解とけば、同じような事例は枚挙にいとまがない。

　問題は頭で理解出来る事と、実際に行動出来る事は別であるという点か。

「まぁ、そうでしょうねぇ、彼は若さに似合わず老ろう獪かいなところがありますから」

　実際、一体どれだけの人間が御子柴亮真と同じ様な動きが出来るだろう。

　ほとんどの人間は、機会が訪れてもそれを生かす事が出来ない。

「援えん軍ぐんとして赴おもむいたザルーダ王国はさておき、まさか敵対国であるオルトメア帝国にまで食い込もうと動くとは思いませんでした。その上、クリストフ商会などという一地方の没落商会に帝てい都とで鎬しのぎを削る政商との伝手パイプがあるとは……」

　敵と味方両方に対して、直接的ではないにせよ商売を仕し掛かける。

　商売人としてはあまり褒ほめられた行動ではないのは確かだ。

　もしこれが露見すれば、ただでは済まない。

　だがその一方で、その事実を上手く隠し通せるのであれば、これほど上手い商売法もないだろう。

　そう言う意味から言えば、今回のクリストフ商会の動きは、実に的確であり、仮にこの情報をザルーダ王国やオルトメア帝国へ流したところで糾きゆう弾だんするのは難しい。

　もし糾弾するのであれば、御子柴亮真とクリストフ商会の協力体制を証明する必要が出てくるが、今の段階では確固たる証明など不可能に近いのだ。

「彼にしてみれば自分以外の誰がどうなろうと知った事ではないというのが正直なところなのでしょうね」

　そう言うと、須藤は楽しげに笑った。

　実際、須藤の分ぶん析せきはかなり亮真の心情を的確に見抜いている。

「運もかなり良いですし、それを活かすだけの器量と行動力も持っている。いやぁ、なかなか将来有望な若者ですよ……まぁ、少しばかり甘い面もありますがね……いや、この場合は冷徹なのかな？」

　本心を隠してはいるようですけど、と肩を竦めて笑う須藤の態度に、菊川は呆あきれたように首を横に振ふる。

　須藤が何を言いたいのか、菊川は直ぐに察する事が出来た。

　確かに、須藤の人物評価を間ま違ちがっていると否定するつもりはない。

　実際、御子柴亮真は運命の女神に愛されているような強運と、それを生かすだけの器量を兼ね備えた青年だ。

　特に、それが如によ実じつに出ているのが、今回のノティス砦の攻こう略りやくの際に、砦の守備兵を城外へとおびき出す手段として用いた、砦周辺の村々に対する焼き討ちだった。

　行為自体は地球人の感覚からするとかなり冷れい酷こくで非情だ。

　御子柴亮真が直接指揮をした部隊はそこまでではないが、ザルーダ王国の騎き士しが襲しゆう撃げきした村の惨状は目を覆おおうばかりなのを考えれば、それを指揮した御子柴亮真に責任がないとは言えない。

　しかし、その後はシモーヌ・クリストフが率いるクリストフ商会の主導により、ある程度の復興が認められているのも確かだ。

　焼け出された人間に対する、低金利の貸付や職の斡あつ旋せん等は、大地世界の常識から考えればかなり異例と言って良い。

（まぁ、善意だけではないでしょうがね）

　須藤が知る限り、御子柴亮真という人間は義理人情に篤あつい一方で敵に対して容赦がない。

　そう言う意味から言えば、シモーヌの行動が、ただ単に亮真の策によって被こうむった被ひ害がいに対しての償つぐないと見るのは適切ではないだろう。

　どちらかと言えば、支し援えんを餌えさにオルトメア帝てい国こく領内に手て駒ごまを創り出したと見る方が正しい。

　勿論、御子柴亮真は村人達を密みつ偵ていにしたいと考えている訳ではないだろう。

　所詮はろくな教育も受けていない田舎いなか者達なのだから。

　だが、使い道が無い訳ではない。

　彼かれ等らには目があり、耳があり、口がある。

　ノティス平原一帯の情報収集や、帝国領内に対しての噂うわさの拡散と言った情報操作では十分に役立つだろう。

　だが、それはつまり組織にとって放置する事の出来ない障害物になる可能性を秘ひめているという事でもある。

「笑い事ではないでしょうに。今回も私の方で彼らの取引先へ圧力を掛けていなければ一体いくら稼がれる事になったか。もしそうなったら……」

「値が崩れる前に防げて良かったですねぇ」

　値を吊り上げるのは風船に空気を送る事に似ている。

　だが、空気をパンパンにため込んだ風船は針の先で少しつついてやるだけで簡単に破裂する。

　勿もち論ろん、天まで届く株価は無いと言われるように、上がった値は何いずれ下がるものだ。

　菊川もそれは十分に分かっていた。

　だから、何処どこかのタイミングで破裂させるつもりではいたのだ。

　株で言えば、空売りの様な物だろう。

　そうする事で、商売敵を一気に潰すことも出来ると計算していた。

　だが、そのタイミングを決めるのはあくまで組織の判断によるものでなければならない。

　そして、それまでの間は絶妙なバランスで高値を維い持じしつつ、資金稼かせぎを行うのだから。

　しかし、そのタイミングが異物の存在によって狂いかけた。

　菊川としては、須藤の様に笑ってなどいられないというのが本音だ。

「まったく……あなたという人は」

　まるで他人事のような態度を崩さない須藤に、菊川は呆れたとばかりに小さくため息をつくと首を横に振る。

　もし対処が遅れていたら、組織の当初の目標額には達せず、計画の見直しを迫られることになった可能性すらあったのだ。

　急進派の面々が何年も費やして準備した計画。

　それがとん挫するなど考えただけで寒気が走る。

　それはつまり、急進派だけではなく、組織全体の悲願が遠のく事を意味するのだから。

「嫌ですねぇ、私は初めから言ったはずですよ？　彼には注意しておいた方がいいとね」

　恨みのこもった強い視線を向けられながら、須藤はどこ吹く風という態度を崩さず盃を傾ける。

「それは分かっています。ですが、こうなる危険性を感じておられたのならば、もう少しやりようがあったのではありませんか？」

　確かに、須藤は事前に組織へ御子柴亮真の事を伝えている。

　そして、須藤はその際に御子柴亮真を注意するべきだと警告もしていた。

　だが、それはあくまで念の為の情報展開という意味でしかない。

　だから、須藤から提出された情報を組織は重く受け止めなかった。

　責任がどちらにあるかを問えば、それはやはり須藤の言葉を重視しなかった組織の上層部。今回で言えば計画の立案指揮を執っていた菊川にあるのだろう。

　その事は菊川自身も理解してはいる。

　とは言え、やはり恨み言の一つも言いたくなるのは当然とも言えるのだ。

　しかし、そんな菊川に須藤は動じることもなく言葉を続ける。

「それに、どうやっても結果は変わらなかったと思いますよ。もし仮に、私が今回の彼の動きを予測しあなた方へお伝えしていてもね」

　そう言うと、須藤は空になったグラスにワインを注ぐと、楽し気に口を付けた。

「幾ら私の言葉でも久世さん達たちがそのまま信じたとは思えません。それに、下手に御子柴君の監かん視しを強化すれば、その分のしわ寄せが必ず出てきてしまいますからねぇ」

　そう言われてしまえば、菊川としても追及は難しい。

　一体誰があの状況からこんな手を打ってくると思うだろう。

　確かに、可能性という意味合いでは考えられた。

　だが、それを実現するとなると、運と力が必要になる。

　それは、当時菊川が持ち得た情報からすると、極きわめて低い可能性でしかなかったのだ。

　それに、須藤の情報を重要視したとしても、今の組織に御子柴亮真の動向を監視し、動きを封ふうじるのは不可能だったに違ちがいない。

　確かに、組織は国家間に暗躍する巨きよ大だいな力を持ってはいる。

　だがその力は有限だ。

　組織にはキルタンティア皇国とその後ろ盾だてである光神教団という己に匹ひつ敵てきする巨大な敵がいる以上、どうしてもそちらへ力を振り分ける以外に選択肢はない。

　不測の事態を全すべて予想し、完璧に防げという方がはじめから無理なのだ。

「まぁ、どちらにせよ今後も彼からは目を離さないほうがいい」

「私も他の方々もそのつもりではいます。とはいってもほとんど情報はありません。彼の本拠地であるウォルテニア半島の方を調べようと、先日もギルドの支部を設置したいと留守役を任されている男に申し入れをしたのですが、怪かい物ぶつ達たちへの対応に忙しくてそれどころではないとあっさり断られましたし」

　そんな菊川の言葉に須藤は目を細めて尋たずねる。

「ほぉ、未だにウォルテニア半島内部の情報は完全になしですかぁ？」

「えぇ、ギルド支部の設置を拒否されたため、東部近きん郊こうに居る腕うでの確かな人間を選んで送り込んで見たのですが、全く音おと沙さ汰たなしです。半島の付け根に作られた砦が一応向こう側の交こう渉しよう窓口なんですが、そこに問い合わせても怪かい物ぶつにやられたんだろうと回答するばかりでして。最近では噂が広がって冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へいも意図的にウォルテニア半島がらみの仕事は避けています。近きん隣りん貴族の中にはウォルテニア半島の情報を探ろうという動きもあるのですが、そちらも我々と同じように空振りの様です」

「なるほど……意図的に情報封ふう鎖さをしていると考えるべきでしょうね」

「やはり須藤さんもそう思いますか……」

　本来、怪物達への対応が必要であればギルドの力を頼るのが一いつ般ぱん的てきだ。

　もちろん、有力貴族の中には強力な家臣団を編成し自前で対処する人間もいるが、成り上がりの貴族である御子柴亮真がギルドの力を頼らない理由は通常ならばあり得ない。

　考えられる可能性があるとすれば、ウォルテニア半島内の情報を何としても外に出したくないと考えた場合だけだろう。

「どうしますか？　【猟りよう犬けん】の中から何人かを動かしウォルテニア半島を急襲するという選せん択たくもありますが？」

「ふむ……Ｓランクを動かす気ですか」

　表向きはギルドの最高戦力と呼ばれるＳランクに属する手て練だれ達。

　彼らは文字通りの一いつ騎き当とう千せんを誇ほこる化け物達であり、組織が持つ最高の戦せん闘とう集団でもある。

　彼らを二十人ばかり派は遣けんすれば、ウォルテニア半島は直ぐに灰燼と帰すだろう。

（確かに彼を排除するだけならそれでも構いませんが……）

　殺すのは簡単で確実ではあるが、それでは組織にとっても須藤にとっても旨味がない。

（それに、それでは面白くない）

　しばらく黙りこんでいた須藤はゆっくりと首を横に振る。

「それは止めておいた方がいいでしょう。今【猟犬】を動かして聖堂騎き士し団だんに隙を見せるのは、どう考えても得策ではありませんからね」

【猟犬】が組織の切り札ならば、光神教団には聖堂騎士団という切り札がある。

　両者の戦闘力はほぼ互ご角かくと言っていい。

　今は戦せん端たんを開いてはいないが、いつどこで火を噴くかは正直に言って予想が付かない。

　そんな拮きつ抗こうした状況下で戦力を動かすのは危険な判断だった。

「ではどうされます？」

　自分の提案を否定され、菊川の言葉に険が混じった。

　だが、須藤の口から飛び出た言葉に思わず目を見開く。

「そうですねぇ……このまま放置するっていうのはどうですか？」

　あまりに予想外の言葉に菊川は思わず言葉に詰まり目を白黒させる。

「正気……ですか？　あの男の危険性は十分に分かっています。それを放置するなど……」

「まぁ、確かに危険な男ではありますが、使い道さえ間違えなければ良い盾になってくれると思いますよ。特に彼は我々と同じ匂においのする人間ですからねぇ」

　意味深な視線を向けられ、菊川は思わず首を傾かしげる。

　だが、しばらくの沈黙ののちに彼の脳のう裏りには一つの答えが浮かんでいた。

「盾……まさか、キルタンティアと教団の目を引き付ける囮おとりに？」

「えぇ、彼が情報封鎖をすればするほど、教団やキルタンティアは我々との関係を疑うでしょう。分からないというのは想像以上に危機感を掻き立てるものなのですからね。それに、今回の動きは傍はたから見れば我々と組んで動いているようにも見えますし。恐おそらく彼らが疑ぎ惑わくを拭ぬぐい去ることは不可能でしょうね。そうなれば、彼らが黙っているはずがありません。絶対にウォルテニア半島と御子柴亮真に手を出してくるはずです。どうです、絶好の盾になるとは思いませんか？」

「ですが、そう上手くこちらの思い通りに行きますか？」

「だからこそ、上手くいかせる為にも、このまま手を出さずに放置するんですよ」

　御子柴亮真が組織の全貌を知っているとは思えないが、自分と同じことを考えている組織の存在をおぼろげながらも認にん識しきしているはずだ。

　だが、逆に言えば今はその程度でしかない。

　目の前に実力行使をしてくる別の組織が立ちはだかれば、その対応を優先しようとするはず。

　それに、光神教団から見た時、組織と抗こう争そうをしている痕こん跡せきがなければ、彼等は逆に組織の仲間であると誤解する可能性もある。

「優先順位の差を突くという事ですね」

「えぇ、彼ならその程度の判断は造作もなく出来るでしょうからね」

　自分の家が燃えているのに、親戚の家が地震に襲おそわれるかもと心配をする人間がいないのと同じ事だろう。

「なるほど……悪くない策ですね」

　須藤の策を聞き菊川は素直に感心した。

　薬は特効薬と呼ばれる強い薬ほど扱あつかいを間違えた時には致ち命めい的てきな毒となるものだ。

　逆に言えば、薬と毒の差は使う人間の力量次し第だいともいえる。

　御子柴亮真という毒を排除しようとした菊川に対し、須藤の策は薬に使おうという真逆の案。

　それは菊川と須藤の力量の差を如実に示している。

「分かりました。久世様には今の須藤さんの策をお伝えしておきます。恐らくですが久世様も反対はなさらないでしょう」

「そうですか。まぁ、そちらは菊川君にお任せしますよ」

「では、お時間もお時間ですのでそろそろ失礼しようと思います。須藤相談役」

　それは、久世が率いる急進派における須藤の立ち位置を如実に表した言葉。

　組織において、長老やその他の幹部をどう呼ぶかは、明確には決まっていない。

　警察官と消防官は同じ公務員という仲間だが、組織としては別になる。

　警察官の階級は下から巡査、巡査長、巡査部長と続くが、消防官は消防士、消防副士長、消防士長と続いていく。

　呼び方は異なるが、階級的な位置関係はほとんど同じと言える。

　基本的に、菊川たちが属する組織と呼ばれる存在も同じだ。

　組織と言う袋ふくろの中に十二の個別の組織が入っているような物か。

　例えば、中国系である劉りゆう大たい人じんこと劉仲ちゆう健けんは、天地会の様な裏組織をイメージして己の組織を作った。

　まぁ、元々その手の組織に属していたのだから当然と言えば当然だろう。

　組織が昔使っていた茶碗陣の符ふ牒ちようなどは、モロに劉大人の影えい響きようと言える。

　それと同じように、日本人である久世が主導する急進派がイメージとして用いたのは、表の顔が帝国商会という名で活動している事も有り会社を利用した訳だ。

　そう考えた時、菊川が須藤に対して口にした相談役という役職はかなり異例と言えるだろう。

「相談役ですか……あまりその呼び方は好きじゃあないんですがね。どうにも自分が年寄りの様に感じてしまって」

　そう言うと、須藤は苦虫をかみつぶしたような表情を浮かべて笑う。

　もっとも、菊川を本気で注意しないのは、彼の言葉が否定し様の無い事実であるからだ。

「まぁ、そこは良いでしょう……はい、ご苦労様。また何かあったら連れん絡らくをください」

　言うべき事は言った。

　後はご勝手にという態度を崩さない須藤に、菊川は深く一礼すると部屋を出ていった。




　一人部屋に残された須藤は、ソファーにゆっくりと体を預けながら天井を見上げる。

「クックックッ。楽しくなりそうですねぇ……」

　須藤にしてみれば、組織の理想や悲願などもはやどうでも良い事でしかなかった。

　多少の義理と、利用価値があるから縁を切らずにいるというだけの事でしかないのだ。

　赤い血……血……血。

　それこそが須藤の体を駆り立てるただ一つの欲求だ。

　須藤秋あき武たけという人間は、この大地世界に生きるうちに、何処か人間として壊こわれてしまったのだろう。

「さてさて。御子柴君はどう動きますかねぇ」

　楽しげに笑い声をあげる須藤の声が部屋に響き渡わたる。

　それは、強者が弱者のあがきを悠然と眺める気持ちにも似た感情。

「さて、それでは少し火照りを冷まさせて貰もらうとしましょうか。たしか、ジェームスがお勧すすめを何人か準備していると言っていましたからねぇ」

　そう呟つぶやくと、須藤は卓たく上じように置いてあった鈴すずを鳴らす。

　しかし、そんな須藤もまた、既すでに御子柴亮真の新たな策が動き始めている事を知る由もなかった。







エピローグ







　ザルーダ王国王都ペリフェリア。

　鉄鉱石などの鉱物資源に恵めぐまれたザルーダ王国の首都。

　山さん岳がく国家としての宿命として、あまり交通の便が良くないのは致いたし方かたない事なのだろう。

　首都と言うにはどことなく活気を感じられない。

　大通りを歩く人々の顔もどこか暗い。

　そんなペリフェリアが歓喜に包まれたのはつい数ヶ月前の事。

　長かったオルトメア帝国の侵しん略りやくを何とか防ぎ切り、一時的にせよ平和を取り戻した事に因る国民の歓喜が創造を絶するものがあったのは事実だ。

　とは言え、そんな熱ねつ狂きよう的な歓喜も時間と共に薄れていく。

　幸福感というのは強い感情だが、長くは続かない。

　次第に慣れてしまい、幸福だと感じていた事象が当然と受け止められるようになってしまうから。

　今のペリフェリアを包むのは、虚脱感と諦あきらめ。

　何せ、オルトメア帝国の進軍を阻はばむ為に、ザルーダ王国は国家総力体制を強いた。

　その反動が、平時になって噴ふん出しゆつしてしまっているのだ。

　当然、そんな民の心境は、ペリフェリアの街を見下ろす様に聳そびえる王城にも伝染する。

　確かに、先に帰国した御み子こ柴しば亮りよう真まとその兵士達は、人数的な部分からそこまでの衝しよう撃げきを周囲に齎もたらしはしなかった。

　だが、二週間ほど前にミスト王国からの援軍がエクレシア・マリネールと共に帰国した事は、ザルーダ王国に大きな衝撃と影かげを落としている。

　確かに、一時的にせよオルトメア帝国との停戦が成立し、書面として正式に公布された以上、ミスト王国の兵がザルーダ王国に駐ちゆう留りゆうする必要性は薄い。

　ただ、ミスト王国軍がザルーダ国内から撤てつ退たいするという条件は、停戦の条件として組み込まれていない。

　それはローゼリア王国軍に関しても同様だ。

　残そうとすれば残せなくはない。

　だが、文書化こそされていないが、場合によってはミスト王国軍がザルーダ王国内に駐留している事に対して、オルトメア帝国側が逆侵攻の準備をしていると難癖をつけてくる可能性はある。

　そう言う意味から言えば、余計な火種を抱え込むべきではないという判断は出来るだろう。

　また、ミスト王国、ローゼリア王国共に、援軍の長期派兵は経済的な負担もあり、お断りしたいというのが本音だ。

　だがその一方で、再びオルトメア帝国軍の侵しん攻こうを受けた際には、一定期間をザルーダ王国軍の身で防ぐ必要があるのもまた事実。

　そう考えると、単純にオルトメア帝国との停戦が正式に成立したからと言って、油断できない事が分かる。

　まぁ、少し考えれば誰にでもわかる理屈だ。

　そして、誰にでもわかる理屈だからこそ、王都からは活気が消えていた。

　王城のとある一角に設けられた練兵室を除いて。




　時刻は既に深夜零れい時を回っている。

　空にはどんよりと雲が陰かげり、月の光はおろか星の瞬きすらも見えない。

　既に、王城に居る大半の人間が眠ねむりにつく時間だ。

　起きている人間と言えば、夜警や夜番の小こ姓しようくらいだろうか。

　しかし、とある練兵室では今でも光々と灯あかりがともされていた。

　として、断続的に空気を切り裂く音が聞こえてくる。

（まだやっているのね……）

　エレナの口から小さなため息が零こぼれる。

　部屋の中を覗いて確かめるまでもない。

　ザルーダ王国にせよ、未だペリフェリアに駐ちゆう屯とんするローゼリア王国軍にしても、此こ処こまで熱心な騎士は居ないのだから。

（まぁ、無む駄だにならなかったと喜ぶべきかしら？）

　差し入れとして、冷たい井戸水で冷やしたお茶を水筒に入れては来た。

　とは言え、エレナとしてはこの差し入れは無駄になって欲しかったというのが本音だ。

「クリス……もうその辺にしておきなさい」

　エレナの言葉が部屋に響き渡ると同時に、風を切る音が止んだ。

「これは……エレナ様……」

　ばつの悪そうな表情を浮うかべるクリスに、エレナは持って来た水筒を投げ渡わたす。

「これは……お気き遣づかいありがとうございます」

　左手で水筒を受け取ると、クリスはエレナに深々と一礼した。

「まったく……アナタという子は……」

　そんなクリスに向かって、エレナはもう一度大きなため息をついた。

（やはり、少し話をした方が良いわね……）

　騎士という職業にとって、戦場を駆け抜ぬけ、主の敵を屠ほふる事が全てなのだ。

　その為ためには武を磨くのは当然の事。

　エレナは騎士に集団戦を意識した戦術を仕込んでは来たが、個の力を伸ばさなくてよいと言った事は一度もない。

　そう言う意味から言えば、クリスが鍛たん錬れんに励む事自体をエレナは反対しない。

　だが、今のクリスの鍛錬は常じよう軌きを逸いつしている。

　朝は夜明けから、夜は真夜中を過ぎるまで。

　仕事として会議や訓練に参加する時や、食事の時間などを除いたほとんど全てを、クリスはこの練兵室で過ごしている。

　最初はザルーダ王国側の騎士や同どう僚りよう達たちと合同でやっていたらしいが、クリスの鬼き気き迫る鍛錬に恐れをなし、誰も寄り付かなくなったらしい。

　今では、時間の許す限りひたすら槍やりの稽古を繰り返しているようだ。

　突く、薙ぐ、払う。

　槍そう術じゆつの基本動作と呼ばれるこの三種をただ黙々と繰くり返かえす。

　適度に水分補給を行うなどの注意はしているようだが、それでも異常と言って良いだろう。

「すごい汗あせね……まるで池よ。あなたの足下」

　そう言うとエレナは準備していたタオルを差し出す。

「取り敢えず、拭きなさいな」

　そう言われれば、クリスとしても否いやも応もない。

　素す直なおに額に張り付く髪かみをかき上げ、汗を拭きとっていく。

「それで……何を焦っているの？」

　その言葉に、クリスの手が止まった。

「何の事でしょう？」
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　その言葉にエレナは肩かたを竦めて見せる。

「その様子で何もないという気？　嘘うそをつくなとはいわないけれど、それならば、もう少し取り繕つくろいなさいな」

　その言葉に、クリスは返す言葉を失った。

　実際、今のクリスを見て彼かれの言葉を鵜う呑のみにする人間はまずいないだろう。

（まぁ、素直には成れないでしょうけどね……）

　クリス・モーガンという青年は不遇だった。

　彼の祖父であるフランク・モーガンはエレナの側近として長年彼女を支えた猛も者さであり、平民から上級騎士にまで駆け上がった傑物だが、それ故にホドラム・アーレベルクには疎まれた。

　薬さえ手に入れば完治も可能だった腐ふ肉にく病も、アーレベルクが邪じや魔まをしたせいで、取り返しのつかないところまで病状が進行し、今のフランクは死を待つばかりの身。

　クリス自身も、エレナが現役に復帰するまで下級騎士の一人に甘んじて来た。

　そんなクリスが、今回のオルトメア帝国との戦で、ようやくその才能を発揮する場を得ようとしていたのだ。

　だが、その場はクリスの期待通りにはならなかった。

　いや、ある程度までは筋書き通りに進んだのだ。

　しかし、最後の詰つめの部分。クリスが最も輝ける部分だけが無残に掻き消えてしまった。

　勿論、ある程度の武功はクリスも今回の戦で得ている。

　誰も彼を侮ぶ辱じよくなどしないだろう。

　だが、それでもクリスの中にはどうしようもない不満がくすぶり続けている。

　それを本人も理解しているからこそ、クリスは一心不乱に槍を振るい続けるのだ。

「そんなに彼が憎い？」

　エレナの問いにクリスは顔を背けた。

　エレナの言う彼の名を今いま更さら問う必要などない。

　それは、クリス自身が一番よく理解していた。

「憎い……訳ではありません」

　そして、絞り出すような声で答える。

　実際、クリスに御子柴亮真に対しての憎しみはない。

　クリスが不遇から抜け出したのはエレナが現げん役えき復帰をしたからだが、そのきっかけを作ったのは、御子柴亮真なのだ。

　そう言う意味から言えば、感謝こそすれ、憎む理由がない。

　だが、そんなクリスの心をエレナは見透かしていた。

「そう……では、妬ましい？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、クリスの肩が震える。

　それだけで、クリスの答えは出ていた。

「理由を聞いてもいいかしら？　アナタも今や私の側近の一人として、一ひと廉かどの武人と認められた存在よ？　一週間後に帰国すれば、今度の戦の恩賞として上級騎士にも叙勲される事でしょう……それでもクリス。あなたは御子柴亮真が妬ましいのかしら？」

　その言葉に、クリスはただ黙だまったままだった。

　実際、クリスは他人を妬む側というよりも、妬みを向けられる側だ。

　容姿は整い、槍の腕前ではローゼリア王国で一いち二にを争う腕だ。

　家いえ柄がらという点でも悪くない。

　確かに、建国以来の名門ではないだろう。

　だが、長年エレナの側近を務めたフランク・モーガンを祖父に持つのだ。

　アーレベルクが将軍だった際には、確かにそれらの要素はマイナスに作用した。

　しかし、エレナが将軍位に復帰した現在では、それらの要素は大きなプラスへと転じている。

　持たざる者から見れば、クリス・モーガンと言う男は持つ側に属する人間としか見えない。

　だが、クリス本人がどう感じているかは別だ。

「妬ましい……そうかもしれません……私は、あの男に勝って貴方に認められたいのです」

　その言葉にエレナは首を傾げて見せる。

「クリス。私はアナタを認めているわよ？」

　しかし、その言葉にクリスは激しく首を横に振った。

「分かっています。私を認めてくださっているのは……ですがそれは部下の一人としてでしかない」

　それは偽らぬ魂の叫びだ。

　憧あこがれ。

　エレナ・シュタイナーは正にクリスにとって憧れの存在だった。

　祖父から聞いた昔語りの中のエレナは常に強く正しく、凛り々りしかった。

　クリスは幼心にそんなエレナに憧れを抱き続けて来た。

　そして今、クリスはエレナと共に戦場を駆けるまでになった。

　しかし、それでもクリスの心は満たされない。

　いや、あの亮真さえ居なければ、クリスは今の状況に満足出来ただろう。

　だが、クリスは自分よりも年下の青年が、エレナと並ぶ姿を見てしまった。

　最初は傲ごう慢まんで無謀な若者の恐れ知らずな行動だと思った。

　だが、ローゼリア王国の内乱を早期に収束させ、今回はローゼリア王国の援軍として、エレナと共にザルーダ王国へと赴き、瞬く間に主導権を取って見せた。

　男としての力量の差を見せつけられた気がした。

　勿論、これが自分よりも年上の男であれば、クリスも此処まで対たい抗こう心しんを感じなかったかもしれない。

　だが、自分より年下の若造が相手となれば話は変わって来る。

　それらが、過去の不遇時代に受けた扱いに対しての不満や怒いかりと混ざり合い、俺おれも同じ位置に立ちたいという気持ちになったのだろう。

　実際、ザルーダ王国とオルトメア帝国との停戦が合意されなかった場合、ノティス砦とりでの襲撃によって補給線を断たれたオルトメア帝国軍を包囲殲せん滅めつする予定だった。

　その際には、自分がシャルディナ皇女の首を上げようとクリスは相当に入れ込んでいたのだ。

　そして、それが可能となるだけの準備をした。

（それがいきなり取りやめになってしまった訳だものね……）

　先日亮真と会話した時に少し話題となったが、停戦が知らされた時、クリスはエレナに対して相当きつく再考を願い出ている。

　確かに、現場指揮官としてあそこまでお膳立てをした策を放ほう棄きするというのはかなり難しい判断だろう。

　だが、それだけという訳でもない事はエレナも理解していた。

（まぁ、気持ちは分かるんだけどね……クリスは若いから……）

　エレナとしては、クリスを信しん頼らいしているし、認めても居る。

　ただ、確かにクリスの言う通り、あくまでも部下としてだ。

　そう言う意味から言えば、確かにクリスは正しいのだろう。

　だが、そう感じてしまう事自体が、クリスの問題とも言える。

　エレナが御子柴亮真を自分と同格の存在として認めているのは、彼の目線が自分と同じかそれ以上だからだ。

　それはそうだろう。

　エレナは国を背負う将軍。

　それと同じ視点を持つ人間とでなければ、話など出来ない。

　エレナは将軍として兵士の心を理解する必要がある。

　だが、大半の兵士にエレナの心は見えないし理解も出来ない。

　それは、見ている視点が違う所為せいだ。

　役職や立場によって意見も考え方も変わって当然だろう。

　勿論それは、上の立場の人間は下の人間を理解しなくてよいという事ではない。

　だが、並び立つというのであれば話は変わって来る。

　そうでなければ、相談も出来ない。

　だから、本当にクリスがエレナの横に立ちたいのであれば、するべきなのは武の鍛錬ではない。

　必要なのはクリス自身の視野を広げる事だろう。

（問題は……それをどうこの子に伝えるか……）

　エレナが言うのは簡単だ。

　だが、それが本当の意味でクリスの成長になるとは思えない。

（ならば、いっその事……）

　エレナは覚かく悟ごを決めた。

　クリスはエレナの部下の中でも特に有望な若手。

　彼の成長はローゼリア王国の軍部にとって大きな意味を持つのだから。

「ならば、一度あの子と話をしてみなさいな。アナタ達はそんなに親しくなかったでしょう？」

　その言葉に、クリスは伏せていた顔を勢いよく上げた。

「それは！」

「貴方があの子を苦手にしているのは分かっているわ。特に今の様な感じなら顔を合わせにくいでしょうしね……でも、私に認めてほしいなら、あの子を御ぎよせるくらいでないと」

　その言葉にクリスは再び黙り込んだ。

　そんなクリスにエレナはさらなる追い打ちを掛ける。

「あらあら、あの子がそんなに苦手？　でもあの子と面と向かって話も出来ない程度の覚悟なら、私に並びたいだなんて大口は叩たたかない方が良いわね」

　そう言うと、エレナは口元に手を当てて笑った。

（さぁ、どう答える？）

　大分挑発めいた言動をしたが、エレナとしてもこれは一種の賭けだ。

　最悪の場合、激昂してエレナに襲い掛かってくる可能性もある。

　まぁ、流石さすがに忠誠心篤いクリスがそんなことをするとは思えないが、陰に籠こもって、かえって根性をこじらせる可能性は十二分にある。

（それでも、この子をアーレベルグの様には出来ない……）

　エレナの心に痛みが走る。
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（あの男の心に巣食った闇やみを私は見なかった……いいえ、見ようとしなかった……その二の舞だけは……）

　エレナは平民から騎士となり、将軍にまで駆け上がったが、その道のりは苛酷だった。

　そして、将軍になってからは、日々の激務に忙殺され、周囲の感情というのを上手うまく理解出来ていなかったのだろう。

　人の心の持つ闇。

　妬み、恨み、憎しみ、怒り。

　だが、方向性と使い方さえ間違えなければ、これらの感情は決して悪い事ではない。

　毒と薬の差の様な物だ。

　だからこそ、エレナは自らを支え続けてくれた側近の孫が歪ゆがむのを看過できなかった。

　どれほどの時間が経たっただろうか。

　黙り続けていたクリスがようやく口を開いた。

「あの男と話をして……何かが変わるでしょうか？」

　その言葉に、エレナは首を振った。

「変わるか変わらないかじゃないわ。問題なのはクリス……アナタが変化を求めて一歩踏ふみ出すかどうかという事よ」

　実際、エレナとて二人が話し合いをして何かが変わるかなど断言は出来ない。

　いや、より正確に言えば、改善の可能性も有れば、改悪の可能性も有るし、まったく変わらないという可能性も有るだろう。

　しかし、どのような結果であれ、変わろうとする意志を持ったという事実は残る。

　そしてそれは、何時か必ず何かを変える筈はずだ。

　クリスはエレナの問いに無言だった。

　しかし、小さく頷うなずくのを見てエレナは笑えみを浮かべる。

　孫に対する祖母の様な慈愛に満ちた笑みを。







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。

　一巻目からご購入いただいている読者の方々、四ヶ月ぶりです。

　作者の保利亮太と申します。

　このあとがきを書いている段階で、すでに今年も梅雨が明けて夏に入ろうかと言ったところでしょうか。季節の変わり目で体調を崩しやすくなりますので、皆様も体調管理には注意してください。

　作者は五月半ば辺りから体調を崩し、未だに回復しません。

　先日は友人の勧めで人生初の整体と鍼灸を体験してきました。

　意外と悪くなかったので、もし体が不調な方は体験してみるのもいいかと。

　さて、そんな作者の体調はさておき、九巻では文字数の関係で出来なかった恒例の本作品の概要と見どころを簡単に。




　十巻の見所は、やはり御子柴浩一郎の存在と組織でしょうか。

　作者としても気にはしているのですが、どうしてもこのお茶目で洒脱な御祖父さんにスポットを当ててしまいがちです。

　まぁ、この作品の設定を全て亮真に絡めて説明するのは不可能なので、どうしてもサブの主人公的立ち位置的なキャラが必要になるのは致し方ない面もありますが……

　特に組織の内情や過去説明となると、浩一郎の存在がすごく便利なんですよね。

　あと注目すべきは須藤と斉藤のコンビでしょう。

　ザルーダ王国から帰国した斉藤に命じられた新たなる任務とは何か。そして、須藤の正体とはといった感じで、謎が謎を呼ぶ十巻となっておりますのでご期待頂ければと思います。




　最後に、今回も十巻の出版にあたりご助力いただきました編集の皆様を初めとした関係者各位へ、この場をお借りして御礼申し上げます。

　また、それにもましてこのシリーズを書き続けられるのは、読者の皆様の支援あってこその事と思っております。

　昨今は出版業界もかなり厳しいようで、生存競争は熾烈の一途を辿っているようです。

　そんな中で、大賞も新人賞も取っていないこの作品が十巻に届いたのは、実に奇跡的な事なのだなぁと改めて感じる次第です。

　十一巻目も今年の十一月には皆様のお手元へお届け出来る予定ですので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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